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　　　【Intro.Phase　囚しゆう人じんのジレンマ】







　──あの時、何が起こったんだ？

　この三年間、俺おれはそればかり自問してる。世界中から集められた心理療りよう法ほう士しも、同じ質しつ問もんの繰くり返し。いや尋じん問もんと言うべきか。

『まだ思い出さないのか、君は』

『あの二秒を思い出せば、世界に帰れるのよ』

『保ほ証しようはやめましょう、先生。彼が社会復ふつ帰きできる可か能のう性せいは低い』

『もう君は、戦わない方がいいねえ』

『あんな事じ故こを起こしたんだ。戦えるはずがない』

　俺は、突つき刺ささる言葉に抗あらがった。けど思い出そうとしても、脳のう裏りに浮うかぶものは何もない。時間にすればたった二秒。でもあの空白を境さかいに、俺の人生は変わった。

　頼たのむ。誰だれか、教えてくれ。

　どうして俺は、罪つみもない人を殺したんだ。

　そして一番大切な人までも……




『出ろ、囚人番号ＶＨ五一五○』

　唐とう突とつに、俺は機械音声に呼よばれた。首と両手には、金きん属ぞく製せいの拘こう束そく具ぐ。冷たい重みを引きずり、独どく房ぼうから出て行く。

　通されたのは、円形の広間。窓まどはなく、天てん井じようは見えぬほど高い。暗い広間の中心で、俺は足を止めた。

「急に、何の用だよ」

　問いかけると、広間にピンスポットが灯ともされた。近づくのは、硬かたい靴くつ音おと。現あらわれたサングラスの男は、慇いん懃ぎんに会え釈しやくした。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、若わか」

「珍めずらしいな」

「神しん妙みようにお務つとめをなさってるそうで」

「服ふく役えき態たい度どまで聞いてるんだ？」

「《神しん智ち》は、すべてを見通しますから」

「そっか……で？　わざわざ面会に来た理由は？」

　すると再ふたたび、天井から機械音声が響ひびいた。

『釈しやく放ほうだ、ＶＨ五一五○号』

「は……？」

　思いがけぬ宣せん告こく。同時に、拘束具が勝手に外れ、床ゆかに落ちる。けど俺は、手首をさすりながら、天井を見上げた。

「冗じよう談だんだろ、これって」

『冗談ではない』

「どう考えても理り屈くつに合わないぞ。俺を釈放するなんて正気かよ」

　すると機械音声が、再び響いた。

『確たしかに。我われ々われは、君が事じ件けんを起こした理由すら解かい明めいできていない。再さい発はつの可能性も十分に考えられる』

「だったらどうして？」

『戦局が悪化したのだ』

　その声と共に……俺の周囲が一変した。

　辺りは、燃もえ盛さかる市街地。高こう層そうビルが火柱のように炎えん上じようし、黒こく煙えんが空を覆おおう。高こう架か道路は叩たたき折られ、無数の車が屍しかばねを晒さらしている。破は壊かいの限かぎりを尽つくされた街に立つのは、『くの字』に折れ曲がった赤い尖せん塔とう……

　──噓うそだろ！

　──じゃあここは……

　だが次の刹せつ那な、上空から無数の火球が降ふり注いだ。避よける間もなく、着ちやく弾だん。大地を砕くだかんばかりの激げき震しん。続いて爆ばく炎えんが湧わき起こり、熱風が襲おそいかかる。

　けど俺は、灼しやく熱ねつにも負けず、顔を上げた。

　見上げた空には、何千もの敵てき。

　俺たちにとって、見み慣なれた敵。

　その攻こう撃げきで崩くずれ落ちているのは、確かに東京タワーだったのだ。

　すると周囲に、無数の文字列が走った。

『一月一八日・東京都港みなと区・被ひ災さい・芝しば公園全ぜん域いき汚お染せん』

『二月一○日・中ちゆう部ぶ国こく際さい空港・被災・全域汚染』

『三月八日・大阪市港区及および此この花はな区・被災・大阪港全域汚染』

『三月一六日・京きよう都と市上かみ京ぎよう区・被災・京都御ご所しよ全域汚染』

　文字に合わせ、周囲の風景も目まぐるしく変わった。でも東京も大阪も京都も、無む惨ざんな廃はい墟きよと化してる。

　やがて視し界かいには、巨きよ大だいな世界地図も浮かび上がった。その大半……つまり南北アメリカの東半分、オーストラリア大陸、シベリア全土、東南アジア諸しよ国こく、アフリカ大陸南部は黒く塗ぬり潰つぶされてる。しかもその暗黒は、海を渡わたって日本にも及んでいるではないか。

「……奴やつら、日本にも来たのか」

『そういう事だ、ＶＨ五一五○号……いや釈放した今では、元の士し名めいで呼ぶべきだな、《独どく断だん戦せん巧こう》よ』

「三年ぶりだ、そう呼ばれるの」

『君は、幾いく多たの敵を倒たおし、わずか一二歳さいにして認定誅殺数キルマーク一○○を挙げた男だ。何より《聖地救主エルサレム・スリム》の士名も持っている。そんな君を、いつまでも拘こう禁きんするより、前線復ふつ帰きさせた方が日本のためになる』

「ああ、そうか。もし俺がまた事件を起こしても……その犠ぎ牲せいより、ずっと多くの戦果を挙げると見み込こんだな」

『ご名答。鈍にぶってはいないようだな』

「お世せ辞じは嫌きらいだ」

『それに君の服役態度は模も範はん的であり、刑けい務む作業による社会貢こう献けんも大きかった。では帰って救いたまえ、君の故こ国こくを』

　すると装そう甲こうシャッターが開き、外界への出口が開いた。

　踏ふみ出せば、辺りは一面の雪原。吹ふきつける雪ゆき嵐あらしに、俺は手をかざした。三月の南極にしては異い常じよう気象。だが肌はだを刺さす寒さにもかかわらず、俺は大きく深しん呼こ吸きゆうした。

「帰れるんだ、日本に……」

　つぶやくと、サングラスの男も雪原に踏み出した。

「若わか……お務つとめ、ご苦労様にございました」

「あ……うん」

「お喜びにならないので？」

「一いち応おう、喜んでるけど」

「そうは見えませんが」

　俺は、自分の顔を撫なでてみた。おかしいな。嬉うれしいはずなのに、強こわばってる。決して寒さのせいじゃない。

　ごまかすように、俺は顔を背そむけた。

「心配なんだよ。世の中に戻もどっていいのかなって……」

「……あまり、気にせぬ事です」

「…………」

「帰国なさったら、すぐ入学式ですよ」

「入学式？」

「はい。若も、来月から高校一年生です。良い学校を手配しておきましたので」

「俺が……高校生？」

　あ、そっか。自分が一五歳だって事、すっかり忘わすれてた。なんせ中学校にすら通えなかった俺には、学校生活なんて未知の世界だ。それに俺は……

「あのさ、どうしても入学しなくちゃだめか？」

「これは統とう帥すいのご命令です」

「俺の性せい格かく、昔から知ってるよな？」

「存ぞんじております。なにしろ《独どく断だん戦せん巧こう》」

「そ。集しゆう団だん生活とか苦手なんだけど」

「異い議ぎがあるのでしたら、直ちよく接せつ、統帥にお話しください」

「……う……いや、それはそのー……」

　俺は、あえなく沈ちん黙もく。だめだ。親父おやじに逆さからえば、たとえ実の子と言えど……

　けど俺は、雪嵐に視し線せんを向けた。

　──俺には、やるべき事がある。

　──突つき止めるべき真実がある。

　──でもその真実に、どうすればたどり着ける……？

　しばし雪嵐に立ちつくす。すると再ふたたび、機会音声が呼びかけた。

『言い忘れた。出所後も、箝かん口こう第九号事じ件けんに関しては、他言を禁ずる』

「それぐらい分かってる」

『箝口第九号事件は、未いまだ捜そう査さ中ちゆうだ。秘ひ密みつを漏もらせば……ここにもう一度戻るだけでは済すまないだろう』

　……結局、そういう事なんだ。牢ろう獄ごくを出ても、俺は罪つみを背せ負おったまま。それを誰に告げる事も許ゆるされない。でも確たしかに、忘れちゃいけない過か去こ。

　すると機械音声が、不意に和やわらいだ。

『記き憶おくを取り戻したら、話してくれ。それが真の償つぐないであり……世界は、真実を待っている』

　ああ、俺もそう思うよ。

　けどその前に、誰か教えてくれないか。

　俺と世界が失った二秒は、どこにある。







　　　【Phase.1　帰き還かん、あふれるほどの春へ】







　入学式って、みんな緊きん張ちようすると思う。

　初めて見る校こう舎しや、初めて出会う教きよう師しと級友……この場所で三年間過すごすと思えば、最初は不安の方が大きいはずだ。

　でも俺おれは、酷ひどい眠ねむ気けに襲おそわれてた。

「ふああああぁぁぁぁ……」

　教室の隅すみで、あくび。なんせ昨夜、帰国したばかり。時差ボケは軽いが、やっぱり釈しやく放ほうされて、気持ちも身体からだも緩ゆるんでる。

　それでなくても、俺の席は窓まど際ぎわの一番後ろだ。春の陽ひ射ざしがたっぷり降ふり注ぎ、そよぐ風も心地ここちよい。三年間、南極にいた身体が、溶とけだしそうな陽気だった。

　──戦局悪化って聞いたけど……

　──ここは、やけに平和だなー。

　授じゆぎ業よう説明が済むのを、ひたすら待つ。一いち応おう、体育館で行われた入学式は、無事やり過ごした。一年Ａ組の教室に入った後も、面めん倒どうな自じ己こ紹しよう介かいは済ませてる。（名前だけ言って終わった気もするけどな）

　もっともクラスメイトの名前は、まったく覚えられず、担たん任にんの女先生の名前も、まるで耳に入ってなかった。

　──仕方ねーか。

　──帰国の実感も、まだないんだから。

　俺おれは、ぼんやりと視線を窓そう外がいに移うつした。

　この西にし浜はま市は、東京郊こう外がいにある。都心から京けい南なん本線に乗って約一時間。東京湾わんに面し、高こう層そうマンションが立ち並ならぶ新しん興こう住じゆう宅たく地ちだ。内陸に向かう私し鉄てつ桜さくら野の線も乗り入れ、人口も五○万近い。

　駅前の坂を上れば、満開の桜さくら並なみ木き。その丘おかの頂いただきに、俺の高校がある。それが私立西浜学園高校だ。

　もっとも、入学案内を渡わたされたのは今朝けさ早くで、ロクに読む暇ひまもなかった。学校を選んだのも自分ではなく、戦せん崎ざきが勧すすめるままに入学しただけ。実じつ際さいどんな高校だか、ほとんど理り解かいしていない。

　──完全なる惰だ性せい入学だよなー。
















　──けどこの学校、なんか変だ。

　俺おれは、さっきから校庭に違い和わ感を覚えていた。この高校は、敷しき地ちの中心に校舎が建ち、それを取り囲むように校庭が広がってる。しかも異い様ようなほど、敷地が広い。

　──もしかして運動系けいの部活が盛さかん？

　──ま、どうせ面倒だから、部活なんて入らないけど。

　だいたい日本を三年も留る守すにしていたせいで、世せ情じようにはまったく疎うとくなっている。たぶん友達に、テレビドラマや女じよ優ゆうの話題をフラれても、まったく反はん応のうできないだろう。プロ野球？　サッカー？　勘かん弁べんしてください……

　──それも仕方ないな。

　──元々、俺は昔からそんな感じだ。

　──わざわざ努力して、話題を仕入れるタイプじゃないし。

　──でも学校生活にとけ込むには、話題を仕入れるべき？

　──うーん、無理するのもなんかなー。

　──それより授業についていけんのか？

　──だって俺、中学行ってないんだぜ？

　などと思ううち、ようやく女先生が話を終えた。

「今日はこれで終業よ。明日からの学校生活を有ゆう意い義ぎに過ごしてください」

　ああ、終わった、終わった。早さつ速そく、俺は教室から出ようとした。四○人もの人間と一いつ緒しよにいるだけで居い心地ごこちが悪い。やっぱり集しゆう団だん生活には馴な染じめないなー。

　だが席を立つ寸すん前ぜん、女先生が妙みように朗ほがらかな笑えみを浮うかべたのだ。

「さて、もうすぐ一二時よ。準じゆん備びはいいかしら。では秒読み開始……一○・九・八……」

　俺は、首をひねった。何このカウントダウン？　だが俺の困こん惑わくをよそに、教室に異様な緊張が満ちていく。

「……三・二・一・〇！　新一年生スカウト解かい禁きん！」

　スカウト解禁？　何それ？　もしかして俺、とてつもなく大切な何かを聞き逃のがした？　大おお袈げ裟さに言うなら、人生を左右するほどの事を……

　そう気づいた途と端たん、級友たちが振ふり返り、俺めがけて走り出したではないか。

「な、な、なんだああああっっ!?」

　一いつ瞬しゆんにして眠気が吹ふっ飛んだ。

　級友たちは、机つくえと椅い子すを蹴け散ちらし、必死な形相で突とつ進しんしてくる。いや級友だけではない。廊ろう下かで待ち構かまえていた上級生と他クラスの生徒までもが、地じ響ひびきを立てて暴ぼう走そうに加わったのだ。その数、ざっと二○○人……

　まるでアフリカの草原で目覚めた途と端たん、シマウマの群むれに突進された気分。それほどみんなの顔は真しん剣けんで、眼めは血走ってる。

　しかも二○○人の生徒は、唐とう突とつに俺の名前を呼んだのだ。

「宇う牙が神じんリョウトくん！」

「は、はい!?」

　俺……宇牙神リョウトは、恐おそる恐る右手を挙げた。何が何だかさっぱり分からない。なのにみんなは、一いつ斉せいに懇こん願がん。

「是ぜ非ひ、うちに入ってくれ！」

「だめえ、私の所に入って！」

「ちょい待ち、俺が先だ！　俺んとこに入れ！」

　──入ってくれ？　もしかして部活？

　──やっぱ運動系に力入れてんのか？

　──にしては、必死すぎる勧かん誘ゆうだなー。

　だが先せん輩ぱいたちは突然、分ぶ厚あつい札束を取り出したではないか！

「契けい約やく金きん二〇〇〇万でどうだ、宇牙神くん！」

「待て、うちは契約金三〇〇〇万出すぞ！」

「うちなら、契約金四〇〇〇万に新しん築ちくマンション付けるわよ！」

「契約金五〇〇〇万＋伊い豆ずの温おん泉せん別べつ荘そう！」

「六〇〇〇万＋素す敵てきな私と交こう際さいしてみない？（お色気過か剰じよう）」

「七〇〇〇万＋素敵な俺と交際やらないか？（筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう）」

　秒刻きざみで金きん額がくが上じよう昇しようし、教室は競せり市場と化した。さながらオークションの絵画か、最高級Ａ５ランクの霜しも降ふり松まつ阪ざか牛か……俺は、思い切って訊たずねてみた。

「……これって何かの冗じよう談だんすか？」

　一秒後、場に和なごみ笑いが広がる。

　二秒後、また競りが再さい開かいされた。

「八〇〇〇万＋僕ぼくの姉Ｄカップと交際！（水着写真見せられた）」

「九〇〇〇万＋俺の妹まだ五歳さいと交際！（七五三写真見せられた）」

　先輩が叫さけぶのは、とても高校生が自由に出来る金額ではない。しかし中には、アタッシェケースを開いて数千万の現げん金きんをちらつかせる者もいる。

　やがて異様な自じ己こ紹しよう介かいも始まった。

「第三二抜ばつ刀とう学がく斗と隊たい、近こん藤どう勇ゆう二じにござる！　宇牙神リョウト殿どの、我らの隊に是非！」

「第七四陰おん陽みよう学斗隊の土つち御み門かど静しず香かよ。善ぜん星せい皆かい来らい、悪あく星せい退たい散さん……由ゆい緒しよある我わが隊にどうぞ」

「第一○一重戦車学斗隊、鉄てつ山やま虎とら雄おだ。君なら剣けん付つき柏かしわ葉ば騎き士し十じゆう字じ章しようも夢ではない。我らと一緒に働こう！」

　──がくとたい？　なんだそれ？

　──働くって、どういう意味？

　一方、クラスメイトたちも、先輩を阻はばむように立ち塞ふさがった。

「先輩方、ずるいですよ！」

「宇牙神くんをお金で釣つらないで！」

「惑まどわされるな、宇牙神！　そして同じクラスの誼よしみで、俺と一緒に組もう！」

「抜ぬけ駆がけしないで！　それより宇牙神くぅん、クラスメイトとしてこれからよろしくね（チュッ＆胸むねをむぎゅ）」

「色気はずりーぞ！　だったら俺もチュッ」

「宇牙神、病気で余よ命めいいくばくもない妹に、どうしてもお前と組む姿すがたを見せたくて……」

「昔、約束したわよね、宇牙神くん。あの木の下で、将しよう来らい、一緒に組もうって……あ、初対面だっけ？」

　こ、これが俺のクラスメイト……

　どうやら先輩と違ちがって金は持ってないようだが、そのハンデをあらゆる手で克こく服ふくするつもりらしい。つーか、お前らに禁きんじ手はないのか！

　とにかく、みんなの行動は必死過すぎて、今いま更さら『がくとたいってなに？』とでも訊きこうものなら、罵ば声せいと共に八つ裂ざきにされそうだった。いや本当だってば！

　知らない、でも訊けない。この危き機きをどう乗り切るか、俺は必死に思考を巡めぐらせた。

「ええと、俺は、その……」

　二○○人は沈ちん黙もくし、俺の発言を固かた唾ずを吞のんで聞き入った。だが俺の思考は空転。頭が徐じよ々じよに真っ白になっていく。どうすればいい……どうすればあああ……

　だが俺が本気で窓まどからの逃とう走そうを考え始めた時、どこからか女声が響ひびいた。

「待って。彼を引き抜くのは、簡かん単たんじゃないわよ」

　瞬しゆん間かん、ずざあっと人波が割われ、モーゼの如ごとく一人の女生徒が姿を現あらわした。

　スタイルは細身。制せい服ふくをぴしりと着こなした立ち姿から、育ちの良さが香かおってくる。肩かたまで流れる髪かみを緩ゆるく巻まき、眩まぶしいほどの笑え顔がおで俺に手を振ふったではないか。

「リョウちゃん、久ひさしぶり」

「リョウちゃん？」

　呼よばれた瞬間、幼おさない頃ころの記き憶おくがまざまざと甦よみがえった。

「お前……ユリか……弥勒みろく寺じユリ？」

「そうよ。さっき自己紹介したでしょ」

「驚おどろいたな、同じＡ組だったのか。久しぶりだな、《なめ……」

　言いかけた俺の口を、やおらユリが掌てで塞ふさいだ。

「そこから先は禁きん句くよ、リョウちゃん！」

「ふ……ふぐがっ……」

「私がその士し名めい、死ぬほど嫌いやだって知ってるくせに！」

　あー、そうそう。子こ供どもの頃も、こうして何度も怒おこられたっけ。

「け、けどなんで、お前がこの学校にいるんだよ？　お前の実家、東京の世せ田た谷がやだろ。管かん轄かつ地ちの学校に入るのが普通……」

「だって、リョウちゃんが帰ってくるって聞いたから」

「誰だれから？」

「リョウちゃんちの戦崎さん」

「あいつめ、ペラペラと……」

「それ聞いたら……リョウちゃんと同じ高校に入りたくなっちゃって」

　素す直なおな甘あまい声。宝ほう石せきみたいに輝かがやく瞳ひとみを、真っ直すぐ俺に向けてくる。けど……

　──に、苦手だ、こういう状じよう況きよう。

　──どう接せつすればいい、俺……

　ユリとは、お互たがいの家が親しかったため、子供の頃から遊んでたし、一緒に修しゆ行ぎようした事もある。けど久しぶりに会ったユリは、驚くほどきれいになってた。昔の面おも影かげは残っているけど、なんだか別人に思える。

　しかし俺の混こん乱らんを知ってか知らずか、ユリはにこにこと微笑ほほえんでいた。

「リョウちゃん、こっち向いて」

「い、嫌だ……」

「なによ、三年ぶりなのに……それにしても背せ、伸のびたね、リョウちゃん」

「……」

「それにカッコよくなったよ」

「……」

「でも、もっと笑った方がいいかな」

「…………」

「あと、髪かみも伸ばしすぎ」

　ユリの指が、俺の髪を梳すく。大人びた吐と息いきに、俺はつい後ずさった。

「ま、まずいって、こんな所で……！」

　なにしろ二○○人に見られてる。しかも入学初日。冷やかされる前に、今度こそ窓まどから逃にげねば……けど周囲の反はん応のうは、またも俺の予想を裏うら切ぎってくれた。

「揃そろったあああっっ！」

「新入生スカウト人気一位・二位が登場！」

「弥勒寺さん、先に勧かん誘ゆうしなくてごめん！　でも宇牙神くんを口説いた後は、すぐ君を誘さそおうと思ってたんだよ！」

「弥勒寺さんにも契けい約やく金きん二〇〇〇万から！」

「三〇〇〇万！」「四〇〇〇万！」「五〇〇〇万！」

　今度は、ユリの契約金が急きゆう騰とう。だが当の本人は涼すずしい顔で、二○○人に振ふり返った。

「皆みなさん、あわてないで。リョウちゃんは三年ぶりに重じゆう傷しようから復ふつ帰きしたばかりで、どこの学斗隊に入るか、すぐには決められないのよ」

　……あ、そういう事になってるのか。

　俺おれは、初めて自分の経けい歴れき詐さ称しように気がついた。確たしかに三年前のあれは、箝かん口こう事じ件けん扱あつかいだ。この世界を統すべる九軍帥ストラテゴ・ナインが隠いん滅めつに関かかわった以上、たとえ幼なじみでも知るはずがない。

　しかしユリは気づきもせず、先を続けた。

「リョウちゃんは、見る目が厳きびしいの。私たち、まずは体験入隊とかしてみて、行き先を決めるつもりです。今は、他の新入生を確かく保ほした方がいいかも」

　その宣せん言げんと同時に、辺りには叫きよう喚かんと怒ど号ごうが満ちあふれた。

「緊きん急きゆう連れん絡らく！　宇牙神リョウトと弥勒寺ユリは契約保ほ留りゆう！」

「計算外よ！　至し急きゆう、人気三位以下の新入生にアポ取って！」

　二○○人の人波が、脱だつ兎との如ごとく教室から飛び出した。他生徒の元へ向かうらしく、お互いの動きを妨ぼう害がいし、挙げ句くの果てに大だい乱らん闘とうへと発はつ展てん。

「どけ、第二六空手学斗隊の大おお山やま益ます荒ら男お！」

「やんのか、第三八武ぶ術じゆつ学斗隊の李リ大タイ龍ロン！　てめーに一年Ｂ組の有望新入生は渡わたさん！」

　その壮そう大だいな足の引っ張ぱり合いを、俺はぽかーんと見つめるしかなかった。

「何この学校……」

　うめく俺を、ユリがくすくすと笑う。

「これが西浜学園高校よ。ね、ちょっと二人っきりにならない？」

「あ、ああ……」

　ユリは、両手を後ろに組み、スキップで廊ろう下かに滑すべり出る。その大人びた姿すがたと、いつ果てるとも知れぬ騒そう乱らんに、俺はたとえようのない違い和わ感を覚えていた。

　──これが三年ぶりの日本。

　──これが俺の高校なのか。




　校こう舎しや屋上。俺は、ベンチに腰こし掛かけ、缶かんコーヒーを胃に流し込こむ……うああ、まずい。この味でコーヒーを名乗るのは、詐さ欺ぎもいいとこ。俺の苦い顔に、ユリも同どう情じようの目を向けた。

「相変わらずコーヒーにはうるさいのね」

「ま、な……で、がくとたいって何なんだ？」

「え、そこから!?」

「……そこから」

　無知を認みとめると、ユリは腕うでを組んだ。

「呆あきれた。何も知らずにこの学校に入ったなんて……まあいいわ。そもそも学斗ってのは、学生戦闘員の事。この西浜学園は、学斗育成を目的とした高校なの」

「じゃあ、ここの生徒は……」

「私たちと同じ使い手よ。もっとも大半が未み熟じゆくな修練士デイサイプル……つまり第一難なん度どの術じゆつを修おさめただけの入門者なの」

「んな高校、初めて聞いたぞ」

「仕方ないわ。戦局が悪化して、学斗動員が始まったのが三年前……ちょうどリョウちゃんが入院した頃ころだもの」

　ユリの髪かみが、春風になびいた。少し甘あまい香かおりが、俺の鼻び孔こうをくすぐる。

「しかも、学斗はただ訓練に打ち込むだけじゃなく、実戦参加が認められてるの。この高校では授じゆ業ぎようなんて二の次……みんな学斗隊を結成して戦ってるのよ」

「高校生の修練士を実戦投入？　無む駄だに死なせるようなもんだろ」

「でもね、とうとう日本も異相戦争ネガテイヴ・ウオーの戦場になったのよ。おかげで人的資し源げんは尽つきかけて……正直、未成年を動員するところまで追い詰つめられてる」

　俺も帰国する機中で、ニュースは読んだ。

　戦火が激はげしくなったこの一○○年……それでも日本は四方の海に守られて安全だった。だが世界各地を吞のみ込んだ敵てきは、いよいよ日本にも上陸。都市部に壊かい滅めつ的被ひ害がいを与あたえ、勢せい力りよく圏けんを築きずこうとしてる。しかも中東からの石油輸ゆ入にゆうルートも脅おびやかし、国民生活を危き機きに……ユリも、声に諦てい観かんを込めた。

「もう領派クランだけでは、日本を守りきれないのよ。だから各地の領派は、小しよう規き模ぼの事じ件けん解かい決けつを、学斗隊に依い頼らいするようになったの」

「要は、穴あな埋うめか……けど今時の領派もなってねーな。高校生の手を借りなきゃ、管かん轄かつ地ちも守れないのかよ」

「うん。だけど修練士でも、四、五人で学斗隊を組めば、そこそこの戦果は挙げられるのよ。そしてその戦果には、依頼主の領派から報ほう酬しゆうが支し払はらわれる」

　俺の違和感は、ますます強まった。どうやら三年も留る守すにしてる間に、世の中はすっかり変わっちまったらしい。

　──しかし戦崎の奴やつ、なんちゅう高校に俺を入れたんだ。

　──いや。中学をすっ飛ばした俺には、最さい適てきかもなー。

　ユリは、さらに校庭を指さした。

「だからね、みんな自分の学斗隊に優ゆう秀しゆうな一年生を入れようと必死なのよ。より大きい戦果を挙げれば、報酬も高こう額がくだし、いい領派に就しゆう職しよくできて、お給料もいいんだって」

　確たしかに、校庭を見下ろせば、新一年生を学斗隊が取り巻まいてる。

「じゃあ、あれも……」

「勿もち論ろん、他の一年生も勧誘されてるわ。新入生名めい簿ぼに全員の戦闘能力スペツク書いてあるし」

　俺が新入生名簿に目を落とすと、ユリはまた校庭を示しめした。

「リョウちゃんもそれ読んで、クラスメイトの名前ぐらい覚えてね。ほら、あそこにいる茶ちや髪ぱつが印いん西ざいくん。結けつ構こうかわいくて男子の先せん輩ぱいに囲まれてるのが奥おく園ぞのさん。それから上こう月づきくんに遠えん藤どうさんに森もり北きたさんに鎌かま田たくん……」

　俺は、必死にユリの指先を追い、名簿とつき合わせる。ぐぬ……四○人の名前と顔を一いつ致ちさせるの、結けつ構こう、大変……

　そんな困こん惑わくも知らず、ユリは俺に指を突つきつけた。

「でもリョウちゃんこそ、人気ナンバーワンの新一年生よ。怪け我がする前の活かつ躍やくも、みんな知ってるしね。《聖地救主エルサレム・スリム》さん」

　俺は、飲み干ほしたコーヒー缶をゴミ箱に放ほうった。くそっ、外れ。仕方なくベンチから立ち、拾い上げた缶をゴミ箱に落とす。

　するとユリが、一歩近づいてきた。

「三年間、どうしてたの……一度も連れん絡らくしてこないなんて」

「悪かった……ずっとリハビリばっかでさ」

「そう……桜野には？」

「帰ってないよ。宇牙神家にも顔は出してない」

「そんな……だって退たい院いんしたのに」

　俺は、沈ちん黙もくしか返せない。真実を知らないユリに、噓うそを続けるのが心苦しかった。

　西を向けば、故こ郷きようが遠く霞かすんでいる。

　西浜市に比くらべれば小さく、開発もされていない山やま間あいの街。歴史だけは古く、名物は、お堀ほりの桜だけ……そう、きっと今いま頃ごろは……

　ユリは、惑まどう俺の顔を覗のぞき込んだ。

「じゃあリョウちゃん、今どこに住んでるのよ？」

「西浜の駅前にマンション借りた」

「高校生なのにマンションで一人暮ぐらし？　そんなお金、どうしたの？」

「ま、いろいろ」

「しかも親おや御ごさんに挨あい拶さつなしだなんて」

「俺は、独どく立りつ心しん旺おう盛せいなの」

「相変わらず《独どく断だん戦せん巧こう》ね。でも……」

　ユリの鼻が、ぴくんっと反はん応のうした。

「……ふふっ、ちょっと嬉うれしいかも」

　瞬しゆん間かん、俺の左手に、ユリの指がからみついた。自然な動き。体温を伝えるように、ユリが力を込める。

「部屋……行っちゃおうかな」

　不意に、心しん臓ぞうが高鳴った。自分でも、情なさけないほどの動どう揺よう。

　もしかしてユリは、俺の心にボールを投げてくれたのだろうか。けど投げ返せばいいのか、打ち返せばいいのか分からない。きれいになったと思うし、昔から知った仲だ。だから？　部屋に？　入れる？

　──できるか、そんな事。

　──再さい会かいしたばっかだし……

　結局、俺にできたのは、あわててユリの手を振ふり払はらう事だけだった。

「ま、まずいだろ、彼女じゃあるまいし」

　そのセリフで良かったのか、言った俺ですら疑ぎ問もんに思う。だがユリの顔が、般はん若にやの如ごとく変へん貌ぼう……まずい、どうやら最悪の不ふ正せい解かい。

「リョウちゃん……一いち応おう、ハッキリさせとくけど……（ここ、地じ響ひびきの効こう果か音おん）」

「いや、ハッキリさせなくていいんじゃ？」

「あのねえ、リョウちゃん！　この三年間、私がどれだけ心配したか！」

「ぐ、ぐるじ……く、首を絞しめるな！」

「だいたいリョウちゃんはねえ……」

　ユリのスリーパーホールドに、意い識しきが薄うすれる。そして俺の悲鳴は、校庭のクラスメイトにも届とどいてた。

「むむ、屋上にいるのは宇牙神と弥勒寺さん！」

「入学初日からイチゃつきやがって！」

「しかも弥勒寺さんが押おし倒たおそうとしてる！」

「いやー、積せつ極きよく的ー！」

「あ、僕ぼく、鼻血が……」

「しっかりしろ、入学初日に死ぬなー」

　わらわらと集まってくる一年Ａ組に、俺は叫んだ。

「違ちがう！　ユリは、ただの幼おさななじみで……」

「無料タダって何よ！　無料って！」

「とにかく落ち着け！　まず落ち着け！」

　けど、俺がユリの手を払いのけた時……




　……世界がたわんだ。

　地じ震しんとは異ことなる震動。気き圧あつが下がり、熱いものが耳に流れ込む。

「リョウちゃん、これ……」

　ユリも気づいた直後、激げき震しんが走った。

　学校の正門から続く桜さくら並なみ木き。その路面がにわかに沸ふつ騰とうし、轟ごう音おんと共に爆ばく発はつする。まるで火山の噴ふん火か……だが噴出したのは赤い溶よう岩がんではなく、真っ黒な津つ波なみだったのだ。
















「あれは！」

　叫さけぶ間に、黒い津波は西浜学園に襲おそいかかる。外がい壁へきは、吞のまれた途と端たんに醜みにくく歪ゆがんだ。壁かべ一面が、臓ぞう物もつじみた文字で埋うめ尽つくされ、ぐにゃりと歪み、うねり続ける。見る者の三さん半はん規き管かんをもおかしくさせる非ひ現げん実じつ的てきな歪わい曲きよく。

　しかしこれは現実であり、この世界の日にち常じようでもあるのだ。

「深蝕エロード……」

　俺の奥おく歯ばが、ぎりっと鳴った。

　それは異相ネガスフイアと呼よばれる異い世せ界かいが、次元の壁を食い破やぶり、人類世界を蝕むしばむ現げん象しよう。

　しかも決して珍めずらしくはない。深蝕は古来、世界各地で発生し、その土地を異相と化してきた。そしてこの一○○年間、深蝕は急きゆう激げきに増ぞう加かし、すでに地球の大半を我わがものとしている。異相戦争が今、西浜学園でも始まったのだ。




『深蝕警けい報ほう発令！　深蝕警報発令！』

『非ひ戦せん闘とう系けい生徒は、速すみやかに校内に退たい避ひ！』

『戦闘系生徒は、統とう轄かつ命令を待て！』

　校内放送が、甲かん高だかい警告を発する。だがすでに校庭は、恐きよう慌こうに包まれていた。

「入学初日から実戦なんてありなの？」

「仕方ねーだろ！　でもどうすりゃいい？」

「悪わりぃ！　俺、非戦闘系だから退避組だ！」

　逃にげ惑まどう生徒がぶつかり合い、悲鳴を上げる。だが続けて、校内放送が叫んだ。

『異相襲しゆう撃げき危き険けん度どレベルＡと認にん識しき』

『西浜学園、第一級戦闘配はい備び』

　──戦闘配備だと!?

　俺は耳を疑うたがい、すぐに目をも疑った。突とつ如じよ、学校を囲む外壁がせり上がり、青い光を帯びていく。しかも校庭が上下動し、外そと堀ぼりが現あらわれ、矢印めいた区画が幾いくつも生まれたのだ。

「おい、この高校、普ふ通つうじゃねえぞ！」

「そうよ、知らなかったの!?」

　ユリは、校こう舎しやを覆おおう閃せん光こうに手をかざした。

「ここは、別名・西浜九く稜りよう郭かく！　深蝕を迎むかえ撃うつ、南関東屈くつ指しの軍事拠きよ点てんよ！」

　叫ぶ間に学校は、九つの突とつ角かく堡ほを持つ城じよう塞さいに姿すがたを変えた。函はこ館だてにある五ご稜りよう郭かくを、もっと刺とげ々とげしくした……まさしく九稜郭だ。

　さらに学校を包む青い電光……《鎮ちん守じゆ》の防ぼう御ぎよ術じゆつは、深蝕の噴ふん出しゆつ口こうを容よう赦しやなく焼き払はらっていく。絶ぜつ叫きようを発して深蝕は後こう退たい。

　だが校庭に入り込こんだ深蝕の一部は、噴出口から切り離はなされてなお、ずるずると這はっている。しかも猛もう速そく。半径数十メートルもあると云いうのに、あっという間にみんなを吞のみ込んだのだ。

「きゃあっっ！」「助けっ……！」

　抵てい抗こうする間もない。本当の津つ波なみに吞まれたように、何十人もの生徒が粘ねん液えきに沈しずんだ。手足だけがもがくのが見え、やがてそれも漆しつ黒こくに溺おぼれていく。しかも一年Ａ組のクラスメイトも大おお勢ぜい……

　それを見た途と端たん、もう俺は上着を脱ぬぎ捨すてていた。




　──今、助ける！

　──俺一人でも！




　俺には、恐きよう怖ふなんてなかった。深蝕は見み慣なれた敵てきだ。幼おさない頃ころから何百回も戦ってる。遭そう遇ぐうしたのは三年ぶりでも、無む意い識しきに身体からだは戦おうとする。それが血を吐はく修しゆ行ぎようで叩たたき込まれた戦せん闘とう反はん応のう……のはずだった。

　けど身体は、硬こう直ちよくしていた。俺を束そく縛ばくしたのは、三年間浴びた侮ぶ蔑べつ。心理療りよう法ほう士しの声が甦よみがえり、這いずる虫のように、俺の手足にからみついてる。

『もう君は、戦わない方がいい』

『今度もし何かあったら、君が死ぬかもしれないよ』

『もう君を守ってくれる人はいない』

『まして三年のブランクで腕うでも落ちてる』

『戦わない方が利口だよ』




　最後のセリフが、俺の手足を縛しばり付けた。

　戦わない方が利口……戦わない方が利口……戦わない方が利口……

　ああ、そうかもな。利口な奴やつなら黙だまって校舎に入るんだろう。安全な場所でじっと事が終わるのを待てばいい。深蝕に吞まれたみんなも、誰だれかが助けてくれるはず。ここは俺の管かん轄かつ地ちじゃないし、俺が戦う必要なんてない。

　分かってる。全部、分かってるよ。だけど俺は……




　──ふざけるな。

　──戦わないのが利口だって？

　──思い出せ、俺がなんなのか。

　──俺は、誰かを守るために生まれてきた。

　──俺は、誰かを守るために修行を積んできた。

　──俺は、誰かを守るために帰ってきた。

　──だったら……！




　愚おろかだと言われてもかまわない。

　俺は、戦いたかった。三年間疑うたがわれ、否ひ定ていされ続けた力を使い、俺が俺であると示しめしたかった。




　──もしまた事じ故こを起こしたらだって？

　──その時は、死ねばいい。

　──今度こそ、死ねばいい。

　──その方が、戦わずにいるよりずっとマシだ！




　覚かく悟ごした瞬しゆん間かん、束縛が消えた。

　取り戻もどしたのは、自由と戦意。無む意い識しきのうちに、俺は屋上の縁へりへ走ってた。

　悟さとったのか、ユリが追いすがる。

「待って、リョウちゃん！　無む茶ちやよ、一人なんて……！」

　でも答えずに、俺は校庭に飛んでいた。

　俺が俺であるために。

　俺が今でも、領域士イグザルタスだと証しよう明めいするために。




　九領域イグザルト・ナイン。

　それは人類が、遥はるか古代から用いてきた対異相術じゆつ体たい系けいの総そう称しようだ。

《滅めつ殺さつ》は攻こう撃げきを司つかさどり、異相を破は壊かいする術。

《鎮ちん守じゆ》は防ぼう御ぎよを司り、異相を撃げき退たいする術。

《神しん智ち》は知識を司り、情じよう報ほうを収しゆう集しゆう・解かい析せきする術。

《心しん魂こん》は精せい神しんを司り、思考と感情を操あやつる術。

《霊れい命めい》は生死を司り、傷しよう病びようを治ち癒ゆする術。

《創そう成せい》は物ぶつ質しつを司り、武ぶ具ぐを製せい作さくする術。

《苦く行ぎよう》は肉体を司り、強化・変へん容ようする術。

《流りゆう刻こく》は時空を司り、時間と空間を遊泳する術。

《星せい練れん》は惑わく星せいを司り、元げん素そと自然を操る術。

　それぞれの領域イグザルトには二○難なん度どに分かれた単系術シングルと呼よばれる術が一○万以上も存そん在ざいする。

　だが術は、誰にでも使えるものではない。人間が持つ異相に反発する力……領域因子ポテンシアを多量に有し、術を修得した者……つまり領域士だけが行使できるのだ。

　この九領域を完成させたのは、紀元前一○世紀のイスラエル国王〝平へい穏おんなる〟ソロモン王と七二人の領域士である。

　以来三千年、九領域は世界各地に伝でん播ぱし、異相と対決する世界基準グローバル・スタンダードとなった。よって今も九領域の術には、古代領域士七二柱の名が刻きざまれている。

　Exertus……ラテン語で『力を放つ者』を意味する九領域の使い手……俺もその一人だ。




　戦せん闘とうに臨のぞむには、余よ計けいな動作はいらない。子こ供ども番組のヒーローのように、変身を叫さけぶ必要もない。

　ただ、切り替かえればいい。意い識しきと覚かく悟ごを。それだけで領域因子が目覚め、五体に満ちる。

　▼領域因子、活かつ性せい化か完かん了りよう。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動。

　あらかじめ戦闘時に発動するよう設せつ定ていしておいた第一難度の《苦く行ぎよう》肉体変容術、〈サロスの勁悍なる四肢〉が立ち上がる。

　サロスとは、古代領域士七二柱の一柱で、豪ごう腕わんの公こう爵しやくと呼ばれた格かく闘とう領域士だ。その術が四肢に行き渡わたるや、俺の全身は真しん紅くの術光オーラを放った。真紅は、《苦く行ぎよう》の領域色シエイド。それをまとい、俺は屋上から飛ひ翔しようした。

　──間に合えっっ！

　屋上から校庭に着地。俺の筋きん肉にくと骨こつ格かくは、常じよう人じんを超こえた機動に耐たえられるよう強化・変へん溶されている。

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動。

　さらに第一難度の《苦く行ぎよう》感覚拡かく張ちよう術じゆつ〈ヴァインの賢しき耳目〉を同時発動。感覚の王ヴァインの名を冠かんした術が、俺の五感を拡張する。

　──たいして時間は経たってない。

　──助け出してみせる！

　全力疾しつ走そう。あまりの猛もう速そく度どに、体感する風景がスローモーションに変わる。

　目前には、津つ波なみのように荒あらぶる深蝕。

　立ち向かうのは、俺一人。




　　　　＊　＊　＊




「おい、彼って……」

「例の一年生……！」

「宇牙神リョウト！」

　生徒たちは、その対たい峙じに呆ぼう然ぜんとした。

　いくら修練士とは言え、みな異相戦闘を学んだ者たちだ。深蝕の恐こわさも知っている。

　深蝕は、無知ではない。領域士の存在を感知すれば、全力で襲おそいかかり、吞のみ込こむと同時に骨肉を嚙かみ砕くだく。

　しかも目の前の深蝕は、半径数十メートル……たった一人で処しよ理りできるとは思えない。

　さらに深蝕内には、多数の生徒が吞まれていた。言うなれば人ひと質じち。単たん純じゆんな攻こう撃げきを採とれば、彼らを巻まき添ぞえにしてしまう。

「……無む茶ちやだ」

「……無む謀ぼうよ」

「戻もどってこい、宇牙神！」

「命が惜おしくないのか、お前！」

　しかし生徒たちの背はい後ごに、こつこつとヒールの靴くつ音おとが歩み寄よった。

「惜しくないんでしょうね、彼には」

　振ふり返る生徒たち。ヒールの女じよ性せいは、赤い唇くちびるで微笑ほほえんだ。

「昔々……ある所に瘦やせっぽちの男の子がいました。たった一○歳さい。その子は、異相に襲おそわれたエルサレム奪だつ回かい作戦に、領域士として参加していました。他の領域士は、みな異相の敵てきを誅ちゆう殺さつし、武名を上げた。でもその子だけは、なぜか誅殺数ゼロだったわ」

「…………」

「なぜならその子は、ヒゼキヤの地下水道に逃にげ延のびていた一いつ般ぱん市民五○○人と遭そう遇ぐうし、異相を討うつ作戦命令を無む視しして、市民を一人残らず、無事に脱だつ出しゆつさせていたからよ」

　一年Ａ組の担たん任にん教きよう師しは、先を続けた。

「命令違い反はんの責せき任にんを取って、その子は誅殺を申しん告こくしなかった。だけど本当は、市民を護ご送そうする途と中ちゆうで、彼は無数の敵に包囲され、最後の市民が逃げ切るまで一人で戦い、敵を殲せん滅めつしたのよ。その時の誅殺数は、四六とも五八とも伝えられてる。もし認にん定ていされていれば、彼の誅殺数は今、幾いくつなのかしらね」

　そして、教師は教え子を指さした。

「彼はそういう人。誰かを助けるためなら、命令も無視し、自分の命も顧かえりみない……それ以来、彼は二重士名で呼ばれるようになったわ。ご覧らんなさい、あれが最強の新一年生……《独どく断だん戦せん巧こう》にして《聖地救主エルサレム・スリム》、宇牙神リョウトくんよ」




　　　　＊　＊　＊




　▼深蝕内に人質多数。救出が最さい優ゆう先せん。

　▼▼範はん囲い絶ぜつ滅めつ系けいの術、使用不ふ可か。

　▼▼感覚拡かく張ちよう。人質の位置、確かく認にん。

　俺の感覚と思考が、めまぐるしく機き能のうする。だが撃うつべき術は、もう決まっていた。

「これでどうにか……！」

　俺は、漆しつ黒こくに向けて掌てを伸のばした。指先に向かって領域因子が集束し、灼しやく熱ねつする。そして因子が圧あつ縮しゆく……術、発動。

　腕うでから放ったのは、第三難なん度どの《滅めつ殺さつ》範囲封ふう撃げき術じゆつ〈マルサスの断だん罪ざいの円えん環かん〉だ。一撃は深蝕めがけ疾しつ走そうし、正面から激げき突とつする。反発の轟ごう音おん。校こう舎しやまで揺ゆれる。

「がっっ……！」

　反発のエネルギーは、俺おれの肉体にまで逆ぎやく流りゆうしてきた。目眩めまいと嘔おう吐と感。髪かみは逆さか立だち、立っていられぬほどの圧あつ力りよく……しかしこれに耐たえてこそ領域士。

　俺の〈マルサスの断罪の円環〉は深蝕に食い込み、凄すさまじい速さで左右に分かれた。深蝕の拡かく散さんを上回る速度で、今や半径一○○メートルに達した深蝕を縁ふち取どっていく。

　すると深蝕は術に阻はばまれ、それ以上拡散する事ができなくなった。煮にえ立つ暗黒はもがくように泡あわ立だち、立ち往おう生じようする。

　その間に〈マルサスの断罪の円環〉は、完全に深蝕を包囲し、合流した。黒い電撃の輪……まさしく円環の完成である。

　だが俺の口からも、凄まじい叫きよう喚かんがほとばしっていた。

「ががががががががががっっ！」

　深蝕の反発が強まる。四し肢しがちぎれ、脳のう髄ずいが沸ふつ騰とうしそうな痛いたみ。それでも俺は意い識しきを集中し、一気に領域因子を炸さく裂れつさせた。

　──潰つぶせ！

　──潰せ！　潰せ！

　──潰せええええっっ！

〈マルサスの断罪の円環〉が、電光を放った。熱撃を受けた深蝕が、あえぐように波打ち、うねり、弾はじけ、蒸じよう発はつしていく。黒いマグマが、断だん末まつ魔まに叫さけぶように。

　やがて轟音。周囲に、猛もう速そくの衝しよう撃げき波はが広がる。それは校内で見守る生徒たちにも襲おそいかかった。

「だああっっ！」「きゃああっっ！」

　周囲が一いつ瞬しゆん、土つち煙けむりに覆おおわれ、何も見えなくなる。一分……二分……静せい寂じやくが続く。

　やがて春風が戻もどると、ようやく景色も明らかになった。すでに深蝕は影かげも形もなく、捕とらわれた生徒があちこちに倒たおれている。

　俺は、自動発動した二つの術を閉とじた。小さく安あん堵ど。だが身体からだには、重い虚きよ脱だつ感がのしかかってた。

　──三年ぶりの実戦。

　──やっぱ……鈍にぶってるな。

　いくら呼こ吸きゆうを整えても、疲ひ労ろうが拭ぬぐえない。それほど、久ひさしぶりの戦せん闘とうはこたえた。

　──昔は、こんなに疲つかれなかった。

　──畜ちく生しよう、ブランクさえなければ……

　──もっと強くなってるはずだったのに。

　悔くやんでも、取り返せない三年間。でも少しだけ安心した。俺はまだ、領域士として戦えるらしい。

『異相襲撃危き険けん度どレベルＤに低下』

『西浜学園、第一級戦闘配はい備びを解かい除じよ』

　城じよう壁へきの青い光……《鎮ちん守じゆ》防ぼう御ぎよ術じゆつが失うせていく。要よう塞さいが瞬またたく間に校こう舎しやに戻ると、俺は倒れるクラスメイトを抱だき起こした。

「大だい丈じよう夫ぶか、えーと……上月？」

「ああ……え、宇牙神？　お前が助けてくれたのか？」

「ん……森北さんも大丈夫？」

「あ、ありが……」

「そのまま休んでた方がいいよ」

　やがて小こ松まつと遠藤さんも身を起こし、安堵の息を吐はいた。

「び、びっくりした……死ぬかと思った」

「でも宇牙神くん、やっぱり強いのね……あの深蝕、一人で退たい治じするなんて」

　どう応こたえていいか分からず、俺は視し線せんを逸そらした。

　すると、視界にはユリ。彼女も、救出された生徒に純じゆん白ぱくの術光をかざしてる。第一難なん度どの《霊れい命めい》異相退たい癒ゆ術じゆつ、〈ブエルの淑しとやかな御み手て〉。治癒の統とう帥すいブエルの術を施ほどこされ、生徒が一人、また一人と目を覚ます。

　ユリは、穏おだやかな笑えみを向けた。

「大丈夫、外がい傷しようはないわ。深蝕の影えい響きようも除じよ去きよしたし……しばらくは気分が悪いけど、じきに治るから」

　その姿すがたが、やけに懐なつかしい。昔からユリは治癒術に長たけ、俺もよく怪け我がを癒いやしてもらったもんだ。

　やがて校内救急車のサイレンが近づくと、ユリは、俺に向かって歩み寄よった。

「お疲つかれ様、リョウちゃん」

「ああ、お前もな」

「実戦……三年ぶりよね？」

「…………ん」

「でも、ブランクがあるようには、見えなかったわよ」

　ユリは、手当てを受ける生徒を指した。

「リョウちゃんは、みんなを避よけて術を流し、深蝕だけを焼いた。ミリ単位以下で術を打つ腕うで前まえは、相変わらずね。それに、誰だれかのために命がけになるとこも」

「…………」

「さすが《聖地救主エルサレム・スリム》さん」

　ユリは褒ほめてくれたが、喜ぶ気にはなれない。相変わらずって事は、成長してないって事だ。せめて……




　そう思った時……世界が再ふたたびたわんだ。

　異相の前ぜん兆ちよう。さっきまで猛もう威いを振ふるった深蝕の恐きよう怖ふが甦よみがえる。

「またか！」

　俺は、異い変へんを捉とらえた。校庭の隅すみには、サッカーのゴールポストがたたずんでいる。それが、がぎんっと音を立て、無数の支し柱ちゆうへ分ぶん解かいしたのだ。

　しかも支柱の表面には眼がん球きゆう、臓ぞう物もつ、繊せん毛もう、爪つめと牙きば……あらゆる生物の醜しゆう悪あくな部分が生まれていた。まるで黒い肉の槍やり……変へん貌ぼうした支柱は、俺めがけて急進した。常じよう人じんには認にん識しきできぬほどの猛速度。一直線に飛来する。

　深蝕ではない。それは異相世界の力を帯びた負のエネルギー……

「逃にげろ、みんな！　早く！」

「宇牙神！」「宇牙神くん！」「リョウちゃん！」

　俺は、あらん限かぎりの力を振り絞り、念を紡つむいだ。周囲に、術の光球を意い識しきする。命中までに、迎げい撃げきの術を放てばいい。

　しかし俺の判はん断だんは、疲ひ労ろうによってわずかに遅おくれた。○・○一秒の失しつ態たい。

　──これもブランクか！

　──やっぱり俺は……

　黒い槍は、すでに目前。周囲には、まだユリたちがいる。迎撃する余よ裕ゆうはない。

　──こうなれば、受け止めてやる！

　──失うのは腕か脚あしか……

　──それでも、誰かを失うよりましだ！

　だが覚かく悟ごを決めた時、俺は疾しつ風ぷうを感じた。

　黒い槍と、俺の間に割わって入ったもの……それは一いち陣じんの風めいた、人ひと影かげだったのだ。

　──誰だっ！

　それは壮そう烈れつ。それは無私。

　異相の前に怖おじけもせず立ちはだかり、全身全ぜん霊れいをもって俺の盾たてとなった。制せい服ふくは、西浜学園高校のもの。なびくのは、腰こしまで届とどく長い金きん髪ぱつだ。

　手足には、赤い術光……《苦く行ぎよう》の領域色を、竜りゆうの如ごとく巻まき付かせている。

　驚おどろく俺の前で、金髪は声こわ音ねを放った。

「滅めつせよ、異相」

　言うなり、赤い術光がＹ字に延えん伸しんした。同時に実体化。三つの光線が、長大で幅はば広ひろの刀身と化す。それは三本の大たい剣けんが鐺こじりの部分で接せつ合ごうされた、風車の如き巨きよ大だい武ぶ器きとなった。

　──なんだ、この剣は……

　──あんな武器、どうやって……

　だが俺の目前で、金髪はそれを猛速度で回転させた。Ｙ字に組まれた柄つかを両手で握にぎり、旋せん風ぷうを巻く。巨大な刃やいばを小こ枝えだのように振るう恐おそるべき膂りよ力りよく。

　そして回転する刃は、迫せまる黒こく槍そうを一撃で叩たたき斬きった。炸さく裂れつ、そして轟音。異相の力が跡あと形かたもなく粉ふん砕さいされる。爆ばく風ふうも気にせず、金髪はさらに三本剣を回した。

「このお方は、私が守る」

　金髪の剣は、さらに黒槍を両断した。再び爆風。突とつ風ぷうにあおられた金髪が、陽光にきらめく。さらに右脚を高く掲かかげた。

「誰にも触れさせはしない」

　最後の黒槍は、自らの足で一いつ蹴しゆうした。槍は、校庭の端はしまで吹ふっ飛び、赤い術光に焼き尽つくされる。流れるような動作だった。

　ようやく、俺も理解した。今のは第二難なん度どの《滅めつ殺さつ》格かく闘とう滅めつ虚きよ術じゆつ、〈ヴォラックの呵か責しやくなき拳こぶし〉だ。戦竜の統帥と呼よばれた若わかき領域士が、異相を撃滅するために用いた格闘術……その拳けん撃げきは、俺がよく知る人物が、得意とした術に他ほかならない。

　──まさか、今の術は……

　俺はその人物……いや少女を見つめる。金髪に、春の陽光。長い睫まつげは儚はかなげ。きつく結んだ唇くちびるは、桜さくらの花びらを思わせた。だが少女の視し線せんは、俺に挑いどむかのようであった。

「お怪け我がはございませんか、若さま」

　少女に笑えみはない。思わず、背せ筋すじが凍こおるような気き迫はく。だが金髪の胸むな元もとにあるのは、一年Ａ組の名札じゃないか。

「お前は……」

「はい、宇牙神家に仕える者です。私の名は松まつ下した小こ春はる……」

　少女も、ひたと俺を見み据すえた。

「……若さまの『かしずき』にございます」







　　　【Phase.2　失ったのは笑え顔がおだけじゃない】







　入学三日目。水曜日、早朝。

　俺おれは、学校へ続く坂道を足早に歩いてた。登校する生徒は俺以外になく、道の両側には、青空を覆おおうように桜さくらが咲さき誇ほこってる。満開の光景を独ひとり占じめしたみたいで、なんだか気分がいい……はずだった。

　けど俺は、三日前からの苛いら立だちをとうとう露あらわにした。

「俺はガキじゃないんだ。毎日、登下校に引っつくのは止やめてくれ」

　しばし、静せい寂じやく。やがて桜さくら並なみ木きの背はい後ごから、一人の少女が姿すがたを現あらわした。金髪。隙すきのない立ち姿は凜り々りしく、瞳ひとみは真っ直すぐ俺を見つめてる。桜吹雪ふぶきを背にして、松まつ下した小こ春はるは澄すんだ声を響ひびかせた。

「それが、最初のご命令でしょうか」

　確たしかに、これが初めての会話。俺は、助けてもらった小春と、まだ一度も口をきいていなかった。

　お礼の言葉すらかけないなんて、自分でも酷ひどいと思う。でも、だめなんだ。特に、真っ直ぐな視し線せん。嫌いやでも思い出す……

　俺は、あくまで平静を装よそおった。

「命令じゃないさ。だって俺たち、同級生だろ」

「ですが、そういうお立場です。若さまは」

「その立場って奴やつも、好きじゃない」

　会話を進めるにつれ、俺の胸むねがじくじくと痛いたんだ。

　──こんな会話を昔、していた。

　──あいつも、こんな風に諭さとしてくれた。

　──でもあいつは……

　俺は、思い出を無む理り矢や理り拭ぬぐった。

「かしずきなんて必要ない。俺なら一人で生きてけるよ」

「私は、宇う牙が神じん家統とう帥すいのご命令で、若さまのお傍そばに参ったのです。統帥の帰き還かん命令があるまで、若さまをお守りせねばなりません」

　小春に動どう揺ようはない。手て強ごわいな、これは。

「確かに、入学式の日はかばってもらった。けど、あんな真似まねはもうやめてくれ。お前に死なれたら、俺おれだって困こまるし」

「それは『地じ獄ごくの葛かつ藤とう』に反します」

「なに、それ？」

　小春は、静かに歩み寄よってきた。

「建物の中に大おお勢ぜいの人間がいるとします。そこに爆ばく弾だんが投げ込こまれたら、どうすべきでしょう？」

「みんなで逃にげる」

「逃げる時間はありません。爆弾を放置すれば全員が死にます。しかし誰だれか一人が爆弾の上に身を投げ出せば、他の全員は助かります」

「その一人に……お前がなるのか」

「若さまのお命が助かるなら」

　躊ちゆう躇ちよもなく、小春は断だん言げんした。

「それがかしずきの理り性せい的選せん択たくです。私は、若さまにとって最さい適てきな支し配はい戦せん略りやくを選ぶよう叩たたき込まれてきました。かばうなと言われましても、困ります」

　そう告げる顔は、冷静そのもの。どこが困っているのか、さっぱり分からない。

　俺は、あらためて小春を見つめた。

「訊きいてもいいかな」

「なんなりと」

「士し名めい、教えてくれるか」

　不ぶ躾しつけな質しつ問もんだと思う。領域士名は、その人物の術じゆつ力りよくに直結する場合もある。不用意に名乗れば、自分の力を暴ばく露ろしてしまう。

　けど小春は、素す直なおにうなずいた。

「私は、ゲーム理り論ろんと介罪心理学クリミナル・サイコロジーに基もとづく対異い相そう戦せん略りやくを学びました……《戦略思し考こう》……それが私の領域士名です」

　ゲーム理論？　俺の頭を疑ぎ問もん符ふが埋うめ尽つくす。まさかコンシューマゲームの事じゃないよな。それともチェスや将しよう棋ぎの話？　俺は、胡う散さん臭くささを感じて後ずさった。

「よ、よく分からないけど……とにかくその『地獄の葛藤』はだめだ。もう二度と、俺のために身を捨すてるのはやめてくれ」

「しかしそれでは……」

「頼たのむよ！　じゃあな！　後でクラスで！」

　だが小春は、逃げようとする俺の腕うでをぐいと引っ張ぱった。あ、うそ！　凄すげえ腕わん力りよく！　見れば小春に、俺を放す気配はない。

「若わかさま！　私も領域士名を明かした以上、これからはお傍にてお仕えいたします。当然、登下校もご一いつ緒しよに」

「あのな。仕える俺が迷めい惑わくと思ってるんだぞ」

「その場合、統帥の命令が優ゆう先せんされます」

「お前、俺の士し名めい、知ってる？」

「はい。《独どく断だん戦せん巧こう》にして《聖地救主エルサレム・スリム》さま」

「だから単独行動が好きなの。命令とかルールが嫌きらいなの。分かる？」

「それは若さまのご都合です。統帥のご都合には反します」

「かしずきなんて古いしきたり、俺たち世代が従したがう必要なんてないだろ」

「古くても、良いしきたりなら従うべきかと……私は、若さまをお守りしたいだけなのです」

　小春の視し線せんに、迷まよいはない。その一いち途ずさ、妙みように懐なつかしい。

　──ずっと昔に……

　──同じような覚かく悟ごを受け取った。

　あいつの覚悟は、今も俺の心に澱よどんでる。忘わすれてはならない。でももう二度と受け止めたくない。だけど……




　すると小春が急に向きを変え、歩いてくる人ひと影かげに、姿し勢せいを正す。

「若さま、お下がりください」

「んだよ、急に」

「伊い坐ざ凪なぎ先生が参られました」

　瞬しゆん間かん、背せ筋すじを寒気が襲おそった。

　それは俺たち一年Ａ組の担たん任にん教きよう師しの名。しかもさすがは西にし浜はま九く稜りよう郭かく。生徒も妙なら、先生も尋じん常じようじゃない。その筆ひつ頭とうとも言える女じよ性せいが、ヒールを鳴らして歩いてきた。

「おはよう、宇牙神くん、松下さん。二人ともずいぶん早いのね」

　伊坐凪レイラ先生。取得領域・不明、領域士名・非ひ公開。担当は基き礎そ心身鍛たん錬れん。顔には無ぶ粋すいな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけてるが、先生の全身からは、濃のう厚こうな色っぽさが漂ただよっていた。

　なにしろ、もっちりした胸むな元もとが白いＹシャツを押おし上げ、大きなお尻しりもタイトスカートをぱんぱんに張らせている。腰こしのくびれも申し分ない。

　髪かみは艶つやめくセミロング。眼鏡を外せば美人だと言う生徒もいれば、眼鏡があってこそ美人じゃねぇーかと叫さけぶ奴やつもいた、実じつ際さい。

　だがそれだけなら、普ふ通つうのお色気先生に過すぎない。問題は、伊坐凪先生が常時、黒い術杖スタツフ……つまり術修正補助具ブースターを携たずさえてるって事だ。

　しかも術杖は、無数の女体が絡からみ合った形けい状じようをしており、二メートル近い柄えは、艶なまめかしい胸むねやお尻で象かたどられている。

　不注意な柳やなぎ下した（あ、一年Ａ組の同級生ね）が『先生ー、そんなエロい物、教室に持ち込まないでくださいよー。それともその杖つえのおっぱい、先生がモデルですか？』と口走った直後、脳のう天てんを思いきり術杖でぶん殴なぐられ、失神したのは昨日の事だ。

　そのうえ先生は、硬こう直ちよくする俺たちに向かってこう言い放った。『いたぶり甲が斐いのあるクラスだわ』と。

　先生は、あの時の妖よう艶えんな微び笑しようを俺に向けた。

「宇牙神くん。今、何の話をしていたの？」

「い、いえ、別に！」

「そうなの？　気になるわね。先生にも教えてほしいものだわ」

　伊坐凪先生が、香こう水すいの匂においと共に接せつ近きんする。その姿すがたを間近に見て、俺は硬直した。

　なんと先生のＹシャツは第二ボタンまで開き、柔やわらかそうな胸の谷間がくっきり浮うかんでいるではないか！　しかもシャツから透すけてるのは、ピンク色の……

「な、なんでもありません、先生！」

「どうしたのかしら、赤くなって」

「それは先生の目の錯さつ覚かくです！」

「もしかして松下さんと恋こいの話？　それなら尚なお更さら、聞いてみたいわ」

　よく見れば先生は、術杖と一いつ緒しよに、妙みような雑ざつ誌しを抱かかえてる。その見出しには、『彼を調教する七日間レッスン』『Ｓ女のための嗜し虐ぎやくテクニック』とあった。先生、いったいどんな夜をお過すごしなんですか……

　だが俺の困こん惑わくも気にせず、さらに先生は身体からだを寄よせてきた。

「宇牙神くんて、可愛かわいい顔してるのね。もう誰だれかから告白された？」

「んな事ありません、決して！」

「隠かくさないでいいのよ。背も高いし……ねえ、身長いくつ？」

「たぶん一七四」

「きっとまだ伸のびるわ。ほら、私よりこんなに……」

　先生は、俺の頭上に手を伸ばした。その瞬しゆん間かん、俺の腕うでに何かが当たる。見下ろせば、大きく張はり出した先生の胸！　さらに先生は、甘あまい声を俺の耳に吹ふき込んできた。

「……本当に大きいのね、宇牙神くん」

　先生！　そのセリフは、まずいです！　しかも先生が動くたび、たぷたぷと胸も上下し、俺をこすり上げる。あ、貧ひん血けつ……。

「う……あのっ……先生っ！」

　だがそこで、小春が俺の襟えり首くびをつかみ、強ごう引いんな腕力で、先生から引き剝はがした。

「伊坐凪先生、心配はご無用にございます！」

「あら、どういう意味かしら？」

「若わかさまは、宇牙神家を継つぐ修しゆ行ぎようの身……その間は色いろ恋こいどころか、女によ人にんに触ふれる事すら禁きん止しです。どうか伊坐凪先生も、過か剰じようなふれあいはご遠えん慮りよくださいませ」

　そんな修行、聞いた事もないし、実じつ践せんした奴も知らん！

　だが小春は、鋭するどい眼がん光こうで俺を制せいした。表ひよう情じようは真顔一○○％。冗じよう談だん抜ぬきで、俺から女性を遠ざけるつもりなのだ。恐おそらく、修行に邪じや魔まだと云いうだけで！

　伊坐凪先生は、ふぅんと微び笑しようした。

「さすが宇牙神くんね。その年とし頃ごろなら女の子に興きよう味み津しん々しんなのに、口もきかない覚かく悟ごだなんて……ストイックで素す敵てきよ」

「いや先生、なにも俺はそこまで……」

「そうね、ガマンもほどほどになさい。高校生として恋れん愛あいを楽しむのも大切よ。せっかく……三年間もあるんだから」

　先生は、また妖あやしく微笑し、歩き出す。すると俺と先生の間に、音もなく小春が割わり込んできた。

「お供ともいたします、若さま」

　……正直、どっと疲つかれた。

　だが、これが『かしずき』の位置。守るべき者の前に立ち、邪魔者を退しりぞけ、身を挺ていしてかばう態たい勢せいだ。しかし俺は、もう誰にも自分の前には立って欲ほしくなかった。

　──もう嫌いやなんだよ。

　──誰かの背せ中なかを見るのは。

　俺の苦労も知らず、小春は先に立って歩き始めた。




　そもそも領派クランとは、高位の領域士イグザルタスが統帥を名乗り、弟で子しを集めて一門を成すものだ。

　世界中に無数の領派が存そん在ざいし、日本だけでも一○○○の領派があると聞く。領派は、自らの管かん轄かつ地ち域いきを異相ネガスフイアから守る……言わば、その土地の生ける守しゆ護ご神しんだ。

　俺は、江え戸ど時代から続く領派、宇牙神家に生まれた。何の因いん果がか、跡あと取とりの一人息子むすこ。いや、必ず後こう継けい者しやになれるワケではない。腕うでの立つ弟子が統帥になったり、他家の領域士を婿むこ入いりさせる場合もある。

　とは云え、領派の嫡ちやく子しは概おおむね、後継者候こう補ほ筆ひつ頭とうとして育てられる。そのために嫡子を後見、養育するのが『かしずき』だ。術の指南は勿もち論ろん、生活態たい度どにも目を光らせる……守もり役に近い存在。

　けど普ふ通つうは、子こ供ども時代からつくものだ。一五歳さいにもなって、同い年のかしずきがつくなんて聞いた事がない。

　だがこの事実は、すでに西浜九稜郭にあまねく知れ渡わたっていた……




　学校に近づくと、小春が囁ささやいた。

「若さま、お気をつけください。無数の邪じや念ねんを感じます」

「ああ、見りゃあ分かるよ……」

　俺も、その光景に目眩めまいを覚えた。

　なんと校門では、何百人もの生徒が群むらがり、凄すさまじくもアホらしい術じゆつ合がつ戦せんを繰くり広げていたのだ。

「宇牙神くんが来たぞ！　《霊れい命めい》身しん体たい硬こう化か術じゆつで身み柄がらを確かく保ほしろ！」

「させないわ！　《鎮ちん守じゆ》防ぼう御ぎよ術で宇牙神くんを守るのよ！」

「無む駄だ無駄あ！　《星せい練れん》火か炎えん術で突とつ破ぱじゃあ！」

　俺おれの周囲で無数の術が飛び交かい、激げき突とつし、炸さく裂れつする。まるで現げん実じつの戦場。しかしなんたる領域因子ポテンシアの無駄遣づかい。これで日本が危き機きだなんて、おかしくね？

　だが術合戦を突破して、ずたぼろになった先せん輩ぱいたちが駆かけ寄よってきた。

「ぐ、ぐふっ……おはよう、宇牙神くん。第九情じよう報ほう学がく斗と隊たいの波は留るだ。今日って授じゆ業ぎよう空いてる？」

「空いてるなら、うちに体験入隊したまえ！　私は第一八海上学斗隊の山やま本もと八や十そ八はち！」

「割り込こまないでよ！　ねえ宇牙神くん、私の第八二宣せん撫ぶ学斗隊に来て～。うちの隊、超ちようカワイイ女の子ばっかよ～」

　また、目眩めまい。入学日の戦せん闘とう以来、俺の株かぶはさらに上がったらしい。昨日も一日中、勧かん誘ゆうに追われる始末だった。

　しかもその魔の手は、俺の前を行く小春にも伸のびていたのだ。

「勿もち論ろん、松下さんも一いつ緒しよに来てよね！　君たち二人が入ってくれれば、うちは校内最強の学斗隊になれる！」

「お前んとこが校内最強になれるはずねーだろ、第九二炊すい事じ学斗隊！　松下さん、入るならうちだよ！　俺は、第四四清せい掃そう学斗隊……」

「松下さんみたいな美人に戦闘の後あと片かた付づけやらせるなんてダメえ！　ねえ松下さん、私の第二三広報学斗隊に入って、アイドル領域士として売り出さない？　それとも水着とかってＮＧ？」

　俺はもう呆あきれを通り越こし、感心の域に突とつ入にゆうした。なるほど一口に学斗隊と云っても、いろいろあるんだなー。

　そこへ、一年Ａ組も駆かけつけた。

「いたぞ、宇牙神と松下だ！」

「まずいわ、もう先輩に囲まれてる！」

「おのれ、我わがクラスの至し宝ほうを渡わたしてなるものか！　一年Ａ組、全員、突とつ撃げき！」

　ああ、横よこ田たに白しら石いしさんに[image: 辻]つじ谷たにくん。

　俺のクラスメイトたちも、術合戦に飛び込み、こちらに駆けてくる……けど、だめっぽいな。所しよ詮せん、先輩の術には勝てず、一人、また一人と倒たおれていく。

「うあー、やられたー！」

「立て、小こ松まつ！　宇牙神まであと少しだ！」

「ぼ、僕ぼくにかまわず行ってくれー」

「衛えい生せい修練士！　小松を頼たのむー！」

　……いったい何なんだ、これ。

　だが喧けん噪そうに対し、小春は静かに言い放った。

「皆みな様さま、お鎮しずまりください。私は、どの学斗隊にも入るつもりはございません。私には、かしずきとしてのお役目がございますので」

　一転、場が沈ちん黙もく。数百人が一いつ斉せいに停止し、術合戦も止やんだ。だが周囲のシラケ具合も気にせず、小春は続けた。

「それに若わかさまは、宇牙神流の厳きびしい修しゆ行ぎように専せん念ねんなさるが最さい適てき選せん択たく。余よ技ぎを学ぶより、今の術力を伸ばす方が有ゆう効こうにございます。どうか、お引き取りくださいませ」

　小春のセリフは慇いん懃ぎんだが、有う無むを言わせぬ殺気がこもっている。誰かが俺に指一本でも触ふれれば斬きって捨すてる……そんな雰ふん囲い気きすらあった。

　周囲を圧あつ倒とうすると、小春は俺に振ふり向いた。

「さ、参りましょう、若さま」

　なるほど。小春さえいれば、もう面めん倒どうな勧誘もされずに済すむ。小春の気き迫はくに勝てる奴やつなんていやしない。素す晴ばらしい。見事なかしずきぶりだ。

　……けど、俺は……

「宇牙神くん？」

「若さま？」

　伊坐凪先生が、周囲のみんなが、そして小春が一様に怪け訝げんな声を上げる。でも俺は気にせず、アスファルトに跪ひざまずき、頭を下げた。

「すいません、この通りです」

「何してるの、宇牙神くん？」

「謝あやまってるんですよ、先生……ここにいる全員に」

　俺が言うと、伊坐凪先生はまた微笑ほほえむ。

「理由を聞きたいわね」

「宇牙神家の領域士が、みんなを脅おどしました。宇牙神家の不始末は、俺の不始末ですから」

　小春が、身体を強こわばらせる。しかし俺は、その強ごう情じようそうな顔をねめつけた。

「確たしかに、俺も少し面倒だと思ってた。だけどみんな悪意で勧誘してるんじゃない……それにこんな朝早くから、俺とお前を待っててくれたんだぞ」

「私は……若さまの事をお思いして……」

　かすかに、小春の声が震ふるえている。初めて見る動どう揺よう。なのに小春は、自分の非ひを認みとめなかった。それが俺の苛いら立だちに火を点つけた！

「俺のためにだと……小春……」

「若さま……」

「俺に媚こびるより、友情に報むくいろ！　宇牙神の領域士なら、義ぎ俠きようを忘わすれてはならぬ！　受けた恩おん義ぎを返さぬは、これすなわち外げ道どう！　その掟おきても忘れたなら、貴き様さまに宇牙神家を名乗る資し格かくなどないわ！」

　……なぜか、俺の血は沸わき立っていた。自分でも抑おさえきれぬ思いが、勝手に口からほとばしる。しかも……あれ？……この口調はもしや……

　そして俺の叫さけびを聞いた途と端たん、周囲から盛せい大だいな拍はく手しゆが沸いた。

「おおー、さすが宇牙神家！」

「あれが統帥譲ゆずりの啖たん呵かだぜ！」

「ねえ、今の口調ってやっぱり……」

　いかんいかん！　どうやら今の俺には、絶ぜつ対たいに似にたくない男の生き霊りようが憑ひよう依いしたらしい。それともこれがＤＮＡって奴か！

　しかし俺の叫びを聞いて、伊坐凪先生がぱちぱちと手を叩たたく。

「素す晴ばらしいわ、宇牙神くん。今日の授じゆ業ぎようは全部サボっていいから、みんなの隊に体験入隊してはどうかしら」

「先生、今の発言、やっぱ撤てつ回かい……」

「どうせ修練士用の授業は、あなたには無用。さあ、皆みなさん！　ジャンケンで見学の順番をお決めなさい！」

「いけません、先生！　そのような事をしては……」

「宇牙神くん以外の一年Ａ組は教室へ！　この程てい度どで倒れるなんて情なさけない子たちね。今日の心身鍛たん錬れん授業で、たっぷりお仕置きしてあげるわ……ふふふふふっ」

　先生の含ふくみ笑いと、壮そう大だいなジャンケン大会に俺たちの抵てい抗こうはかき消された。こうして体験入隊が始まったのだが……




「し、死んだ……」

　放課後。俺は、教室の机つくえに突つっ伏ぷした。

　まずいと分かってる缶かんコーヒーを一口飲むと、見かねてユリが近づいてきた。

「リョウちゃん、だいぶお疲つかれね？」

「だいぶどころじゃない……今日だけで、一五の学斗隊に体験入隊したんだぞ。工兵学斗隊では深蝕エロードに壊こわされた街の修しゆう復ふく、空くう挺てい学斗隊ではパラシュート降こう下か訓練、衛えい生せい学斗隊では包帯の巻まき方……」

「あら、結けつ構こうまともな隊に行ったのね」

「それはまだマシな方だ！　広こう報ほう学斗隊ではアイドル領域士のマネージャー、炊すい事じ学斗隊では保ほ育いく園えんの給食作り、宣せん撫ぶ学斗隊では老人ホームを慰い問もんしてお年とし寄よりとカラオケだぞ！　仕事の幅はばが広すぎて、ワケ分かんねーよ」

　でも、おかげで分かった。学斗隊って戦せん闘とうだけじゃなく、地ち域いき社会への貢こう献けん任にん務むも多いんだ。人的資し源げんが枯こ渇かつしてる今、確かに悪くないシステムだ。

　でもユリは、まったく別方向の事実に驚おどろいていた。

「リョウちゃんがお年寄りとカラオケですって！　あの集団行動が大だい嫌きらいなリョウちゃんが？　あの超ちよう自分勝手に生きてたリョウちゃんが？　信じらんない！　五年前なら、とっくに脱だつ走そうしてるわよね」

「脱走どころか、不登校決定だ」

「大人になったのねー、リョウちゃん。案外、楽しかったんじゃないの？」

「いや……なんか俺、堕だ落らくした気がする」

　なにしろ子こ供どもの頃ころから一人で戦う事を叩きこまれたせいか、未いまだに他人と歩調を合わせるのは超苦手。

　──それが婆ばあさんと演えん歌かをデュエット……

　──《独どく断だん戦せん巧こう》の名が泣くぜ……。

　さらに悲しいお知らせがある。明日も明後日あさつても体験入隊の予定はいっぱい……これが毎日続くかと思うとげんなりする。

　……いや、贅ぜい沢たくは言うまい。実は俺以外の一年Ａ組は、もっと酷ひどい有様なのだ。みな床ゆかに倒たおれ、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。いったい伊坐凪先生は、どんな心身鍛錬をしたんだ！

　その累るい々るいと横たわるクラスメイトの中から気弱そうな声が這はい寄ってきた。

「う、宇牙神くん。全部の学斗隊に体験入隊するなんて無理だよ～」

「おお、ミィさん」

　現あらわれたのは、細身の同級生だ。顔も雰ふん囲い気きも優やさしげだが、こいつこそ我わが一年Ａ組の学級委員、片かた岡おか光みつ也や、通つう称しようミィさんだ。

　ちなみに学級委員になった理由は、伊坐凪先生が『あなたが一番従じゆう順じゆんそうね』と宣せん告こくしたから。ご愁しゆう傷しよう様さま……。

　それでもミィさんは、学級委員らしい助言をくれた。

「この西浜学園の生徒数は約七○○名……学斗隊の数は、一○○以上あるんだよ。適てき性せいに合った学斗隊に絞しぼるのが賢けん明めいだって」

「今いま更さら遅おそい忠ちゆう告こくありがとう……で、ミィさんはどこに入るか決めた？」

「うーん……一いち応おう、第一統とう轄かつ学斗隊、希望」

「第一統轄？　そんな隊あるんだ？　勧かん誘ゆうされてねぇな」

　俺は、買ったばかりの携けい帯たいを取り出し、スケジュール画面を開く。するとミィさんが、首を横に振ふった。

「それは仕方ないよ。第一統轄学斗隊は、言うなればこの学校の生徒会だからね。学外から持ち込まれる依い頼らいを管理し、各隊を指し揮きする名めい誉よある隊だし……当然、入隊の門は狭せまく、学業成せい績せき優ゆう秀しゆう者しやしか入れないんだ」

「嫌いやな響ひびきだなー、その隊」

　するとユリが（さすがにこいつは元気だ）悪戯いたずらっぽく笑った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。リョウちゃんは絶ぜつ対たい、第一統轄から勧誘されないから」

「どういう意味だ？」

「だって第一統轄の隊長、聖しよう護ご院いんくんだもの」

「うわ……確たしかにそこだけは勘かん弁べんだな」

　だがミィさんは、人なつっこい顔で笑う。

「ううん、宇牙神くんこそ第一統轄に入るべきだよ。新一年生では、最も期待されてる生徒なんだからさ」

「そうは言っても、隊長が聖護院じゃな」

「え……何か問題があるの？」

「まあ、いろいろ」

「じゃあ、どこの隊に入るつもり？」

「それを考えてんだよ」

　口ではそう言ったものの、やはり俺は、学斗隊に入る気になれない。なんて説明していいか、よく分からないけど。

　すると別の席から、やけに気けだるい声が聞こえてきた。

「聞くだけ無む駄だだぜ、ミィさん。宇牙神の坊ぼつちゃんは、俺たち程てい度どの修練士とは組みたくねえーんだろ」

　俺は、その席に視し線せんを向けた。

　赤く染そめた短たん髪ぱつ。耳にはピアス。服ふく装そう自由な西浜学園とは云いえ、この風ふう貌ぼうは目立つ。椅い子すにもたれた姿すがたも傲ごう岸がん不ふ遜そん。しかもなぜか、剃刀かみそりでぞりぞりと顎あご髭ひげを整えている。

　その剃刀も異い様よう。刃は渡わたり六○センチにも及およぶ、いわゆる戦闘剃刀ウオー・レイザーだ。そんな武ぶ器きを持ち込こもうが、先生が生徒を殴なぐり倒たおそうが、たいして問題にならないのが、この西浜九稜郭である。

　得え物ものを器用に操あやつる同級生、矢や野のエルヒコは、面倒そうに足を伸のばした。

「なあ、宇牙神？　お前、本当は学斗隊なんざバカにしてんだろ。頼たよりにならねえ半人前が何人集まっても仕方ねえってな」

「よしなさいよ、エルヒコくん」

　ユリがたしなめたが、俺おれも反はん論ろんはしない。黙だまるうち、エルヒコが嘆たん息そくした。

「やっぱ図星か。でも上から目線はよくないぜ。そんな目で見られたら、俺たちだっていい気はしない」

　エルヒコは席を立ち、戦闘剃刀をくるくると回した。長身。ガタイもいい。顔には挑ちよう戦せん的な笑えみ。戦いを好む者だけが見せる不ふ敵てきな表ひよう情じよう。伊坐凪先生のお仕置きにもめげないタフな奴やつ……

　だが教室には、妙みような悲鳴が交こう錯さくした。

「やめとけ、エルヒコ！」

「宇牙神くんに喧けん嘩か売るなんて、正気なの！」

「死に急ぐな！　人生は楽しいぞ！」

　……なぜ全員がエルヒコを心配する。

　それでも剃刀持ちは、俺に接せつ近きんした。

「でだ、宇牙神……」

「……あ、ああ」

「お前、俺の学斗隊に入れ」

「はあ？」

　啞あ然ぜんとする俺に、エルヒコが微笑ほほえんだ。

「お前の上から目線は、俺が直してやる。だから俺が立ち上げる新しい学斗隊に、力を貸かせ。どうだ、この五分五分の条じよう件けんは？」

　満面の自信。だがユリも、クラス全員も脱だつ力りよくした。

「どこが五分五分なのよ、もう！」

「領域士の宇牙神くんが、修練士のエルヒコくんの部下になるなんて無理だよー。ギャグにしても寒いと思う」

　ミィさんにまで呆あきれられ、エルヒコも血相を変えた。

「寒い言うな、このドＭ学級委員が！　授じゆ業ぎよう中ちゆう、伊坐凪先生にヒールでいたぶられて、悶もだえてたくせに！」

「ち、違ちがうよぉ……あれは偶ぐう然ぜん、足を踏ふまれただけだってば。それに先生、ちゃんと力を緩ゆるめたり、強めたりしてくれたし……」

「偶然じゃねーだろ、それ！　まさかてめ、先生を女王様とか呼よんでねーだろな？」

「そそそそんな失礼な言い方しないよぉ、レイラ様に」

「もう調教済ずみ!?」

　ミィさんとエルヒコの会話に、みんな腹はらを抱かかえて笑った。それは俺にとっても、久ひさしぶりに楽しい時間だったけど……

「ちょっとリョウちゃん、こんな時ぐらい笑いなさいよー」

　爆ばく笑しようするユリにどつかれ、俺は困こん惑わくした。

「だから笑ってるだろ、さっきから」

「またまたー。今は、キツい顔して深蝕を警けい戒かいしなくてもいいんだってばー」

　──あれ……

　言われて、自分の顔に触ふれてみた。やっぱりだ。楽しいはずなのに、顔が笑ってない。強こわばった頰ほおをひっぱり、俺はため息をついた。どうやら本当に俺……




　校こう舎しやに、西日が射さしていた。俺は校庭に立ち、誰だれもいない夕ゆう映ばえを見つめてる。

　三日前、戦った場所には、封ふう鎖さ線せんテープが張はられていた。この地を管かん轄かつする領派……聖護院家が施ほどこしたものだろう。

　すると背はい後ごに、かすかな気配が近づいた。

「小春か？」

「はい、若わかさま」

　少し距きよ離りを置いて、少女は立っていた。夕ゆう陽ひを浴びた金きん髪ぱつは、きらきらと輝かがやき、繊せん細さいな宝ほう石せき細工のようだ。でも小春は、気まずそうに唇くちびるを嚙かんでいる。

「……今朝は、申し訳わけございませんでした」

「別に、もういいよ」

　俺は、夕陽に目を細めた。

「ただ俺は、他人に迷めい惑わくかけたくないんだ。他人との間に壁かべも作りたくない……でも俺の体験入隊、見守ってただろ」

「はい……陰かげながら」

「そんなに、修しゆ行ぎように専せん念ねんした方がいいと思ってる？」

「…………」

「確たしかに修行は大事だよ。けどこの学校にいるのは、みんな領域士や修練士なんだ。接せつすれば、学べる事もある。それに俺には……いろいろ時間が必要なんだ。俺が学校にいる理由は、それじゃないのか」

　高校なんて、面めん倒どうくさいと思ってた。

　けど三日来て、そうでもないと分かった。

　ここにいて、先生や友達と話してる時、俺は深しん刻こくな悩なやみを忘わすれられる。三年前の事じ件けん……忘れちゃいけないけど、ずっと考えてたら、俺は潰つぶれちまうだろう。

　と、小春の睫まつげが風に揺ゆれた。いつもの殺気は失うせ、表情が憂うれいを帯びる。

「お守りするには、理由がございます」

「え……」

「若わかさまもお気づきのはず。だからこそ、ここにいらしたのではありませんか？」

　思いも寄よらぬ看かん破ぱに、俺は戸と惑まどった。

「もしかしてお前、気づいてたのか」

「はい……若さまは、お命を狙ねらわれておいでです」




　校庭に春風。金髪をなびかす小春を、俺は認みとめるしかない。

「分かってるよ。お前がかばってくれた一いち撃げき……あれ、虚力ネガスペルだもんな」

　それは、異相の魔ま術じゆつ。人類に九領域イグザルト・ナインがあるように、異相次元にも術じゆつ体たい系けいが存そん在ざいする。人類にとっては、悪あしき黒魔術とも呼べる力。

　小春も、小さくうなずいた。
















「虚力は、自じ律りつ行動が不ふ可か能のうです。必ず、それを行使する者が必要です」

「つまり介罪人クリミナルがいると」

　介罪人……人類でありながら、虚力に魅みせられ、異相の手先に堕おちた者。彼らは、儀ぎ式しきによって体内の領域因子をすべて捧ささげ、代わりに虚力を得ている。虚力は、介罪人なしには存在し得ないのだ。

　介罪人の目的は、千差万ばん別べつだ。金が欲ほしい者、誰かを憎にくむ者……そういう輩やからが、虚力に手を出し、己おのれの目的を成し遂とげる。

　俺は、幼おさない頃ころから介罪人と戦ってきた。今までの認定誅殺数キルマークは一○○人以上。当然、恨うらみを買っていてもおかしくはない。

　すると小春は、一歩俺に近づいた。

「介罪人の心理は、混こん沌とんにして邪じや悪あくなものです。しかし目的のためなら、そして自分が勝利するためなら、理り性せい的かつ合理的に行動するでしょう」

「それが、お前の学んだ介罪心理学とゲーム理り論ろん？」

「はい」

「じゃあ、もう少し聞くよ」

　俺が促うながすと、小春は目を伏ふせた。

「ゲーム理論とは、単なるゲームの分ぶん析せきではありません。複ふく数すうの主体が関係する場合の意い志し決定分析……つまり将しよう棋ぎやチェスは勿もち論ろん、スポーツや企き業ぎよう経けい営えい、政せい治じ……人間同士の競きよう合ごうをゲームに見立てて研究する学問です」

「戦争は？」

「当然、含ふくまれます。私たち領域士と、敵てきである介罪人……これが異相戦争ネガテイヴ・ウオーに参加しているゲーム・プレイヤーです。お互たがい生き残るために、あらゆる手しゆ段だんを講こうじて戦います。その行動を、私たちは戦せん略りやくと呼よびます」

「お前は、それを研究してる？」

「はい。介罪人の心理を読み、どんな戦略を打つか予よ測そくし、それに対たい抗こうする最さい適てきな支し配はい戦略を講じる……それが対異相戦略です」

「要は、軍ぐん師しだな。だけど俺だって介罪人と戦う時は、いろいろ考えるぞ。虚力を打たれたら、どんな術で対抗するかとか」

　すると小春は、やや困こまった顔になった。

「それも、最適反はん応のうと呼ばれる戦略のひとつです。相手の手を見た後で、最さい善ぜん手てを打ち返す……言うなれば後出しじゃんけんです」

「お前の思考法とは違ちがうのか」

「私は、相手が出すじゃんけんを予測します」

「どうやって？」

　問われた小春は、少し間を置いた。

「では若さま、ゲームをいたしましょう」

「どんなゲームだよ？」

「一から二○までの数字を、順番にお互い言い合うのです。一度に言える数は、一つか二つ。最後に二○と言った方が勝ちです」

「いいぞ、受けて立つ！」

「では、お先にどうぞ」

　……嫌いやな予感。小春の顔は超ちよう然ぜんとしてる。だがポーカーフェイスだからこそ、ここは誘さそいの手と見た。わざと先手を渡わたして、勝つつもりだな。そんな手に乗るか！

「……いや、小春からでいい」

「それでは私から。一、二」

「うーん……三」

「四、五」

　……二、五と取ったか。さては偶ぐう数すう・奇き数すうの順番か？

「じゃあ、六」

「七、八」

「九……（やっぱり偶数・奇数か？）」

「一○、一一」

「一二？」

「一三、一四」

「一五……（そろそろだぞ、気をつけろ）」

「一六、一七」

「一八……あ、違ちがっっ……！」

「一九、二○。私の勝ちです」

　小春には特別、勝ち誇ほこる素そ振ぶりもない。勝って当然……とも思える表ひよう情じように、俺の機き嫌げんは斜ななめに傾かたむいた。

「だからなに？　このゲームにどんな意味があるんだよ」

「このゲームの必勝法は、まず一七を取る事です。私が一七を取れば、若わかさまは一八か一九しか言えません。従って、二○は私のものです」

「で？」

「同様に一四、一一、八、五、二もキーになる数字です」

「それがなんだ」

「この戦法は、後ろから解といているのです」

　言われて、考えた。俺なりに理り解かいできたのは、五秒後。

「つまり最終的な戦せん略りやくを決めてから、プロセスを逆ぎやく算さんするのか」

「はい。相手の最終目的さえ分かれば、途と中ちゆうで打ってくる手も予よ測そくが立ちます。これがゲーム理り論ろんで多用される思考法です」

　けど俺には、まだうさん臭くさく思える。

「しかし相手は人間だぞ。性せい格かくによるバラつきは、理論だけでは捉とらえきれない」

「左さ様ようです。ですから介罪心理学も必要なのです。相手の心を見み抜ぬかねば勝ちはない」

「なるほど……あ、もしかして『お先にどうぞ』と言ったのは！」

「はい。先ほども申し上げたように、二もキー数字です。それを取れる先せん攻こうは有利。そこで『お先にどうぞ』と申しあげ、若さまの猜さい疑ぎ心しんを促うながしました」

「……俺の性格、疑うたぐり深いと思ってるな」

「申し訳わけございません。ですが予測通り、若さまは私を疑うたがい、先攻を譲ゆずってくださいました。これが私の《戦せん略りやく思し考こう》です」

　……俺おれは、ぽりぽりと額ひたいを搔かいた。

　こんな考え方、俺には無理だ。これで敵てきの戦略が予測できるかも分からない。

　けど小春の言葉には、説得力があった。ドライな分ぶん析せきだけど、だからこそ自分を犠ぎ牲せいにする『地じ獄ごくの葛かつ藤とう』を実じつ践せんできるのかもしれない。

「それで？　最初の襲しゆう撃げきをどう見る？」

「奇き襲しゆう。しかも若さまのご油ゆ断だんが最も大きくなった時に行われました」

「言えてる。俺は帰国して安心してたし、とにかく眠ねむかった。ユリと再さい会かいしたせいで、気持ちも緩ゆるんでたしな」

「問題は、介罪人が若さまの状じよう況きようをつかんでいたと云いう事実です」

「あ……そうか」

「しかも事前に若さまの帰国時期、入学高校まで突つき止めていました。相手は、入念な情じよう報ほう収しゆう集しゆう力りよくと計けい画かく性せいを持っています。そして恐おそらく、今も若さまを監かん視ししているはず」

　確たしかに、事じ件けんを巻まき戻もどして考えれば、うなずける。小春の分ぶん析せきは理路整然としているだけに、反論の余よ地ちもない。

「だったら、相手は次にどう出る？」

「それはまだ思案中です。なにぶん情報が少ないものですから……しかし、あれだけの奇襲を成し遂とげた以上、一度の失敗で諦あきらめるとは思えません」

「だから、俺に引っ付くのか」

「ご納なつ得とく、いただけましたか」

　問われても、すぐに返事はできなかった。

　確かに、敵は周しゆう到とうな準じゆん備びをしてたけど、だからってもう一度襲おそってくるかは未知数だ。俺と小春の術じゆつ力りよくに恐れをなし、計画を中止したかも……

　いや、違ちがうな。敵は、小春のような護ご衛えいがいる事ぐらい予測していただろう。もしそうなら先日の襲撃は小こ手て調しらべで、本ほん格かく的な襲撃はこれから……

　……納得してしまった。

　俺の表情を読み取ったのか、小春も首を縦たてに振ふっている。

　ただ、疑ぎ問もんは尽つきない。いったいどこの誰が、何のために俺の命を狙ねらう？　勿もち論ろん、俺に恨うらみを持つ者は多いし、宇牙神家に敵意を抱いだく者も数知れない。しかも俺の帰国に合わせて、すぐ奇襲をかけるなんて……




　その時、ユリの声が響ひびいた。

「あ、いたいた、リョウちゃん！」

　冷や汗あせが流れ、喉のどが渇かわく。校こう舎しやから駆かけてくるユリに、俺は表情を取り繕つくろった。

「なによ、もう！　黙だまって先に帰るんだからあ！」

「……あ、ああ、悪い」

「今日は一いつ緒しよに帰ろうって言ったのに」

「誰が？」

「私がよ。それに……」

　ユリが説明する前に、ミィさんとエルヒコが急きゆう接せつ近きんしてきた。

「宇牙神くん、僕ぼくと一緒に第一統とう轄かつの面めん接せつを受けようよ。君の実力なら、入隊間違いなしだって」

「てめ、宇牙神を土産みやげに自分も第一統轄に入るつもりか！　そういや、さっき親切にアドバイスしてると思ったぜ！」

「そ、そんなつもりじゃ……僕はただ宇牙神くんと仲良くなりたいだけだよぉ。だって、宇牙神くん、頼たより甲が斐いありそうだし……」

「ドＭのうえにそっち系けい!?　まさかお前らって、もう受けたり、攻せめたり、攻められたりの仲？」

　エルヒコに疑ぎ惑わくの視し線せんを向けられ、俺は激はげしく否ひ定ていを叫さけぶ。

「ふざけんな！　言っとくけど、俺はそっち系じゃないからな！　受けもしないし、攻めもしねーぞ」

「どうだかな！　よくマンガであんだろ。戦場で愛を育はぐくんだ若わかさま領域士と美少年領域士が、最後の決戦前に『俺、前からお前の事……』『僕も若さまが……』的な戦友シチュエーション」

「どんなマンガだ、そりゃあ！　て言うか、気色悪い声で俺を若さまと呼よぶな！　美少年になりきって見つめるな！」

「けどリアルな話……あるんじゃねーの、宇牙神？　一緒に修しゆ行ぎようするオトコ領域士見て、輝かがやく汗あせにドキッとした思い出が！　修行の後で並ならんでシャワー浴びた時、彼の素す肌はだに赤面したあの夏が！」

「ねえよ。思い出も夏もありえねー。て言うか、なぜそんなに詳くわしい？　まさかエルヒコ、お前こそ……！」

「いや、こんな話、ネットに流したら面おも白しれえなーと思ってよ。宇牙神家の跡あと取とり、実は××！　同級生と××××！　こりゃ三日と経たたずに都市伝説化するぜ？」

　俺は、目眩めまいをこらえて、ユリに呻うめいた。

「と、とにかく今日は疲つかれた……真っ直すぐ帰るよ」

「え……本当に帰っちゃうの？」

「明日、また学校でな」

「待ってよ、コーヒーだけでも飲んでこ、ね？」

「いや、俺はコーヒーにはうるさい。適てき当とうな店なら行かない方がマシ」

「リョウちゃんがコーヒー断ことわるなんて！　もしかして熱ある？」

　俺は、あわててユリから離はなれた。《心しん魂こん》の術じゆつを使われれば、動どう揺ようを知られてしまう。取り繕つくろうように、仕方なくうなずいた。

「じ、じゃあちょっとだけ……」

　だがユリが歓かん声せいを上げる一方、小春があわてて耳打ちした。

「若さま、無用な外出はお控ひかえください。あまりに軽けい率そつ、かつ高リスクな行動です」

「それも戦せん略りやく的判はん断だんかよ。でもユリには心配かけたくないしな」

「承しよう知ちしました……では私も、お傍そばにてお守りいたします」

「ちょい待て、お前は来るな。警けい戒かいしてるのがバレちまうだろ」

「あからさまに警戒すれば、相手も容よう易いには近づきません。それが抑よく止し戦略と云いうものです。それに私は、若さまのかしずきでございます」

「俺は、まだ認みとめたワケじゃ……」

　言い合ううち、ユリが振り返った。

「なに話してるのよ、二人ともー。早く行こうってば」

「…………ん、んん」

　俺が曖あい昧まいな返事を返すうち、小春が先に立って歩き始めた。勿もち論ろん、俺の前を。

　その背せ中なかには、まだ納なつ得とくできない。狙われているからこそ、守られたくないのだ。




　西浜駅前は、夕方の活気に満ちていた。

　駅前の巨きよ大だいショッピングモールに買い物客は多く、目め抜ぬき通りにも若い親子連れがあふれてる。

『ラピスラズリ』は、その西浜駅前にある小さなオープンカフェだ。ウッドテラスを備そなえ、明るい店内にはシックな木もく製せいテーブル……それだけなら普ふ通つうのカフェだが、出で迎むかえた女じよ性せいスタッフに、俺はちょっと驚おどろいた。

「いらっしゃいませ。五人さま……え、宇牙神くん？」

「あれ……えーと、確たしか……」

　現あらわれたのは、小こ柄がらで華きや奢しやな少女だ。やけに色白で、栗くり色いろの髪かみがふわりと揺ゆれる。びっくりした顔は、怯おびえた小動物を連想させた。確か同じクラスの……

「こんにちは、森もり北きたさん。駅前でお店やってるって聞いたから、来てみたのよ」

　ユリに言われ、俺もようやく思い出した。

「ああ、そうだよね、森北さん。えーと、森北……」

「も、森北美み空くです」

　かぼそい声。確かに、クラスでも目立たない存そん在ざいだ。おとなしく、控ひかえめで、騒さわいでいるところは見た記き憶おくがない。

　森北さんは、緊きん張ちようした面おも持もちで、俺たちを窓まど際ぎわへ案内してくれた。

　店の奥おくにはガラスで仕切られた焙ばい煎せん室しつがあり、そこでは森北さんによく似にた色白の女性が立ち働いてる。二三、四歳さいぐらいかな。亜あ麻ま色いろの髪を後ろでまとめた都会的な女性だ。おもむろに、エルヒコが食いついた。

「宇牙神……あの人は、お姉さんか？」

「らしいな」

「美人姉し妹まいだな！」

「ま、まあな……」

「いい店だ、ここは」

「ああ、俺もそう思う。だから戦闘剃刀持ち込むのはやめてくれ！　雰ふん囲い気き台無し！」

「宇牙神ともあろう漢オトコが甘あまいな。俺たち使い手は、いつ敵てきに襲おそわれるか分からねーんだぜ。得え物ものを手放せるかよ」

「それも道理だけど、せめてカバンに隠かくせ。他のお客さんがビビるだろ」

「逆ぎやくだ。むしろ安心。西浜学園の制せい服ふく着てりゃあ使い手って分かるし、西浜の住人はとっくに慣なれてるぜ」

「げ、そういうもんか」

　なんて殺さつ伐ばつとした世界になったんだ……と呆あきれつつ、俺はメニューを開いた。

　その瞬しゆん間かん、俺は驚きよう愕がく。この店のストレート・コーヒーは、タンザニアのブラックバーン農園、コロンビアのオズワルド農園と、しっかり生産者まで記き載さいされてる。しかもエチオピアのイル・ガチェフェ村産……ここは深蝕に占せん領りようされて豆も品しな薄うすなのに！　勿もち論ろん、豆は手て摘づみ。ハンドピックにより欠点豆も除じよ去きよされてるじゃないか。

　──なんなんだ、この店は！

　──街の喫きつ茶さ店てんとは思えぬこだわり！

　いやが上にも期待が高まる中、森北さんが遠えん慮りよがちに近づいてきた。

「……弥勒みろく寺じさん、決まった？」

「ええ。私は紅こう茶ちや……レディグレイをホットで。ねえ、ケーキって何がおすすめ？」

「うーん……メープルシフォンケーキとか」

「あ、それ紅茶と合いそう。じゃそれ」

　エルヒコはコーラ、ミィさんはオレンジジュース、小春は抹まつ茶ちやラテを注文。俺は、興こう奮ふんを隠しつつ言った。

「俺、ゴールデンマンデリンもらうよ」

「承しよう知ちしました。それから……この前、助けてくれて、あ、ありが……」

「この前って……ああ、深蝕の事？」

「……うん。私も、助けてもらったから」

「あ、そっか……お店、よく手伝うの？」

「うん。私と姉さんしかいないから……両親は離り婚こんしてて」

「そうなんだ……ごめん、変な事訊きいて」

　森北さんは、少し笑ってくれたが、会話はぎこちなかった。だめだな、俺。対人関係……特に女の子は苦手だ。

　すると焙煎室から、年長の女性も出てきた。

「初めまして……宇牙神リョウトくんと松下小春さん？」

「はい」

「美空の姉の沙さ織おりです。学校での活かつ躍やく、美空から聞いてるわよ」

　沙織さんは、快かい活かつな声を響ひびかせた。化け粧しようっ気はないのに、甘い香かおりが俺をくすぐる。しとやかな、オトナの女性って感じだ。

「それにリョウトくんって、宇牙神家の若わかさまなんですってね。そんな人に来てもらえるなんて、光栄だわ」

「は、はあ」

「あ、ごめんなさい。こんな話、しない方がいいわよね」

　沙織さんがカウンターへ入ると、入れ替かわるように森北さんが注文を運んできた。

　俺は、おごそかにマンデリンの香りを吸すい、一口含ふくむ……その瞬しゆん間かん……

　──来た!!

　濃のう厚こうな味と香りが、頭の方に昇のぼっていく。キレのある苦みに、思わずため息が漏もれた。

「凄すごいな、これ」

　俺の声で、森北さんが振ふり返る。そして赤面。慌あわててトレイで顔を隠し、ぱたぱたとカウンターの奥おくに入る。

　異い変へんを察し、小春が顔を曇くもらせた。

「若さま、そのコーヒーが何か！」

「いや、心配するな。それよりユリ、この店を教えてくれて、さんきゅ」

「そんなに美味おいしいの、ここのコーヒー？」

「ああ。この店で、コーヒー以外を飲んでいるお前たちは、負けと言っても過か言ごんではない」

　みんなの目は、点……まあ気にするな。俺はこんな味に飢うえてたんだ。ああ、何年ぶりだろ……本物のコーヒーを飲むのは……

　すると小春が、俺おれを凝ぎよう視しした。

「若さまはコーヒーがお好きなのですね」

「うん、まあ」

「ミルクとお砂さ糖とうは、如何いかがなさいます？」

「あ、俺、ほとんど入れないから」

「ではお食事の好みは？」

「割わりと和食派はかなあ」

「ではどうしても食べられない物は？　お好みのお風ふ呂ろの温度は？　一番好きな音楽は？　メアドはすぐ交こう換かんする派？　これがないと生きていけないと云いうモノがあれば……」

　唐とう突とつな質しつ問もん攻こう勢せいに、ユリが割って入った。

「ちょっと、小春ちゃん！」

「なんでしょう、ユリさま」

「私にも敬けい語ご？　まあいいけど……そんなにリョウちゃんの事訊いて、どうするの？」

　ユリの口調は少し刺とげ々とげしいが、小春は平然と抹茶ラテをすすってる。

「私は、若さまのかしずきにございます。若さまの事は何でも知らねばなりません」

「それはそうかもだけど」

「たとえば……彼女さまがいらっしゃるかどうかも」

　マンデリン、吹ふいた。

「どうかなさいましたか、若さま」

「どうかするわ！　なんでそんな話まで、お前に報ほう告こくせにゃならんのだ」

「私の戦せん略りやく思考に必要だからです。若さまが誰だれを大切に思われるか、それを知らねば助言ができないのです」

「安心しろ。大切に思う彼女さまなんて、どこにもうぐおわがぎぐげごおおっっ！」

　俺は、一人悶もん絶ぜつ。けどユリは、俺の太ふと腿ももにシャーペンを刺さした素そ振ぶりも見せず、余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

「ふ、ふーん……だけどお風呂の温度なんて関係ないでしょ」

「いいえ。若さまは、西浜駅前にて一人暮ぐらし。近々、お世話に参ります」

「そんなら、まず私が……」

　だがユリが言いかける前に、森北さんが尋たずねてきた。

「駅前ってどこ？」

「ああ、スカイパレス西浜。ここからだと結けつ構こう近いよね」

「う……うん。宇牙神くん、一人暮らし、困こまってるの？」

「いや今んとこ大だい丈じよう夫ぶだけど……なんで？」

「ううん……別に」

　森北さんはまた赤面。どうしてそんなに恥はずかしがるんだろ、と思った時……




「きゃっ！」

　森北さんの悲鳴と共に、カップが床ゆかに落ちる。突とつ如じよとして異音が広がり、森北さんの手を震ふるわせたのだ。

　しかし実じつ際さいには音ではない。この世界と向こう側が繫つながった、悪あしき息づかい。悟さとったユリも、腰こしを浮かせた。

「リョウちゃん、これ……」

　異音はさざ波の如ごとく辺りを吞のみ、ぶぅんぶぅんぶぅんぶぅんと急速に高まっていく。

　俺は、すぐに席を立った。

「森北さん、大丈夫？」

「う……うん」

「これ、五人分のお勘かん定じよう。それと早くシャッター閉しめて。お店から出ないように。エルヒコ、ミィさん……森北さんを頼たのむ」

「え……もしかして今のは……」

「それを確たしかめに行くんだ」

　だが立ち上がる俺より早く、小春が入口に向かっていた。

「私が参ります、若わかさま」

「小春……」

「今一度、立場をお考えください。狙ねらわれている事をお忘わすれなく」

　ささやいて、小春は店内から飛び出した。

　誰かに守ってもらう感覚……いたたまれない。いくらブランクがあるからって、受け入れたくもない。俺は、小春を追った。

「待て、小春！　一人じゃ危き険けんだ！」

　目の前は、夕暮れの西浜駅前。通りを行き交かう人々は、まだ異い変へんに気づいていない。

　だがそれも束つかの間。ぶぅーんと言う異音が最さい高こう潮ちように達し……ばりんっ！　ばりんっ！　ばりんっ！　ばりんっ！　と商店街のショーウィンドウが砕くだけ散った。

「なんだ！」「きゃああっ！」

　破は片へんを浴び、人々が転てん倒とうする。しかしガラスが割われたのではない。勝手に枠わくを脱だつしたのだ。しかも空を横切り、俺と小春を囲う。

　半径約二○メートルの包ほう囲い網もう。ガラス板は、意い志し持つように蠢しゆん動どうする。同時に公共スピーカーが警けい告こくを発した。

『ただ今、西浜本町一丁目にて異相反はん応のうが確かく認にんされました！』

『外出中の市民の皆みなさんは……』

　恐きよう慌こう。買い物客が一いつ斉せいに逃にげ惑まどい、商店は次々にシャッターを下ろす。駅前通りは、すぐに閑かん散さんとなった。

「小春、油ゆ断だんす……！」

　叫さけびかけ……俺は、虚きよ脱だつ感に襲おそわれた。

　膝ひざから力が抜ぬけ、視し界かいが虹にじ色いろに染そまる。同時に吐はき気。貧ひん血けつにも似にた目眩めまいを覚え、俺はアスファルトに這はった。

　──なんだ……いきなり……

　──それに……術じゆつが……

　▼領域因子、活かつ性せい化か不良。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動失敗。起動用領域因子、消失。

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動失敗。起動用領域因子、消失。

　準じゆん備びしたはずの術が、まったく効こう果かを表さない。すると小春が、ガラス板を睨にらんだ。

「あれは、私たちの領域因子を吸きゆう収しゆうしています……くっ……かなり持って行かれます！」

　確かに、体内からずるずると領域因子が漏ろう洩えいしている。そのせいで、自動発動に必要な因子が失われ、術が起動しなかったのだ。

　▼残ざん余よ領域因子三○デシウスに低下。

　▼▼残余領域因子二五デシウスに低下。

　▼▼▼残余領域因子二○デシウスに低下。

　漏もれ続ける術力。その流れを追えば周囲のガラス板に行き着いた。

「これも虚力か！」

　包囲されたまま、小春も拳こぶしを握にぎる。

「このままでは因子が尽つきてしまいます！　私が突とつ破ぱ口こうを開いたら、若さまはお逃にげください！」

　叫んで、小春が跳とんだ。アスファルトを蹴けり、ガラス板めがけ跳ちよう躍やく。その手に赤い術光が閃ひらめき、Ｙ字の三本剣けんが顕けん現げんした。普ふ段だんは領域因子化クローズドされ、体内に収しゆう納のうしている《苦く行ぎよう》領域兵器アームズ……小春は、その名を吼ほえた。

「紅煉獄三叉剣トライブレード！」

　疾しつ風ぷうを巻まき、三つの刃やいばが高速で回転する。

　しかし一いち撃げきが届く寸すん前ぜん、小春の前に新手が実体化した。

「ぐっ……！」

　小春の身体からだが、呆あつ気けなく弾はじき返された。

　次元の裂さけ目から現あらわれたのは、身長約三・五メートルの巨きよ体たい。黒光りする鎧よろいを着き込こんだ中世の騎き士しにも見える。

　しかし兜かぶと状じようの頭部には、無む機き質しつな眼がん光こうが閃ひらめき、右みぎ腕うでには口径五○ミリほどの機き関かん砲ほうを、左腕にはチェーンソーを装そう備びしている。半はん獣じゆう半機の魔ま神じん……

「虚攻体ラガマフイン！」

　虚力によって作られた異相の戦せん鬼き。心を持たぬ異相戦争の主力生体兵器。領域士にとっては、なじみの敵てきだ。小春も、果か敢かんに立ち向かった。

「お逃げください、若さま！」

　紅煉獄三叉剣を回し、虚攻体に接せつ敵てき。迎むかえ撃うつのは、機関砲の咆ほう吼こうだ。ばすんっ！　ばすんっ！　ばすんっ！と、重たい砲撃が小春を襲おそう。

　だが爆ばく発はつはせず、着ちやく弾だんした街がい路ろ樹じゆや自動車が、黒く歪ゆがんで消失した。実体弾ではなく、異相の力を凝ぎよう縮しゆくした虚力弾だ。

　小春は宙ちゆうへ跳び、射しや撃げきを逃のがれた。だが周囲はガラス板に囲われ、逃げ場は少ない。それでも三叉剣を回す小春に、俺も死力を絞しぼった。

　──なにフラついてんだ……

　──小春は、虚攻体を引きつけてる。

　──だったら、俺のやる事は決まってるだろう！

　吼ほえるように立ち、挑いどむように腕うでを伸のばす。

　俺は、ガラス板……すなわち虚力に狙ねらいを絞った。このまま領域因子を吸すわれては、小春だってジリ貧ひんだ。

　──残り領域因子は、一二……

　──頼たのむぞ、〈アイニの貪むさぼる火弾〉！

　放ったのは、直径一メートルの炎えん撃げき。第二難なん度どの《滅めつ殺さつ》遠えん距きよ離り攻こう撃げき術じゆつが、ガラス板めがけ直進した。猛もう然ぜんたる勢いきおいは、火炎の公こう爵しやくと呼よばれた攻撃領域士にふさわしい。
















　だが命中と思われた瞬しゆん間かん……ガラス板が鈍にぶく光った。まるで攻撃を待っていたかのような狡こう猾かつさ。すると〈アイニの貪る火弾〉が急転、俺めがけて戻もどってきたではないか。

「そんな手を……！」

　俺は、通りの反対側へ跳とんだ。さっきまで立っていた場所に、〈アイニの貪る火弾〉が着弾。灼しやく熱ねつと爆風にあおられ、俺はアスファルトに叩たたきつけられた。

「若さまっ！」

　振ふり向いた小春へ、虚攻体がチェーンソーを振り下ろす。寸前で回かい避ひ。猛速度で回転する刃やいばが、電柱をぶった斬ぎる。

　俺は身を起こし、鋭するどく叫んだ。

「こっちは気にするな！　虚力の方は、何とかする！」

「ですが、若さま……」

「逃げろなんて、二度と言うな！」

　しかし〈アイニの貪る火弾〉を無む駄だ撃うちしたため、残余領域因子は一○デシウス……いや、もう七デシウスに落ちている。強力な術を撃てる余力はない。あの虚力が健けん在ざいな限かぎり、長引けば長引くほど、こちらが不利だ。

　だがその時、『ラピスラズリ』からユリが飛び出してきた。

「援えん護ごするわ、リョウちゃん！」

　ユリは、指先に《霊れい命めい》の白い術光をまとわせていた。放ったのは、第二難度の遠えん隔かく単体回かい復ふく術じゆつ〈ムルムールの惜おしみなき助力〉。飛ひ翔しようした光が、ガラス板を飛び越こえ、俺を打つ。瞬間、ユリのぬくもりが伝わった。

　──感かん謝しや……ユリっ！

　膂りよ力りよくが満ち、目眩めまいが雲む散さん。同時に、領域因子が二○デシウスまで復ふつ活かつした。蘇そ生せいの公爵と呼ばれた医い療りよう領域士ムルムールの術が、ユリの領域因子を俺へ運んだのだ。

　回復した俺は、包ほう囲い網もうを睨にらんだ。

　──今度こそ、虚力を破やぶる！

　──だが遠隔攻撃は、反射される……

　──だったら直接、ぶっ叩けばいい！

　意い識しきを集中し、俺は術を発動した。重々しい軋あつ轢れき音おん。俺の右腕から、黒い術光がうねうねと伸びる。現れたのは、十数メートルもの術光の鎖くさり……第三難度の《滅めつ殺さつ》遠距離打撃術〈グラシアの憎にくまれし鉄てつ鎖さ〉だ。

　だがそれだけではない。殺さつ戮りくの王と称しようされた絶ぜつ滅めつ戦せん闘とう領域士グラシアの用いた術に、俺は術修正ブーストをかけた。

　▼術分ぶん岐き！

　▼術分岐！

　▼術分岐！

　▼さらに威い力りよく強化！

〈グラシアの憎まれし鉄鎖〉はたっぷりと領域因子を与あたえられ、歓かん喜きに震ふるえた。そしてびくんっ！　と脈動するや、瞬しゆん時じにして無数に分岐した。

「小春、頭、下げろっ！」

　応おうじて小春が身を伏ふせると、俺は黒い鎖の束を頭上で一いつ閃せんした。

〈グラシアの憎まれし鉄鎖〉は、金きん髪ぱつをかすめ、ガラス板に襲いかかる。直ちよく接せつ打だ撃げきを反はん射しやできず、虚力は次々に砕くだけ散った。わずかひと振り……包囲網が破れた！

「リョウちゃん……凄すごいっ……」

　ユリは感かん嘆たんするが、俺の身体からだには、重苦しい疲ひ労ろうがのしかかっていた。〈グラシアの憎まれし鉄鎖〉には、三重の術分岐と威力強化をかけたため、計七難度扱あつかい……俺が扱える術の上じよう限げんぎりぎりだ。

　──少し、やり過すぎた。

　──しかし領域因子は安定してる。もう漏ろう洩えいはない。

　──ここから反撃だ！

　一ひと呼こ吸きゆう置き、俺は、新たな術に手を伸ばす。

　だがそこへ、小春の叫きよう喚かんが飛んできた。

「お下がりください、若わかさま！」

　顔を上げると、いつの間にか虚攻体が迫せまっていた。チェーンソーをうならせ、俺に突とつ進しんしてくる。そこへ、小春が割わって入った。

「虚攻、退たい散さん！」

　小春は、紅煉獄三叉剣で斬きりつけた。一いち撃げきは、チェーンソーの根本を断たち、左ひだり腕うでを切せつ断だん。地面に落ちたチェーンソーが爆ばく発はつし、跡あと形かたもなく消え去る。

　だが虚攻体は、小春めがけ右腕の機き関かん砲ほうを叩たたきつけた。巨きよ体たいに似に合あわぬ機き敏びんな反撃。小春も、これは避よけられなかった。

「がっ……！」

　短い苦く悶もん。俺の目前から、小春が消えた。と思った次の瞬しゆん間かん、コンビニエンスストアの看かん板ばんが全ぜん壊かいする。吹ふき飛ばされた小春が、背せ中なかから突つっ込んだのだ。

「小春！」

　金髪が、路面にはね返され、バウンドする。しぶくのは鮮せん血けつ。血にまみれ、少女は大地に伏した。悲鳴を上げるどころか、微び動どうだにしない。その刹せつ那な、何百もの場面が、俺の脳のう裏りにフラッシュバックした。




　……初めまして、若さま。私があなたの……

　……その程てい度どの腕うでで領域士を名乗るおつもりですか？

　……ご無事で何よりです、若さま。




　心の中で、十二年が流れた。

　もう二度と聞けない声。もう二度と会えない姿すがた。俺は、その歳さい月げつが十二年で途と切ぎれた事を悔くやみ、憤いきどおった。

　そして同じ光景が、また繰くり返された。しかも同じ立場の人間によって……祈いのるように、俺は叫さけんでいた。

「やめてくれって言っただろ！」

　目前の虚攻体めがけ、俺は残り少ない領域因子をかき集めた。

　だが術じゆつを放つ寸すん前ぜん、虚攻体が青い光に囲まれた。

「…………！」

　発光は立方体と化し、虚攻体を包囲した。青い術光は《鎮ちん守じゆ》。第三難なん度どの個こ体たい捕ほ縛ばく術じゆつ〈マルバスの断だん罪ざいせし監かん獄ごく〉が、うねる電撃を放つ。捕とらわれた虚攻体は抵てい抗こうすらできず、微み塵じんに爆ばく砕さいする。だが爆風も、立方体に閉とじこめられていた。

　役目を終えた〈マルバスの断罪せし監獄〉が失うせ、駅前通りに静せい寂じやくが戻もどる。唯ゆい一いつ、ユリの悲鳴だけが耳に届とどいた。

「小春ちゃん！」

　倒たおれる金きん髪ぱつに、俺も駆かけ寄よろうとする。しかし俺の肩かたには、誰だれかの掌てが乗っていた。

「久ひさしぶりだな、リョウト。だがここは私の街だ。私が戦い、私が守る」

「お前は……」

　俺が振ふり向くと、声の主は乾かわいた嘲あざけりをぶつけてきた。

「それより……また、お前のかしずきが死んだぞ。省かえりみるのだな……度どし難がたい、己おのれの未み熟じゆくさを」







　　　【Phase.3　かしずく者、かしずかれる者】







　スカイパレス西にし浜はま二七七号室。

　それが俺おれが借りてる賃ちん貸たいマンションだ。四ＬＤＫのリビングには、実家から取り寄せた私し物ぶつと、新しく買い揃そろえた生活品が、梱こん包ぽうされたまま積まれてる。

　窓そう外がいには西浜の夜景……だが眼がん下かの駅前には、救急車やパトカーが行き交かい、虚攻体ラガマフインの事後処しよ理りにあたっていた。夜九時になっても、喧けん噪そうは治まっていない。

　俺はサイレンの音を聞きながら、小こ春はるの寝ね顔がおをずっと見ていた。

　──目を覚ませよ、小春。

　──でなきゃ、礼も言えないじゃないか。

　小春は、意い識しきを失ったままだった。俺のダブルベッドで眠ねむる表ひよう情じようは安らかだが、正直気が気じゃない。まして俺を守って倒れたのだ。自分の至いたらなさが……

　だが焦しよう燥そうを見み抜ぬいたように、ユリがささやいた。

「リョウちゃん、そんなに心配しないで……私も、できる限かぎりの治ち癒ゆ術じゆつは施ほどこしたから」

「……あ、ああ」

「後は、小春ちゃんの回かい復ふく力りよく次し第だいよ。治癒術が効きけば、意識も戻もどるはず」

　俺は、その言葉を信じた。不安は消えないけど、今は祈いのるしかない。

「悪いな、ユリ……こんな時間まで」

「いいのよ、小春ちゃんのためだもの」

「家、連れん絡らくしたか？」

「うん、携けい帯たいでさっき……遅おそくなるようだったら、タクシー使ってきなさいって」

「そうか……だけど甘あまえついでに、もう少し小春についててやってくれないか」

「いいけど……リョウちゃんはどうするの？」

「行かなきゃならない場所がある」

「小春ちゃんが起きたら、どう説明すればいいのよ」

「小一時間で帰ると言っといてくれ」

　俺は、制せい服ふくのジャケットに袖そでを通した。

「俺には、お前みたいに治癒術は使えない。小春の傍そばにいても、何もしてやれないよ。けど……宇う牙が神じん家嫡ちやく子しの役目は果たさないと」

「リョウちゃん……」

　俺は自室を出て、街へと踏ふみ出した。東から吹ふく海風に向かうように。

　西浜海かい浜ひん公園は、南北三キロに及およぶ砂すな浜はまだ。西浜駅から徒歩一五分。週末には、たくさんの家族連れでにぎわうと聞く。

　しかし公園に入ると、周囲に無数の気配を感じた。明らかに俺を監かん視しする視し線せん。だがそれを無視して浜辺に向かうと、すでにその男が立っていた。

　そいつも、西浜学園の制服。背せは俺より高く、筋きん肉にく質しつ。昔よりずっと逞たくましい。でも冷たい横顔は、子こ供どもの頃ころと変わらなかった。

「悪い、遅くなった」

　声をかけると、ギリシアの彫ちよう像ぞうめいた顔立ちが振り返った。海風になびく灰はい色いろの髪かみを梳すき、大人びた声を響ひびかせる。

「かまわん。あのかしずきに付き添そっていたのだろう？」

「ああ……正式には、かしずきじゃないが」

「意外だな。《独どく断だん戦せん巧こう》と呼ばれたお前が、再ふたたびかしずきを持つなど……で、助かったのか？」

「ユリのおかげでどうにか」

　あらためて俺は、久しぶりに会う旧知の顔を見つめた。

　聖しよう護ご院いんアッシュ。その髪から採とられた領域士し名めいは、《灰かい燼じん守しゆ護ご》。第一統とう轄かつ学がく斗と隊たい隊長。この西浜市と周辺町村とを管轄する領派クラン、聖護院家の嫡ちやく子しだ。宇牙神家と聖護院家の管轄地は隣りん接せつしているため、幼おさない頃から面めん識しきはある。だが昔なじみの感かん慨がいもなく、アッシュは短く嘆たん息そくした。

「それにしても手こずったものだな。リョウト、許容度スロツトはいくつになった？」

「七だよ。領域因子容量ポテンシヤルは三二」

「私は、一二だ。領域因子容量は五八……付け加えるなら、《鎮ちん守じゆ》も《神しん智ち》も基本第六難度まで取得したよ」

「……許容度一二か」

　感嘆しつつ、俺はアッシュを見た。

　いくら同じ領域士イグザルタスとは言え、自分の力量は公言しないのが普ふ通つうだ。口にするのは、気を許ゆるした仲間か、よほど自じ己こ顕けん示じ欲よくが強いか……アッシュの場合、どっちだろう。

　それでも助けてもらった相手である。俺も礼れい儀ぎとして、告白した。

「俺は、《滅めつ殺さつ》を基本第三難度まで、《苦く行ぎよう》は基本第一難度だけだ」

「第一難度？　冗じよう談だんか、それは。修練士デイサイプルとたいして変わらぬではないか」

「し、仕方ないだろ」

「呆あきれたな。その程てい度どの腕うでで深蝕エロードと戦い、虚攻体に立ち向かうとは」

　言われて、俺は背せ筋すじを正した。

「聖護院の管轄で勝手に戦った事は、詫わびる。けど緊きん急きゆう事じ態たいだ、許してくれ」

「気にするな。あの程度の敵てき、横取りされて騒さわぐほど、聖護院は窮きゆうしてはおらん」

　確たしかに、アッシュの家は裕ゆう福ふくだ。聖護院家は代々《鎮ちん守じゆ》の術じゆつに長たけ、対異い相そう防ぼう御ぎよ・感知システムの開発に成功している。それを以もつて、総そう合ごう警けい備び業ぎようを展てん開かいし、対異相防具の売り上げも得ている。

　無む論ろん、それらは副業だし、主な収しゆう入にゆう源げんは虚攻体や深蝕退治の政せい府ふ報ほう奨しよう金きんだ。抱かかえる領域士は一○○人以上、一いつ般ぱん社員は一万人以上という大所帯の現げん代だい的領派……

　その御おん曹ぞう司し、アッシュは声を低めた。

「リョウト……お前は、狙ねらわれている。それが分からぬほど無む能のうでもあるまい」

「一いち応おう」

「それに単たん独どく犯はんとは思うまいな」

「なら複ふく数すう犯はんだって言うのか？」

「当然だ。宇牙神の跡あと継つぎを狙うなど、大だい規き模ぼな罪閥シンジケートの仕し業わざに決まっているだろう」

　領域士が領派を成すように、ほとんどの介罪人クリミナルが組そ織しき化かされている。罪閥と呼よばれるそれは、人類社会に浸しん透とうし、異相侵しん略りやくの手助けをしているのだ。無論、有能な領域士を暗殺する事も、任にん務むのひとつだ。

　特に宇牙神家は、日本有数の領派だ。俺も親父おやじも、幾いく多たの介罪人を誅ちゆう殺さつし、無数の罪閥を撃げき滅めつしてきた。

　そんな宇牙神家に対して、報ほう復ふくを誓ちかう罪閥なら幾いくらでもいるだろう。まして俺は、統とう帥すいの息子むすこ。しかも三年間のブランクがある。与くみし易やすしと思われても、仕方ない標的だ。

　──介罪人にとって俺は……

　──出所を待ち望んでた賞金首だろうな。

　俺がため息をこぼすと、アッシュも冷れい徹てつな声こわ音ねを発した。

「この事じ件けんは、聖護院が誅殺を行う」

「俺に手を出すなと？」

「手を出す権けん利りもないし、力量もない。今日とて私がいなければ、殺されていただろう……それにだ」

　唐とう突とつに、アッシュの声が強まった。

「おかしいとは思わんか、リョウト？」

「なにをだ？」

「とぼけるな。お前が日本に帰国して、まだ数日だぞ。いくらお前が領派の跡継ぎとは云いえ、こんなに早く襲おそわれるには、何か別の理由があるはずだ」

　じりっと、アッシュのつま先が鳴った。

「リョウト……この三年間、どこにいた？」

「……病院」

「それを信じる私だと思うか。おおかた戦せん崎ざきあたりが流した欺ぎ瞞まん情じよう報ほう……私は、そう見み抜ぬいている。しかし実じつ際さい、お前がどこにいたかは、我わが聖護院家の情報網もうを使っても、まったく解かい明めいできなかった。なぜだ？」

　──調べてたのか、お前も。

　──俺に、何があったかを。

　俺は一いつ瞬しゆん、言葉を詰つまらせた。

　無論、三年前の事件は九軍帥ストラテゴ・ナインによって隠いん滅めつされてる。いくらアッシュの領派が大規模でも、真実にたどり着けるはずがない。

　そして当然、俺も口外する事を厳げん禁きんされていた。いくら記き憶おくが無くても、『記憶を失った』と告白するだけで、俺自身まで消されてしまうかもしれない。

　けど言い淀よどんだ理由は、怖こわいからじゃない。真実を告げれば、アッシュも巻まき込こんでしまう……そんな予感がしたのだ。

　俺は、いつもの俺を装よそおった。

「そりゃあ聖護院家の連中が頼たよりないからじゃねえか。副業に精せい出しすぎて、本業の腕うで前まえが落ちたんだろ。うちの親父も、あれは良くないって言ってたぜ」

「あくまで白しらを切る気か。ならばリョウト、三年前、何があったか教えてもらおうか」

　アッシュが、また一歩近づいた。

「お前は、異相と戦って重じゆう傷しようを負ったと聞く。しかしいったい何者と戦ったのだ？　世界中のあらゆる異相事件ネガクライムを集めた領域公文書館アーカイヴにも、お前が負傷した時の事件記録は残っていないではないか」

「そんな事もあるんだろ」

「ふざけるな。有史以来、人類が戦ったすべての異相事件が保ほ存ぞんされているのだぞ。登録の不ふ備びは考えられず、抹まつ消しようも不ふ可か能のうだ。だが……お前のかしずきの死……それだけは記録されている」

　思わず、俺の顔が強こわばる。

　アッシュも、さらに間合いを詰めた。

「だがそれも、忌き日にちが記されているだけだ。どこで、何者と戦い、どうやって死んだのか……一いつ切さい、分からない。お前たちの記録を調べたら、誰だれだって不ふ審しんに思うはずだ。何か裏うらがあると」

　アッシュは、躊ちゆう躇ちよもなく俺の心に斬きり込んできた。こいつなりに、三年間いろいろ動いたんだろう。

　それでも俺は、アッシュの問いをはぐらかすしかなかった。

「俺は、三年間、病院にいた。その言葉を信じてくれないお前に、何を言っても無む駄だな気がするよ」

「リョウト、お前……」

「とにかく、狙ねらわれてるのは俺だ。俺が誅殺する。相手が罪閥だろうとかまわない。たとえ三年のブランクがあっても……俺は、一いつ騎き当千を目指して育てられたんだ。必ず、勝ってみせるさ」

　噓うそと本音を交えて、俺はアッシュを見た。

　灰はい色いろの髪かみの昔なじみは、憮ぶ然ぜんとしながらも、いったん怒ど気きを抑おさえた。

「少数精せい鋭えい主しゆ義ぎの宇牙神家らしい物言いだな。だが罪閥が動いているなら、お前一人では手に負えまい。それだけは言っておくぞ」

　言い捨すてて、アッシュはその場を立ち去った。周囲の気配も引き潮しおの如ごとく消失する。

　俺は、真っ暗な海面を見み据すえ、疲つかれた息を吐はいた。

　──諦あきらめないだろうな、あいつ。

　──でも言えやしない。

　──俺だって、何があったか分からないんだから。

　アッシュの熱意が、心苦しい。

　けど、打ち明ける事はできない。

　贖あがないに苦しむのは、俺一人で十分だ。




　俺がマンションに戻もどると、室内はやけに静かだった。

　ソファを見れば、ユリがすやすや眠ねむってる。梱こん包ぽうの中から見つけたのか、俺の毛もう布ふにくるまってた。

「おい、ユリ、お前……」

　ふと、俺はダイニングテーブルにメモを見つけた。勿もち論ろん、ユリの筆ひつ跡せき。

『今夜は疲れたからここに泊とまります。うちには連れん絡らくしたので大だい丈じよう夫ぶ。明日の木曜日は学校休みます。ユリ』

「な、なにが大丈夫なんだよ」

　まずいだろ。いくら幼おさななじみとは言え、部屋に泊めるなんて……

　でも仕方ない。ユリは、小春の看かん病びようで領域因子ポテンシアを使い果たし、疲れたんだろう。そう思うと、起こす気にはなれなかった。

　俺おれは、静かに寝しん室しつに向かった。ドアを開けると、小春はまだ眠ったままだ。その寝ね顔がおに、いつもの強ごう情じようさは無い。むしろ普ふ段だんより可か憐れんに見えた。

　──笑ったら、可愛かわいいかもしれない。

　──あ、いや、なに考えてんだ、俺……

　──こんな時だってのに……

　よく見れば、小春は額ひたいに汗あせを搔かいてる。熱かと思い、俺は濡ぬれタオルでそっと顔を拭ふいてやった。その時、不意に小春が寝返りを打った。

「……ん……んん……」

「小春、目が覚めたか？」

　訊きいても、返事はない。その代わり、小春はいきなりシーツを蹴けっ飛ばし、寝ね姿すがたを露あらわにした。瞬しゆん間かん……

　──ま、まずいいいっっ！

　なんと小春は、下着だけで眠っていたのだ。真っ白い肢し体たいに、上下とも白の……いや、一瞬しか見てないぞ！　本当に！

　──ええい、ユリの奴やつ！

　──寝間着くらい着せとけよ！

　しかし急に運び込んだ小春に、着せる服など無かったのだろう。俺は顔だけ逸そらし、シーツをかけようとした。

　──と、とにかく早く隠かくさねば……

　──これでは目の保ほ養よう……いや目の毒だ！

　俺は、そーっとシーツを引き上げる。しかしその腕うでを、小春が急に握にぎりしめたではないか！

　──え……！

　突とつ然ぜん、俺はベッドに引きずり込まれた。小春の怪かい力りきに、俺はまったく抵てい抗こうできず（これも本当！）、腕の中にぎゅうっ！　と抱だきしめられたのだ。

　──こ、これはいったい……

　もがく俺を、小春の甘あまい香かおりが包む。しかも俺の顔は、小春の柔やわらかな胸むねに押おしつけられたのだ。

　──こいつ……！

　──着やせするタイプだったとは！

　いくら下着越ごしとは言え、その大きさは如によ実じつに伝わる。一五歳さいにしては、かなり……

　だが小春の抱ほう擁ようが、急に強まった。いや抱擁と云いうより、強きよう烈れつな絞こう首しゆ。

　──ぐ、ぐるじだずげでくでっ！

　──ギヴギヴギヴギヴギヴギヴギヴ！

　小春の腕が、ぎりぎり俺を締しめ上げる。明らかな殺意を込め、小春は寝言を口走った。

「……おのれ、虚攻体……逃にがすものか！」

　──な、なんだ、寝ぼけてるのか。

　──焦あせらせやがって……いや、だとしてもこの態たい勢せいはまずいぞ！

　ここで小春が目を覚ましたら、なんと言われるだろう。

　想定一・拒きよ絶ぜつ。『意い識しきのない私を襲おそうとは、なんと破は廉れん恥ちな！　いくら若わかさまとて許ゆるせませぬ！　今すぐ死んで詫わびていただきます、お覚かく悟ごを！』

　想定二・拒絶から承しよう諾だく。『いけません、私は若さまのかしずき……それにまだ高校一年生……ああ、ですが……今こ宵よいの事は、どうかご内ない密みつに……』

　想定三・承諾。『お静かに……隣となりの部屋のユリさまに聞こえぬように……』

　うーん、俺的には想定二かな……なんて妄もう想そうふくらましてる場合ではない！　それこそユリに見られたら最悪。
















　俺は、必死に小春の腕をほどき、胸の谷間から脱だつ出しゆつした。ようやく小春をシーツで覆おおい、汗あせを拭ぬぐう。ああ、しんど……戦せん闘とうの方がよっぽど楽だよ。

　だがそんな苦労も知らずに、小春はまた寝言をつぶやいていた。

「……若さま……ご無事で何よりです……」

　──なに言ってんだ。

　──無事だったのは、お前なんだぞ。

　思いながら俺は、また小春を見つめる。

　かしずきが傍そばにいるのは、やっぱり嫌いやだ。だけどそのかしずきが、自分のために死ぬのはもっと嫌だった。

　──なぜ、俺なんかを守った。

　──お前を拒絶する俺を……

　──それに俺なんて……

　俺は、そっと寝室を出た。誰もいない別室に入り、静かに身を横たえる。少し寒いが、かまわない。今夜は小春の事がちらついて、きっと眠れないだろう。

　それでもいつの間にか、俺は眠りに落ちていた……




　びっしりと人が行き交かう交差点。あの日、あの街が家族連れで賑にぎわってた事だけは覚えている。

　俺は、交差点の真ん中でふと立ち止まり……二秒が経けい過かした。

　その二秒に何が起きたか、俺には分からない。それを覚えている者、見た者は誰もいない。世界から失われた二秒。

　気がつけば、俺の腕の中には彼がいたのだ。

「アクスフォード！」

　俺は、彼を抱きかかえる。しかし彼の右腕は、もうなかった。左目も失い、全身から流れるのは、真っ赤な血ち潮しお。

「アクスフォード、しっかりしてよ！　死なないでってば！」

　泣き叫さけんでも、きっと結果は同じだ。なぜならアクスフォードは、あの時に死んだのだから。……あれ。だったら俺が抱いてるのは、誰なんだろう。

　疑ぎ問もんに思った時、ようやく返事が聞こえてきた。低く漏もれる英国英語クイーンズ・イングリツシユが。

「無理です。私はもう助かりません……ですが、若さまをお守りして果てるは我わが本ほん懐かい」

「死に方に勿もつ体たいつけるな！」

「そうですね……ある人が言いました。どんな風に死ぬかではなく、どんな風に生きるかが問題だと」

「ある人って誰……」

「サミュエル・バトラー……一九世紀イギリスの作家です。疑ぎ似じ英えい雄ゆう詩しなるジャンルで活かつ躍やくした人物ですが、まあそれは宜よろしい。私はバトラーの言葉を否ひ定ていしたいのです」

　彼は、不ふ敵てきな笑えみを漏らした。

「どんな風に死ぬかも問題ですよ。我われら領域士にとっては」

「知らないよ、そんな作家……」

「本をお読みください、若さま。他人の考えを知れば、心の視し野やが広がります。ただし間ま違ちがった言葉は、鵜う吞のみになさいませぬよう」

　鮮せん血けつを垂たらす彼に、俺は困こん惑わくした。

「僕ぼく、本はあまり読まないんだ……」

「でしたら習しゆう慣かんづける事です。習慣は第二の天てん性せいとなり、天性に一○倍する力を有するとも申しますから」

「それ、誰の言葉？」

「さて、誰でしたかな」

　彼はそれだけ告げて、くたっと倒たおれた。血にまみれた身体からだは折れ曲がり、もう人間にすら見えない。

　だが俺は、彼を激はげしく揺ゆすぶった。

「教えないまま死ぬなよ、アクスフォード！　ねえ、アクスフォードってば！」

　永えい遠えんなる無む反はん応のう。あきらめた俺の掌てのひらに、べっとり彼の血がこびりついていた。

　拭おうとする。だが取れない。

　拭おうとする。だが取れない。

　拭おうとする。だが取れない。

　たまらない嫌けん悪おに襲おそわれ、俺は天を仰あおいだ。

　あの日、道どう玄げん坂ざかの一○九は、いつものように俺を見下ろしてた。

　誰か教えてくれ。あの時、何が起きたんだ。

　そして俺は……




　飛び起きた。窓まどからは、朝日。時計は午前九時。俺は、額ひたいの汗を拭った。

　──なんだってこんな時に……

　特別な夢ゆめじゃない。この三年間、何度も見た過か去こ。忘わすれるはずもない惜せき別べつ。これからも見続ける罪ざい業ごう。

　俺は、顔を洗あらおうと部屋を出る。その途と端たん、リビングから小春が現あらわれた。

「おはようございます、若わかさま。昨日は……申し訳わけございませんでした」

「小春……！」

「若さまをお守りするはずが、力不足にてお役目を果たせませんでした。そのうえ若さまの寝しん室しつに泊とめていただき……」

「ちょ、ちょっと待て」

　一方的に謝あやまられ、俺は戸と惑まどった。

「お前、もう傷の具合はいいのか？」

「はい、まだ少し……ユリさまの治ち癒ゆ術じゆつが効きいてはおりますが」

　小春は、きつく唇くちびるを嚙かんでいる。俺もどう声をかければいいのか……

「昨日はよく眠ねむれたか？」

「はい、おかげさまでぐっすりと」

「変な夢は見なかったか……例えばそのお……虚攻体に襲われるとか？」

「いいえ、まったく」

「ならいい……ちゃんと朝飯、食えよ」

　言うと、キッチンからエプロン姿すがたのユリも出てきた。

「任まかせてよ、リョウちゃん。もう朝食も出来てるんだから」

「あ、悪いな」

「気にしないで。それよりリョウちゃん、ずいぶん汗あせ搔かいたのね。シャワー使ったら」

「ん。そうするかな」

　一いつ瞬しゆん、小春が心配そうな目を向ける。

　俺おれは逃のがれるように、脱だつ衣い所じよに飛び込んだ。熱いシャワーを浴びると、昨日の戦いで得た傷きずも痛いたみだす。しかし現げん実じつの裂れつ傷しようより、今は……




　朝食を見て、俺は驚おどろいた。

　ユリが作った朝食は、フレンチトーストにベーコンエッグ、ポテトサラダと野菜スープ、さらにヨーグルトデザートと、かなり豪ごう華かだ。

「な、なんか凄すごいな」

「だって私、術じゆつの修しゆ行ぎようの他ほかに、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようだってしてるもん。あ、小春ちゃんには、おかゆ用意したから」

「すみません、ユリさま……本来なら若さまのお食事は、私が作るべきなのに」

「いいのよ。だってほら、リョウちゃんの食事はそのうち私が毎日作るかもしれないし……うふふっ」

　──一ひと晩ばん泊とまっただけで嫁よめさん気取り!?

　けどユリの料理は、確たしかに美味うまい。トーストを囓かじると、ユリが顔を寄よせてきた。

「ところでリョウちゃん、昨日の事だけど……」

「ああ。俺が狙ねらわれてるって言うんだろ」

「気づいてたの？」

「一いち応おうな。この街には介罪人がいる。ただし誅殺権けんは聖護院家にあって、俺は手を出せない……昨夜、アッシュから言われたよ」

　わざと吞のん気きな声。すると小春も尋たずねた。

「それで……若さまはどうなされるのです」

「勝手にするさ」

「と申されますと？」

「お前のゲーム理り論ろんだ。介罪人の最終目的は俺だろ。だったらプロセスはどうあれ、敵てきは必ず俺の所に現れる。聖護院より先に倒たおすチャンスが来るさ」

　すると小春が、静かにかゆ椀わんを置いた。

「その戦い、私もお供ともいたします」

「だめだ。お前は、怪け我がしてるじゃないか」

「しかし介罪人は一人とは限かぎりません。もし罪閥が動いているのなら、若さまだけでは手が足りぬはず」

「お前、アッシュと同じ事言うんだな。それに自信ありげだけど、そもそもお前、どれくらい修行を積んだんだ？」

　問われて、小春はかしこまった。

「恥はずかしながら許容度は六。《苦く行ぎよう》は第四難なん度ど、《滅めつ殺さつ》は第二難度にございます」

「うっ、《苦く行ぎよう》は俺より上うわ手て？」

「そんな……若わかさま、ご謙けん遜そんを」

　小春は、硬かたい表ひよう情じようのまま応こたえた。

「若さまは、幼おさない頃ころから統帥と最高師し範はんから直ちよく接せつご指し導どういただいたと聞いております。私よりも修行の年月は長いはず……私に劣おとるはずがございません」

「劣るんだな、それが」

　悪びれもせず、俺は告白した。

「俺は、《滅めつ殺さつ》を第三難度まで、《苦く行ぎよう》に関しては第一難度しか取っていない」

「え……」

「仕方ないだろ。三年も入院してたんだぞ。《滅めつ殺さつ》も《苦く行ぎよう》も、修行するヒマなんて無かったよ」

　ちと心が痛いたむ。こんな経けい歴れき詐さ称しようを、これからも続けるのか。

　だが小春は、突とつ然ぜんわなわなと震ふるえだした。

「宇牙神家の若さまともあろうお方が、《苦く行ぎよう》の術じゆつを第一難度までしかご存じない……それでは修練士と同じではありませんか」

「またアッシュと同じ事言いやがって」

「当然です。それとも若さまは、このままでも宜よろしいと仰おつしやるのですか？」

　小春は、ずばりと斬きり込こんできた。

　問うているのは、領域士としての覚かく悟ご。練達を目指さぬ者は、不ふ作さく為いとそしられても仕方ない。

　──俺だって、分かってるさ。

　──修行こそ、俺がやるべき事。

　──狙われている以上、強くなるべきだ。

　だけどそんな本音、わざわざ口にしたくなかった。ブランクを取り戻もどす修行も、俺一人でするつもりだった。

　でも小春は、熱気を込めて決意を放った。

「承しよう知ちしました、若さま」

「え、なに？」

「かくなる上は、私も修行にお供いたします」

「お、お供ってどういう意味だよ」

「私も、今日からこのお部屋に住まわせていただきます。若さまの修行をお助けしますので、何なに卒とぞよしなに」

「こ、この部屋で一いつ緒しよにいい！」

　スープ、吹ふいた。ユリはトーストを喉のどに詰つまらせ、悶もん絶ぜつ。

「ぐ、ぐほっ……ちょっと待って、小春ちゃん。あなた、何言ってるか分かってる？」

「はい、十分に……若さまと寝しん食しよくを共にし、かしずきとしてお側そばに仕えるつもりです」

「し、寝食を共にいい！」

　また、俺たちは絶ぜつ叫きよう。だが小春の表情は変わらない。

「幸い、若さまの寝室は、ダブルベッドでございます。二人で寝ねるには、十分な広さかと」

「な、何考えてんだ、小春！　俺とお前が同じベッドで寝たら、どうなると思う！」

「どうなるのでしょう、若さま？」

「そ、それはつまり、そのお……」

　──事細かに説明できるか！

　──まして昨夜、お前は……

　俺の脳のう裏りに、下した着ぎ姿すがたの小春が浮うかんだ。勿もち論ろん、胸むねの感かん触しよくもまだ健けん在ざい。あの状じよう況きようが毎まい晩ばん続いたら……

　そこでユリも、ようやくトーストを吞のみ込んだ。

「き、決まってるでしょ！　リョウちゃんは男で、小春ちゃんは女なのよ！」

「それが何か」

「だからあ……もし魔まが差して、リョウちゃんに襲おそわれたらどうするの！」

　その心配は、俺も認みとめざるをえない……

　だが小春は、一向に表ひよう情じようを崩くずさなかった。

「ユリさま……失礼ですが、それはありえません。宇牙神の若さまは、色に溺おぼれて女じよ性せいを襲うような者とは違ちがいます」

「ず、ずいぶんな自信ね」

「合理的に考えれば、若さまが暴ぼう挙きよに及およぶはずがないのです。たとえ私に淫みだらな行こう為いをしても、それによって得られる利得より、遥はるかに大きな名めい誉よや評ひよう判ばんを失うはずです。その程てい度どのリスク、分かっておいでのはず」

　小春は真顔で言うが、俺は内心、失しつ笑しようだ。

　──ふん。ゲーム理り論ろんには詳くわしいが、男性心理には疎うといようだな、小春！

　──男には、理性のタガが外れる時があるんだよ！

　所しよ詮せん、小春の考えも理り屈くつ倒だおれだなと思った時、ユリも声を荒あららげた。

「違うわ、小春ちゃん！　頭では分かってても、身体からだが暴ぼう走そうしちゃうのが、思春期のオトコノコなのよ！」

　俺の心を見み透すかしたように、ユリは叫さけぶ。

「しかもリョウちゃんは三年も入院してて、その、なんて言うか、女の子に飢うえてるって言うか、若さが蓄ちく積せきされまくってるって言うか、女の子なら見み境さかい無く襲いかかる危き険けん性せいが高いわけで……」

「お前、俺をそんな目で見てたのか！」

「違うけど！　けど、そもそもリョウちゃんって何フェチなの？　巨きよ乳にゆう派は？　微び乳にゆう派は？　それとも美び脚きやく派は？　むっちり系けい？　年上好み？　あの時って攻せめる方？　攻められたい方？」

　……だんだん話題の趣しゆ旨しから外れてきたな。俺は椅い子すにもたれ、頭を搔かいた。

「あのな。命を狙ねらわれてる時に、巨乳の事なんか考えるか。俺の脳のう内ないは、介罪人でいっぱいなの」

「でしたら、私がお傍そばにいても襲われぬはず」

「いや、それとこれとは……」

　まさか俺の台詞せりふも、ゲーム理り論ろんによる誘ゆう導どう!?　しかしユリも、決然と席を立った。

「リョウちゃん、本当に小春ちゃんをここに住まわせる気!?」

「う……それは……」

「なんで即そく答とうできないのよ！」

「ああ[image: ][image: ]うう[image: ][image: ]」

「もういい、好きにすれば！」

　叫ぶなり、ユリはカバンを抱かかえ、玄げん関かんに駆かけだした。

「リョウちゃんのバカ、スケベ！　だいたい、なんでダブルベッドなんて買ったのよ！　最初から誰だれか連れ込む気だったんでしょ！」

「偶ぐう然ぜんだ、あくまで！」

「どうだか！　高校一年で同どう棲せいなんて信じられない！　今夜から小春ちゃんと、仲良く寝ねればいいじゃない！　バイバイ！」

　バタン！　と勢いきおいよくドアを閉しめ、ユリは部屋から出て行った。後に残されたのは、気まずい雰ふん囲い気きだけ……なのに小春は、まだ平然としてる。

「ユリさまは、なぜお怒いかりなのですか。私が何か変な事を申したでしょうか」

「……自覚がないなら、いい」

　小春は床ゆかに座ざし、三つ指揃そろえて頭を下げた。

「では若わかさま、今日からお世話になります」

「俺は認めてないし、許ゆるしてもない。体調がよくなったら、家に帰れよ」

「つまり体調がよくなるまでは、ここに居いても宜よろしいのですね」

「う……いや、それは……」

　そこまで、鬼おににはなれない。小春は、俺を二度も守って負ふ傷しようしたのだ。かしずきを拒こばむ気持ちは変わらないけど、命の恩おん人じんを追い出すなんて……

　──だから嫌いやなんだ。

　──誰かに助けてもらうのは……

「分かったよ、回かい復ふくするまでこの部屋で休めばいいさ」

「ありがとうございます、若さま」

「そうと決まれば、さっさと寝しん室しつに戻もどって寝てろよ。昼飯は作っておくから、好きな時に食べればいいさ」

「ですが、あのベッドは若さまの……」

「怪け我が人にんの……しかも女の子を他ほかに寝させられるか。俺はソファで眠ねむるよ」

「立場が逆ぎやくです。若さまをさしおいて、かしずきがベッドで寝るなど許されません」

「いいから早く寝た寝た！」

　俺は、小春の腕うでを取り、強ごう引いんに寝室に押おし込んだ。すぐドアを閉しめ、廊ろう下かから叫さけぶ。

「分かったな、おとなしく寝てろよ！」

「はい……あの、若さま、今日は学校は……」

「もう休むよ。体験入隊は、延えん期きしてもらおう。引っ越こし荷物も整理したいしな」

「お手伝いしましょうか？」

「いいから寝てくれ、頼たのむ」

　俺は、どっと疲つかれを感じた。

　──どうしてこうなったんだ。

　──俺は絶ぜつ対たいにかしずきなんか……

　結局、その日は夜遅おそくまで荷物を整理したが、違い和わ感はずっと拭ぬぐえなかった。何しろ、誰かが傍そばにいる感覚は三年ぶりだし。

　けど小春も、終日、寝室から出てこなかった。俺は、少し心配したけど、様子をうかがいもしなかった。それがせめてもの抵てい抗こうだったけど……
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　西浜の街。夜のとばり。ここ数日、異相の襲しゆう撃げきがあったせいか、家路につく人々の足も早い。

　駅前公園に立つ人ひと影かげ……サングラスをかけた男は、スカイパレス西浜を見上げていたが、不意に視し線せんを変えた。

「出てこい、いるのは分かってる」

　返事はない。男は、苛いらつきもせず声を放つ。

「俺の目からは逃のがれられん。《神しん智ち》はすべてを見通してる」

「慧けい眼がん。さすがは宇牙神家筆ひつ頭とう領域士、戦崎ツカサ……我われら聖護院家の監かん視しに気づいていたとは恐おそれ入る」

　現あらわれたのは、タイトスーツに身を包んだ二○代の女。細身の身体からだで直立し、毛先を揃そろえたショートカットを揺ゆらしている。

　男……戦崎ツカサも、低く唸うなった。

「あんたか、榊さかき原ばらキルカ。聖護院家筆頭領域士がなんの用だ」

「伝令。聖護院統帥のお言葉を伝える。即そつ刻こく、宇牙神の若とかしずきに、西浜での行動を控ひかえさせよ。これが統帥からのお言葉である」

　抑よく揚ようのない宣せん告こく。戦崎の声にも憮ぶ然ぜんが込こめられる。

「若が戦われたのは、あくまでご自身を守るためだ。聖護院の管かん轄かつを荒あらすつもりはない」

「承しよう知ち。天下の宇牙神家が、そんな真似まねをするはずがない」

「分かってて何故なぜ……」

「愚ぐ問もん。管轄内で、他家の若が殺されたとなれば、聖護院家の沽こ券けんに関かかわる」

　木立がざわめき、びゅうびゅうと風音が鳴る。戦崎は、サングラスの位置を直した。

「うちの若は、そんなにヤワじゃない」

「虚きよ勢せい。昨日は、あと一歩まで追い込まれた。聖護院家は、直ちに捜そう査さを開始する」

「待て。この件けんは宇牙神家が始末すべきだ」

「拒きよ絶ぜつ。しかも宇牙神家の若には、様々な憶おく測そくが流れている。三年前の事件は、あまりにも不ふ可か解かいな面が多く、もし何らかの関連があるなら、我われ々われも警けい戒かいせざるを得ない」

「……あらぬ疑ぎ惑わくだ。やはり聖護院家は、宇牙神家を疑うたがってるのか」

「肯こう定てい。宇牙神家は、我々だけでなく、世界中の領派から疑惑の目を向けられている。三年前のあの日、宇牙神の若わかとかしずきに何があったか……誰だれもが知りたがっているはず」

「宇牙神家を貶おとしめるつもりか」

「否ひ定てい。そして我々がこれ以上論ろんじても、決着はつかない」

「まさか統帥会談を開けとでも……」

「肯定。明日、金曜日。時刻は午後六時、三み宅やけ坂ざかで」

　あらかじめ決めていたように、キルカは言い放つ。戦崎も粛しゆく々しゆくとうなずいた。

「宇牙神統帥に伝えよう。だが、それまではこの事件に手を付けるな」

「了りよう承しようかつ不同意。事じ態たいは流動的であり、市民生活も危き険けんに晒さらされている。聖護院家は臨りん機き応おう変へんに対たい処しよする。確かく約やくはできない」

　言うとキルカは音もなく消え失うせ、戦崎もほどなく公園から去った。
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「ううん……」

　俺おれは、毛もう布ふにくるまり寝ね返がえりを打った。今夜は、リビングのソファで寝てる。あまり寝ね心地ごこちはよくないが、一日荷物の整理に没ぼつ頭とうしたせいか、すぐに熟じゆく睡すいできた。悪あく夢むすら見ぬ至し福ふくの休息……だが、唐とう突とつに安あん眠みんは破やぶられた。

「おはようございます、若さま」

　小春の声で、俺は目を覚ました。リビングの明かりがやけに眩まぶしい。

「う……もう、朝かよ」

「現げん在ざい、三時半にございます」

「はあ!?」

　俺は、怒いかりにはね起きた。窓そう外がいを見れば、まだ真っ暗ではないか。

「なんでこんな早く……お前、なに考え……」

　叫さけぶ途と中ちゆうで、俺は身体を見下ろした。着衣は、黒いボクサーパンツ一枚まい。つまり、ほぼ全ぜん裸ら。しかも俺の股こ間かんは、一五歳さいのオトコの朝をきっちり主しゆ張ちようしている……

　その裸体を、小春は真ま面じ目めな顔で見下ろしていた。

「今朝もお元気そうで何よりです、若さま」

　──こ、このタイミングで言うか！

　俺は、あわてて毛布を巻まき付けた。

「お、お前こそ元気そうだな」

「はい。昨日一日休ませていただいたおかげで、だいぶ良くなりました。少し早いですが、お礼を申し上げようと思いまして」

「早すぎだろ！」

「そうでしょうか……それにしても若さま、見事なお身体にございますね」

　小春は唇くちびるを結び、俺を観察した。

「大だい胸きよう筋きん、上じよう腕わん二頭筋、上腕筋、円回内筋、長ちよう掌しよう筋きん……胸むねから腕うでにかけての筋肉は、非ひの打ち所がございません。恐おそらく体たい脂し肪ぼう率りつは、五パーセント未満……」

「だ、だからなんだ」

「体調管理もかしずきの役目。それに修しゆ行ぎようとなれば、脆ぜい弱じやくな部分を補ほ強きようせねばなりません。たとえば若さまの場合、下半身がやや細いご様子。走り込みから始めるべきかと」

　小春は、どこに持っていたのかＴシャツと短パン姿すがたになっている。

「まさか小春……こんな朝早くから《苦く行ぎよう》の修行か」

「当然です。若さまが私より《苦く行ぎよう》が苦手など、許ゆるされません。まず西浜海かい浜ひん公園を一○周。六○キロほど走っていただきます」

「やだね、お休み」

　俺は毛布を奪うばい返し、ソファに倒たおれた。

「修行は、俺のペースでやる。宇牙神家のスパルタ教育は、もうこりごりなんだよ。だいたい俺は、子こ供どもの頃ころから親父おやじと相そう馬まのおっさんに……」

　だが勢いきおいよく、毛布が剝はぎ取られた。さらにＴシャツをずぼっと着せられ、強ごう引いんにランニングパンツを穿はかされる。いつの間に、俺の服を!?

　そして次の瞬しゆん間かん、俺の襟えり首くびがつかまれた。

「参りましょう、若さま。宇牙神の若さまは、宇牙神流で鍛きたえられるべきです」

「そ、その目は引きずってでも連れていく気だな！　俺には分かるぞ！」

「引きずりはいたしません、そんな無礼な」

「お、意外と物わかりがいいな」

「ただし飛んでいただきます。地上まで」

「え？」

　訊きき返した瞬間、小春が窓まどを開けた。ベランダから夜風。続けて、襟首に渾こん身しんの力が込められた。

「おい、ここは二七階だぞ！」

　だが小春は、凄すさまじい腕わん力りよくで俺を投げ飛ばした。気がつけば俺は、もう空中……

　──うそだろおおおっっっ！

　眼がん下かには、西浜の街まち並なみ。午前三時半では、夜景もほとんど消えている。俺は、その暗くら闇やみめがけ、真っ逆さかさまに落下していった。

　──ふざけんな、あいつうううっっ！

　落ちながら、俺は意い識しきを集中した。

　▼領域因子、活かつ性せい化か完かん了りよう！

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動！

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動！

　落下の感覚がスローモーション化され、俺はマンションの壁かべに手を伸のばす。領域因子が壁へき面めんに伝わり、ブレーキとなって落下速度が緩ゆるむ。地表が近づくと、身体からだをひねり、マンションの駐ちゆう車しや場じように着地！

「は、はあっ……殺す気か、あいつ！」

　すると俺の部屋から、小春も急きゆう降こう下かしてきた。金きん髪ぱつをなびかせ、やはり指先から領域因子を流し、着地する。

「お待たせしました、若さま。さ、修行に参りましょう」

「お、お前なあ！」

「大声は、ご近所の皆みな様さまの迷めい惑わくとなります。さ、若さま、私も共に走りますので」

　言って小春は、俺のシューズを差し出す。あくまで拒きよ否ひしたいが、小春に素す手でではかなわない。

「分かったよ……今日だけな、今日だけ」

　まだ暗い街に、俺は仕方なく駆かけだした。




《苦く行ぎよう》の修行は、肉体の鍛たん錬れんを基き礎そとする。たとえ術じゆつで肉体を強化しても、身体が脆もろくては術の負荷に耐たえられない。

　俺は、〈サロスの勁悍なる四肢〉と〈ヴァインの賢しき耳目〉を発動させたまま、西浜海かい浜ひん公園を疾しつ走そうした。小春が指定した六○キロも、実は一時間ほどで完走している。

　並なみの人間なら、心しん肺ぱい停止に陥おちいるほどの運動量……だがそれに至いたらないのは、やはり術の恩おん恵けいがあるからだ。

　しかし領域因子を多量に失い、俺の疲ひ労ろうも激はげしかった。これも三年のブランク……しかしいつまでも言い訳わけはしたくない。本当は俺も分かっているのだ。基礎からのやり直しが必要だと……




「完走お見事です、若わかさま。しかし領域因子の流し方に無む駄だが見られます」

　朝あさ陽ひが昇のぼる東京湾わんを背せに、小春が断だんじる。「足あし下もとが砂すな浜はまのせいでしょうか。意い識しきが下半身に集中し過すぎです。走る時も、領域因子の流れを把は握あくせねばなりません」

「あ、ああ、そうですか[image: ][image: ]」

　俺は、砂浜にへたり込んだ。海うな原ばらは、朝陽のオレンジに輝かがやき、空気も心地ここちよい。この辺りは、早くから景観と水すい質しつ保ほ全ぜんが進んでいるため、東京湾とは言え、美しい海岸を維い持じしていた。

　──しっかし、だいぶいるな。

　俺は、周囲に潜ひそむ気配にも気づいていた。恐おそらく、聖護院家の監かん視しだろう。気配を殺したつもりでも、鬱うつ陶とうしいほどの人数を感じる。

　──アッシュの差し金だな。

　──ずいぶん多いけど、相手が本当に罪閥なら当然の処しよ置ちだよな。

　──これなら介罪人も手は出せないが……

　考えるうち、小春が俺に振ふり向いた。

「若さま、どうなされました？」

「いや、なんでもないさ。それより、もう次のメニュー？」

「左様です。これから組手一○○本、それが済すんだらまたランニングを……」

「ち、ちょい待ち。俺も宇牙神流の特訓は、久ひさしぶりだ。少し休ませてくれよ」

「引っ越こしの整理でお疲つかれですか、若さま」

「そりゃあ朝から夜までずっとだからな。今朝だって、強ごう引いんにお前が……」

「申し訳わけございません。昨日はベッドで休みながら、若さまの修行の事ばかり考えていたものですから」

「だからって部屋から突つき落とすのは、やり過ぎだ。二七階だぞ、うちは」

「階数の問題ではありません。若さまにやる気があれば、五○階でも大だい丈じよう夫ぶなはず」

「お前も修行好きだなー。まあ、俺が本気出せば五○階でも平気だけど」

「さすが若さま。頼たのもしゅうございます」

「とにかく水くらい飲ませろ。四月とは言え、今朝はずいぶん暑いぞ」

「分かりました。水なら、こちらに」

　小春は、背負っていたバックパックからミネラルウォーターのボトルを取り出した。銘めい柄がらは、『桜さくら野の山さん系けいの天然水』……俺は、思わずそれを引ったくった。

「うわ、懐なつかしい！　まだ売ってるんだ」

「はい。やはり水は、桜野に限かぎります」

「じゃあ、もらうぞ」

　俺は、冷たい水を口に含ふくんだ。渇かわいた喉のどが潤うるおされ、ようやく一息つく。

　ふと横を見れば、小春も同じボトルを口にしていた。だがその姿すがたに、俺は思わず疲れを忘わすれてしまった。

　──あ。

　小春は、海を背にして立っていた。朝陽を映うつす海面が後光のように輝き、風をはらんだ金きん髪ぱつが揺ゆれる。

　目を閉とじて、小春はボトルに口づけていた。横顔は凜り々りしく、水を飲む喉が動くたび、俺の呼こ吸きゆうも高鳴った。

　しかも小春の白いＴシャツは汗あせばみ、下着まで透すけている。昨夜触ふれた胸むねの形も、丸わかり……動どう揺ようを悟さとられぬよう、俺はそっぽを向いた。

「あ、あのな、小春」

「なんでしょうか、若さま」

「ええと、その……汗も拭ふいた方がいいぞ」

「お心こころ遣づかい、ありがとうございます」

「できれば、Ｔシャツも替かえた方がいい」

「あいにく替えはございません。このままで結けつ構こうです」

「いや、しかし……」

　俺は、言葉に詰つまった。

　──あんな姿の小春と……

　──これから向き合って組手をする。

　──まずい、小春がもっと汗を搔かけば……

　すると小春が、俺の前に回り込こんだ。

「どうされました、若さま」

「い、いや、別に」

「領域因子の流れに乱みだれが生じております。動揺のご様子かと」

「そ、それは、お前の勘かん違ちがいだ。まだまだ修しゆ行ぎようが足りんな！」

「お顔が赤いようにも見受けられます。これも勘違いでしょうか？」

　小春は確たしかめるように、俺の顔を覗のぞき込んだ。吸すい込まれそうな瞳ひとみ。小さな唇くちびるは、甘あまい果実のように見えた。汗に濡ぬれたＴシャツと透ける下着はさらに……

　小春は、俺の手を取った。

「さ、組手を始めましょう、若さま。手て加か減げんはいたしませんよ」

「あ、ああ……」

　俺は、小春の指先にも驚おどろいた。彼女の感かん触しよくは無ぶ骨こつとはほど遠く、細く繊せん細さいである。やはり女の子の指……そう思った瞬しゆん間かん、俺は決意を固めた。

　──この指に、守られるワケにはいかない。　──二度と、傷きずつけてもいけない。

　──そのためには、俺が……

　西浜の街を、俺は一いち瞥べつした。

　この街のどこかにいるのだ。俺を二度追い詰めた介罪人が……
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　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件けん名めい・進しん捗ちよく状じよう況きよう。

『お疲れ様です。その後の状況は如何いかがですか？　昨日の襲しゆう撃げき以い降こう、メールが来てないので、もしかして反撃されたかなーって心配してます。とりあえず連れん絡らくください』




　送信者・錆びた釘ラステイネイル。件名・Re[image: ：]進捗状況。

『ご心配おかけしました。私自身は、無む傷きずです。ただ聖護院家が動き始めたので、身を隠かくすのにバタバタしてただけです。申し訳わけない（顔文字で平伏）』




　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件名・安心しました。

『無傷で脱だつ出しゆつとは、さすが釘ネイルさんですね（絵文字で笑い）。しかし問題なのは、むしろ宇牙神家です。あの領派に西浜へ乗り込まれると厄やつ介かいなので、今夜中に手は打っておきます』




　送信者・錆びた釘ラステイネイル。件名・援えん護ご感かん謝しや。

『宜よろしくお願いします。聖護院家だけなら、こちらだけで十分、対たい応おうできますので。計画通り宇牙神リョウトのカードを全部潰つぶせば、詰つみでしょう』




　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件名・いよいよ。

『マジで詰みますね（また絵文字で笑い）。これで僕ぼくたちが、宇牙神リョウトの謎なぞに迫せまる、世界初の人間になるんですよ。勿もち論ろん、こちらとあちらの世界、両方で初ですけど』




　送信者・錆びた釘ラステイネイル。件名・世界初。

『ですね。知り合いには、箝かん口こう事じ件けんの存そん在ざいそのものを疑うたがってる奴やつもいますが、私は冥界神エル・デイアブロさんの推すい理りを信じてますんで』




　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件名・心配なのは……。

『感謝です（絵文字で笑い）。まあ疑ってる人たちも、僕らが真実を暴あばけば、態たい度どを変えるでしょう。それより例のかしずきは、どうですか？　二度目の襲撃は、彼女狙ねらいだったと思いますが』




　送信者・錆びた釘ラステイネイル。件名・お楽しみに。

『ご推すい察さつの通りです。今朝、修行中の二人を観察しました。宇牙神リョウトは、ブランクを埋うめるのに必死で、まったく気づいてませんよ。かしずきの娘むすめが無理してるって事に（顔文字で嘲笑）』







　　　【Phase.4　不死巨神プロメテウスの如ごとく】







「お待ちください、若わかさま！」

　金曜日の朝。学校前の坂道。満開の桜さくら並なみ木きを、俺おれは上っていく。その進路に、小こ春はるが立ち塞ふさがった。

「外出はお控ひかえください。また襲おそわれたら、如何いかがなさるおつもりですか」

「迎むかえ撃うつよ、その時は」

　小春を無む視しし、俺は先を急いだ。

「部屋に閉とじこもるのは、性しように合わない。だったら自ら囮おとりになって、敵てきを引きつける」

　そう、覚かく悟ごを決めていた。敵はどこの誰だれかも分からない。探さがすには時間がかかるし、聖しよう護ご院いん家に犯人を誅ちゆう殺さつされるかもしれない。

　──手っ取り早く、敵を見つけるなら……

　──生き餌えになればいい。

　しかし小春は、また俺の前に先回りした。

「あまりにもリスクが高すぎます。若さま自ら囮になるなど……」

「今朝は、お前も外出を許ゆるしただろ」

「早朝の修しゆ行ぎようは、別です。あの時間、あの場所なら誰だれにもご迷めい惑わくがかからぬと思ったまで……しかし登校されては……」

　小春の考えは、分かってる。確たしかに襲しゆう撃げきを受ければ、また学校に迷惑がかかるだろう。いくら生徒全員が九領域イグザルト・ナインの使い手でも、許されない話だ。

「確かに、俺は登校すべきじゃない。でも欠席の理由くらい、伊い坐ざ凪なぎ先生に伝えないと」

「それは電話連れん絡らくで済すむはず」

「だけどさ……」

　せめて森もり北きたさんには、一目会って謝あやまりたかった。きっとお店に迷惑かけてる……それさえ済ませば、すぐに下校するつもりだった。

　けど校門にたどり着いた俺は、よそよそしい静せい寂じやくに迎むかえられた。

「今朝は、やけに静かだな……それに……」

　俺を勧かん誘ゆうする学がく斗と隊たいが、一人もいない。登校する生徒は他ほかにもいるが、俺を気に掛かける様子もない。むしろ感じるのは……

「若さま、何やら皆みな様さまの様子が……」

　小春も、不ふ審しんそうに周囲を見み渡わたす。すると校内から、学級委員のミィさんが現あらわれた。その左ひだり腕うでには『第一統とう轄かつ』の腕わん章しよう。

「おはよう、宇う牙が神じんくん、松まつ下したさん」

「おお、ミィさん……本当に第一統轄に入ったの？」

「ううん、まだ候こう補ほ生せい扱あつかいだよ。面めん接せつには合ごう格かくしたけど、研けん修しゆう期間をクリアしないと入隊できないんだ」

「サラリーマンみたいだな」

　言うと、ミィさんは表ひよう情じようを硬かたくした。

「それより宇牙神くん、今日はもう帰っていいってさ。わざわざ来てもらって悪いけど」

「ちょっと待て。どういう意味だ」

「あ、まだ読んでなかった？　あそこに書いてあるよ」

　ミィさんは、校こう門もん脇わきの掲けい示じ板ばんを指さした。近ちか寄よってみると、そこに貼はられた紙し片へんの一番上にはＳ・Ｔ・Ｎ・Ｈの四文字……つまり『西にし浜はま学園生徒及および教職員（Students and Teachers of Nishihama High-school）』に向けた布ふ告こくとあった。




『統轄命令第六三八号　一年Ａ組生徒・宇牙神リョウトを異い相そう遭そう遇ぐう危き険けん度どレベルＡに指定する。危険度解かい除じよ指し示じがあるまで、同生徒の登校を禁きんず。第一統轄学斗隊隊長　聖護院アッシュ』




「命令だと……」

　俺が呻うめくと、ミィさんは深くうなずいた。

「昨日、聖護院隊長が布告したんだ。宇牙神くんは、介罪人クリミナルもしくは罪閥シンジケートに狙ねらわれてる。その被ひ害がいを、他の生徒に及ぼさぬための処しよ置ちだって」

「だからって……」

「うん、勝手に決められて不満なの、分かるよ。でもどうしても登校したいなら、聖護院隊長に直ちよく接せつお願いしてもらわないと。許きよ可かが出るか、分からないけど……」

　俺は、しばし沈ちん黙もくした。これがアッシュの回答なんだ。真実を告げなかった俺に対する、あいつなりのメッセージ。だけどどうする事もできず、俺は苦しげに問うた。

「五分だけでも、クラスに入れないか」

「その五分に襲おそわれたら……僕の責せき任にんになっちゃうよ」

「せめて森北さんにだけは、会って謝っておきたいんだ」

「森北さんなら、今日はお休み」

「なんだって……」

「昨日から。お店の修しゆう理りが忙いそがしくて登校できないって」

　言った途と端たん、ミィさんが目を伏ふせた。

「……僕も、迷めい惑わくだと思う」

「ミィさん……」

「ごめんね。でもここにいる生徒の大半は……僕を含ふくめて修練士デイサイプルなんだ。宇牙神くんとは力量が違ちがいすぎる……襲われたら、巻まき添ぞえになるだけだよ」

　俺は、ミィさんの瞳ひとみを見つめた。そしてようやく気づく。

　──ミィさんは、俺と虚攻体ラガマフインの戦いを見た。

　──小春が死にかける場面も見た。

　──悟さとったんだな、あの時に……

　九領域の使い手は、常つねに現げん実じつ的だ。自分の力量を見定めねば、生き残れない。まして俺と小春が苦戦した敵てきだ。修練士では歯が立たないと、ミィさんは理り解かいしたのだ。

　──それを弱音だと、責せめる気にはなれない。

　──誰だって命は惜おしいんだ。

　俺は、深く息を吐はいた。気にするな。登校してはだめだと、自分でも分かっていたはずだ。それをミィさんに言われたからって、憤いきどおるのは理り不ふ尽じんだ。

「分かった、今日は帰るよ」

「…………」

「アッシュに言っといてくれ。しばらくおとなしくしてるってさ」

　俺は、人波に逆さからい、校門を出た。桜さくら並なみ木きを下るうち、さらに生徒の数は増ましていく。

　──まるで人の海だな。

　──それに……すごく……静かだ。

　誰も俺に声をかけない。それどころか、あからさまに忌き避ひする者もいた。巻き添えを恐おそれる視し線せんは数かず限かぎりない。

　俺は、取り戻もどしたばかりの日にち常じようから切り離はなされたんだ。隔かく離りされたと分かった途と端たん、自じ嘲ちようしたくなる。

　──おかしいな。

　──三年も独どく房ぼうにいたのに……

　──こんなに寂さびしいなんて……

　どうやら、孤こ独どくと孤立は違ちがうらしい。

　だがそう気づいた俺の前に、ふわりと金きん髪ぱつが舞まった。香かおるのは、髪かみの匂におい。桜吹雪ふぶきと共に現あらわれた少女は、いつもと変わりなく俺を先せん導どうしてくれた。

「お供ともします、若わかさま」

「お供しますって……登校禁きん止しは俺だけだ。お前は学校へ行けよ」

「いいえ。若さまをお一人にはできません」

　頑かたくなな拒きよ否ひ。小春は、俺の代わりに人波を搔かき分け、避よける生徒を気にする様子もない。

　桜並木を進む小春の背せ中なかは、やけに頼たのもしく思えた。
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「リョウちゃんを帰したあ!?」

　弥勒みろく寺じユリは、片かた岡おか光みつ也やの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「それ本当なの、ミィさん!?」

「う、うん……第一統とう轄かつから指し示じが出てたから……松下さんも一いつ緒しよに帰ったよ」

「小春ちゃんまで!?」

　ミィさんのセリフに、始業前の一年Ａ組は騒そう然ぜんとなった。

「ま、第一統轄の指示なら仕方ねーか」

「でも悪いのは宇牙神くんじゃないわよ」

「けど、巻き添えになったら困こまるし」

「俺たち、まだ修練士だもんな」

　諦あきらめにも似にたざわめきを聞き、ユリが何か叫さけぼうとする。

　だがそれを制せいするように、矢や野のエルヒコが立ち上がった。

「じゃ俺たちも宇牙神には接せつ近きんしないと。また登校してきたら『心配したよ宇牙神くん、今日からまたよろしくー』とか何とかほざくと。都合のいい時だけ頼たよると。可か能のうなら宇牙神と学斗隊組んで、高い報ほう酬しゆう金きんだけは欲ほしいと。そういう事？」

　エルヒコは、戦闘ウオー・剃刀レイザーをくるくると回しながらクラスを見み渡わたした。するとまた教室がざわつき始める。

「それはできねーよな」

「いかにも金目当てって感じじゃん」

「大金持ってる上級生と一緒だ」

「私と奥おく園ぞのさん、宇牙神くんに深蝕エロードから助けてもらったし」

「僕も御お礼れいぐらい言いたい」

「でもあの程てい度どの深蝕、宇牙神には何でもなかったんじゃね？」

「ううん。松下さんが助けに入らなかったら危あぶなかったわよ」

「それにこの街は聖護院の管かん轄かつだぜ。下手すりゃ因いん縁ねんつけられて、この学校からも……」

　一いつ瞬しゆん、クラスに沈ちん黙もくが広がった。

　ユリが黙だまって見つめるうち、やがてまた誰かの声が上がり始める。

「今から考えると……宇牙神、よく戦ってくれたよな。入学式の日」

「うん。俺たちを助けるために」

「初めて会ったその日なのにね」

「聖護院家に任まかせても良かったのに」

「その宇牙神と松下さんを……放置？」

　ぶんぶんぶん！　と、一年Ａ組全員が首を横に振ふった。

「それは……だめだ、人として！」

「だけど何ができる、俺たちに？」

「ばかね、それを考えるの！」

　するとエルヒコが満足そうに笑った。

「とにかく俺たち一年Ａ組だけでも、宇牙神の味方をしようぜ。それがクラスメイトってもんだ、なあみんな！」

　おお！　と応こたえる一年Ａ組。いつの間にか生まれたクラスの連帯感は、やけに熱い。

　その熱気が、震ふるえるミィさんを包囲した。

「だいたいミィさんが悪いのよ！」

「そうだ、学級委員のくせに！」

「宇牙神と松下を守ってやれ！」

「第一統轄の犬！」

「やめとけ！　言葉責ぜめじゃあ、ドＭのミィさんを喜ばすだけだ！」

　教室の隅すみに追い詰つめられ、ミィさんは小さくなった。

「でも僕ぼくには……第一統轄の使命が……」

　その時、教室の扉とびらがおもむろに開いた。

　立っていたのは長身、灰はい色いろの髪かみの上級生。凜り々りしい顔立ちの男子生徒は、威い厳げんのある声を響ひびかせた。

「君は間ま違ちがっていないぞ、片岡候こう補ほ生せい」

「聖護院隊長！」

　現あらわれた聖護院アッシュは、一年Ａ組の敵てき意いを無む視しして教室に入った。

「クラスメイトと云いう関係に左右されず、よくぞ命令を遂すい行こうしてくれた。君の行動によって、学内の秩ちつ序じよも維い持じできるだろう」

「た、隊長……」

「宇牙神リョウトの件けんは、学外にて聖護院家が始末をつける。その作戦には、君の参加も認みとめよう。今回の功こう績せきだ」

　ミィさんの目は、うるうると感かん涙るい。しかし一年Ａ組は、決然とブーイングを発した。

「宇牙神の登校禁きん止し処しよ分ぶん、解かい除じよしろー！」

「解除！　解除！　解除！　解除！」

　だが連れん呼この声を、アッシュはひと睨にらみした。

「ならば君たちに、宇牙神が守れるかね？　あの宇牙神が手こずった敵を、君たちは倒たおせるのかね？」

「…………」

「できもしない事を要求するな。一人前の振りをしたいなら、まず強くなれ」

　アッシュの眼がん光こうに、思わず一年Ａ組は沈黙する。しかしユリだけが、第一統轄隊長の前に進み出た。

「聖護院くん、ちょっと」

「久ひさしぶりだな、ユリ。だが学内では先せん輩ぱいと呼よぶように」

「分かったわよ、聖護院先輩。でもせめて私たち一年Ａ組だけでも、リョウちゃんへの協力を許きよ可かして」

「危き険けんだし、そもそも必要あるまい。リョウトは、聖護院家が監かん視し中ちゆうだ」

「でもリョウちゃんの部屋の中まで護ご衛えいしてるワケじゃないでしょ。寝ね込こみを襲われたらどうするの」

「その場合、例のかしずきがいる。あの娘むすめはリョウトから離はなれんからな」

「小春ちゃんは、負ふ傷しようしたのよ。せめて私だけでもリョウちゃんの援えん護ごに……」

　すると、アッシュの眉まゆがぴくりと動いた。

「やけにこだわるな……そんなにリョウトとかしずきの関係が心配か」

「べ、別に私は……」

「確たしかに、気を揉もむだろうな。なにしろあの二人、同どう棲せいしているのだから」

　その言に、一年Ａ組がざわついた。

「え、そうなの？　初耳～」

「宇牙神と松下さん、一いつ緒しよに暮くらしてるんだ」

「でもそれって同棲じゃなく同どう居きよだろ？」

「ああ、若わかさまとかしずきなら不思議じゃないよな」

　ユリも、複ふく雑ざつな気持ちを抑おさえて言う。

「そ、そうよ。あくまで同居よ。かしずきなら、一緒に住むのは当然でしょ」

「いや、私もそう思っていたのだが」

「え？」

「部下から報ほう告こくがあった。今朝、散歩に出たあの二人はこんな会話を……」




『お疲つかれですか、若さま』

『朝から夜までずっとだからな。今朝だって、強ごう引いんにお前が……』

『昨日はベッドで、若さまの事ばかり考えていたものですから』

『やり過すぎだ。二七回だぞ』

『回数の問題ではありません。若さまにやる気があれば、五○回でも大だい丈じよう夫ぶなはず』

『お前も好きだなー。まあ、俺が本気出せば五○回でも平気だけど』

『さすが若さま。頼たのもしゅうございます』




　言い終えて、アッシュは顎あごを撫なでた。

「とまあ、こんな会話を……ん、どうしたユリ？」

　ユリは顔面を蒼そう白はくにし、ふらあ～っと真後ろに倒れ込んだ。あわててクラスの女子が抱だきかかえる。
















「弥勒寺さん、しっかり！」

「うそ……うそよ……リョウちゃんと小春ちゃんがもうそんな関係だなんて……」

「気を確かに！　何かの間ま違ちがいよ！」

　さらにクラス男子からは、絶ぜつ望ぼうじみた悲鳴が上がった。

「う、噓うそだあああああああああっっ！」

「あのカタブツそうな松下さんが！　あの金きん髪ぱつがきれいで、ツンとした横顔がたまらん松下さんが夜はデレるなんて！」

「いや、俺おれは信じない！　松下さんはそんな子じゃあ……でででも想そう像ぞうすると……ぬおお、宇牙神の奴やつ！　宇牙神の奴ううっ！」

「けど、さすが宇牙神！　本気出さずに二七回って……俺、尊そん敬けいするっす！」

「だめだ、領域士イグザルタスとしてだけでなく、オトコとして完敗だ……」

「《苦く行ぎよう》の領域士が精せい力りよく絶ぜつ倫りんって、都市伝説じゃなかったんだ！」

「て言うか、宇牙神が二七回？　それとも松下さんが二七回？」

「それ以上、言わないでー！　僕の脳のう内ない松下さんが秒単位でエロく……ぐはっ」

「けしからん！　けしからんぞ、その妄もう想そう！　けど俺の脳内も……ぐはっ」

「なんかさぁー、男の子って妄想に逃にげ込むの、好きよねぇ～」

　ばたばたと倒れる男子に、呆あきれた女子の視し線せんが突つき刺ささる。

　聖護院アッシュも、髪かみを搔かき上げた。

「とにかく伝えたぞ。宇牙神リョウトを支し援えんする必要はない。みな学内での鍛たん錬れんに励はげみたまえ。以上だ」

　だがすでに一年Ａ組の興きよう味みは、クラス初のカップル誕たん生じように移うつり、弥勒寺ユリもただ、うわごとをつぶやくだけであった……
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「やっぱり……迷めい惑わくかけちゃったね」

　俺は、ため息混まじりに店を眺ながめた。

『ラピスラズリ』の窓まどガラスは砕くだけ、店内の調度品も倒とう壊かいしていた。それを確たしかめるために、俺は学校から真っ直すぐ来たのだが……

　──どこも酷ひどいな。

　被ひ害がいに遭あった店は、『ラピスラズリ』だけじゃない。駅前商店街は、未いまだ惨さん事じの後あと片かた付づけに追われ、シャッターを下ろしたままの店てん舗ぽも多かった。

「ごめん、森北さん。この間の虚攻体は俺を狙ねらって……」

「ううん、宇牙神くんのせいじゃないから」

　森北さんは、エプロン姿すがたで俺たちを出で迎むかえてくれた。やけに切ない瞳ひとみ。俺を見上げ、すぐに視線を伏ふせる。

　すると小春も、指を握にぎりしめた。

「いいえ、私のせいです。私がもっと早く虚攻体を退たい治じできれば、こんな事には……」

　俺も、同じ気持ちだ。たかが虚攻体一体、倒たおせなかった自分が情なさけない。森北さんだけでなく、この街の人みんなに謝あやまりたい。

　そこへ沙さ織おりさんも店内から現あらわれた。

「二人とも顔を上げて。あなたたちの責せき任にんじゃないんだから」

「…………」

「それにね、リョウトくんたちが戦ってくれたから、この程てい度どの被害で済すんだって……商店街の人たちみんな言ってるのよ」

「そんな……」

「本当よ。ここだけの話、聖護院家が到とう着ちやくしたの、遅おそかったし……ところで今日は、学校はどうしたの？」

「そ、それは……」

　問われると、俺も説明しづらい。なにせ俺は、まだ狙われてる。森北さんを思うなら、近づかない方がいい……

　けど躊ちゆう躇ちよを察したように、小春が前に出た。

「お手伝いに参りました。森北さんのお店が大変だと聞きましたので」

「小春……」

　まさかそう言い出すとは思わなかった。ここに残れば、森北さんを再ふたたび巻まき添ぞえにするかも……けど店の様子を見れば、このまま帰るワケにもいかなかった。

「俺からもお願いします。何かしないと、俺たちも気が済まないんです」

「ありがとう、二人とも。本当なら遠えん慮りよするとこだけど……まだ片付けが終わらなくて開店できない有様なのよ。美み空くも学校に行けないし……じゃあ、お願いしていいかしら」

「ま、任まかせてください」

　こうして、俺と小春は『ラピスラズリ』の修しゆう理りを手伝い始めた。

　俺は、店内から残ざん骸がいを運び出し、新たな家具を運び入れる。それが済むと鉢はち植うえの並ならび替かえ、ヒビの入った外がい壁へきの修理、雨あま樋どいの交こう換かん……と、山のような仕事をこなしていく。なるほど、これは女じよ性せい二人じゃ無理だ。

　小春は、森北さんと一いつ緒しよに店内の整理をしている。割われた食器を片付け、棚たなに絵本……『ウサギのうさみちゃん』とか『ぐみとぐま』を詰つめ直している。あれは森北さんの趣しゆ味みなのかな。

「松下さん、このテーブル動かすの手伝って」

「それなら私一人で十分です。お下がりください……むんっ！（と気合いを入れて片手でテーブルを持ち上げる）」

「わあっ、すごーい」

　……ま、小春の怪かい力りきでも喜んでくれれば、俺も嬉うれしい。沙織さんも、その様子に微笑ほほえんでいた。

「良かったわ、リョウトくんたちが来てくれて……美空、少し寂さびしそうだったから」

「そりゃあお店が壊こわされたら、ショックですよ」

「うん。でもそれだけじゃなく……リョウトくんを心配してたのよ。だって目の前で危あぶない目に遭ってたから」

　──ああ、そうか……

　──だからさっき、俺をあんな目で……

　俺は、森北さんを見つめた。小こ柄がらで、手がちっちゃくて、あまり笑わないけど、子こ供どもみたいな笑顔を見せる。触ふれてしまえば、壊れそうな印象。

　そんな彼女を心配させてしまった。今いま更さら、自じ己こ嫌けん悪おがにじんでくる。

「俺……しばらくこの店には寄よれません」

「え、どうして？」

「もう二度と……迷めい惑わくかけたくないんです」

　虚攻体の襲しゆう撃げきで死者は出なかったと聞く。それだけが俺の救いだが、もし誰だれかが死んでいたら……考えるだけで寒気を覚えた。

　しかし沙織さんは、落ち着いた声で言う。

「いいのよ、リョウトくん……それに美空としては、リョウトくんに来て欲ほしいみたい」

「そう……ですか？」

「あの子もまだ修練士だから、いろいろ教わりたいんじゃないかな」

　言われて、俺は初めてそれを意い識しきした。よく考えれば、森北さんも九領域の使い手なんだよな。

「あんまり、力になれませんよ、俺なんか」

「ご謙けん遜そん。とにかくリョウトくん……美空の事、お願いね」

「え……それはどういう……」

「ほら、うちは離り婚こんしてるって言ったでしょう。父親不ふ在ざいが長いから、美空は男の人に馴なれてないのよね」

　それは、なんとなく理り解かいできた。実じつ際さい、俺との会話も少ない。クラスでも、ごく親しい女の子友達とだけ喋しやべってる気がする。

「でも……俺でいいんですか」

「勿もち論ろんよ。ご近所さんだし、宇牙神家のお坊ぼつちゃまだしね」

「勘かん弁べんしてください、その呼よび方だけは……」

「ふふっ、ごめんごめん」

　沙織さんは笑って、また作業に戻もどろうとする。だが数歩歩いて、ふと振ふり返った。

「ねえ、リョウトくん……」

「はい？」

「お父様って、どんな方？」

　咄とつ嗟さに言葉に詰まる。しかし思いついたまま、俺は答えた。

「ウザいだけですよ、親父おやじなんて」

「そういうものよね……」

　返事を聞いて、俺は久ひさしぶりにその男を思い浮うかべた。三年間、会っていない。帰国してからも、挨あい拶さつに行っていない。今いま頃ごろは怒おこっているだろう。あの街、桜さくら野ので……
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　偉い丈じよう夫ふであった。ずぅむ、ずぅむと床ゆかを踏ふみ抜ぬかんばかりの足音。

　身長二○五センチ。体重一二五キロ。三〇年以上、鍛きたえ抜き、死線をくぐり抜けた隆りゆう隆りゆうたる肉体。無ぶ精しよう髭ひげを伸のばした顔には、肉にく食しよく獣じゆうの眼がん光こう。巨きよ軀くからは、陽かげ炎ろうめいた熱気があふれている。

　しかし男が羽は織おるのは、場ば違ちがいな紺こん地じのはっぴだ。背せ中なかには丸に『神』の字を染そめ抜き、足には雪せつ駄たを突つっかけただけ。

　だが格かつ好こうはどうあれ、男の士し名めいは間違いなく日本随ずい一いち。あの世界から生せい還かんした者は、歴史上五人といない。それ故ゆえに、士名は《独どく尊そん往おう還かん》。そしてもうひとつは……

「《苦く行ぎよう鋼こう帝てい》を呼び出したのは、貴き様さまか」

　両開きの扉とびらを押おし開き、怨えん嗟さのこもった声で呻うめく。

　そこは、銀ぎん座ざの夜景を一望できるラウンジであった。室内に敷しかれたカーペットは、足首が埋うまるほど厚あつく、黒くろ革かわ張ばりの高級ソファが整然と並ならぶ。

　東京、千ち代よ田だ区隼はやぶさ町。皇こう居きよ桜さくら田だ堀ぼりに面し、国会議事堂を擁ようする永なが田た町の北に、日本統とう合ごう領りよう派は本部はあった。通つう称しよう・三み宅やけ坂ざか。日本を守しゆ護ごする一○○○の領派を統とう括かつする総そう司し令れい部であり、《鎮ちん守じゆ》の術じゆつによって幾いく重えにも守られた九領域の要よう塞さい。

　その本部最上階にあるラウンジで、待っていた男は深々と一礼した。

「申し訳わけありません、宇牙神さん。ですが火急の用よう件けんです。どうぞおかけください」

　聖護院家統とう帥すい、聖護院ゼクウ。三六歳さい。アッシュの父は、長い銀ぎん髪ぱつを腰こしまで伸ばし、オーダーメイドスーツを着き込こんでいた。

　肌はだは粉こな雪ゆきのように白く、指輪を嵌はめた指もしなやか。女じよ性せいと見まごう容よう姿しは、とても子こ供どもがいる父親とは思えない。長身瘦そう軀くの、妖あやしげな美形である。

　偉丈夫も、おもむろにソファに着いた。

「娑しや婆ば臭くさい格かつ好こうだな、聖護院」

「仕方ありません。今日も政せい府ふの経けい済ざい諮し問もん委員会に呼ばれておりました。最近の九領域は、異相ネガスフイアと戦うだけではありませんから」

　すると偉丈夫は、傍かたわらのシャンパンクーラーを引き寄せた。バケツ状じようのそれには、歴代フランス大だい統とう領りようが愛飲するテタンジェのボトルが氷中に埋まっている。

　偉丈夫は、栓せんのされたボトルを握にぎり、巌いわおのような指でネックを握り潰つぶした。途と端たんに発はつ泡ぽう。シャンパンが勢いきおいよく、流れ落ちる。

　それに直ちよく接せつ口づけ、ごきゅっ、ごきゅっと飲み干ほしていく。同時に偉丈夫の口から破は砕さい音おんも聞こえてきた。ボトルの破は片へんも、嚙かみ砕くだいているのだ。

　偉丈夫は、むふうっと熱い息を吐はいた。

「九領域ではない。日本人なら古来の名を名乗れ。護ご九く道どうとな」

「あなただけですよ、そんな名を使うのは。相変わらずの昔むかし気質かたぎですね。それでは戦せん崎ざきも苦労するでしょう。彼もそろそろ分家させたら如何いかがです？」

「奴やつは、まだ修しゆ行ぎようを続けたいと言う」

「慕したわれて結けつ構こうですね」

「無む駄だ話ばなしはいい。本題に入れ」

　ゼクウはうなずき、ソファにもたれた。

「あなたのご子息が、介罪人に襲しゆう撃げきされました。犯はん人にんの痕こん跡せきは聖護院家が確かく認にんし、すでに居い場ば所しよの特定に入っております」

「我わが息子むすこならば、仇あだは返すであろう」

「それは無理です。すでに二度襲おそわれて、二度とも後おくれを取りました」

　聞くなり、偉丈夫の手がシャンパンクーラーを放った。壁かべに激げき突とつ。氷が、床にばらまかれた。

「……未み熟じゆく……！」

「三年も実戦から遠ざかれば当然ですよ。とりあえず、アッシュに登校禁きん止し処しよ分ぶんを出させました。倅せがれには、誅殺の指し揮きも執とらせます。あの子も未熟ですが、そろそろ経けい歴れきに箔はくを付けてやりませんとね」

　だが偉丈夫は、人食い虎とらの如ごとく吼ほえた。

「宇牙神に傍ぼう観かんの二文字はない。我わが精せい兵へいを西浜へ送る。まず最高師し範はんの相そう馬ま、次に戦崎と千ち里さと……」

「待ってください。うちの管かん轄かつを荒あらされるのは困こまります。それより、あなたのご子息が狙ねらわれた理由をお教えください」

「鋼帝の跡あと継つぎならば、命を狙う輩やからも多い」

「それだけの理由とは思えません。倅も、そして私も……三年前の事じ件けんが関かん与よしていると推すい察さつするのですが」

　偉丈夫は、表ひよう情じようこそ変えないものの、堅かたく口を閉とざす。対するゼクウも、冷静さを保たもったまま先を続けた。

「宇牙神さん、こんな噂うわさがあるのを御ご存ぞん知じですか？　何百年も昔から、この世界には、箝かん口こう事件と呼よばれる秘ひ密みつがあるそうですよ。それは異相が絡からんだ事件にもかかわらず、何らかの理由で領域公文書館アーカイヴにも記録されず、その一いつ切さいの痕跡を消されてしまうそうです」

「噂に過すぎぬ」

「そうでしょうか？　現げんにあなたのご子息が三年前に関かかわり、ご子息のかしずきが死んだ事件……その詳しよう細さいは、今もって公おおやけにされていないのですよ。あなたのご子息が三年間、どこに居いたかも明らかにされていない」

「跡継ぎは、病院で療りよう養ようしていた」

「その病院名も、公表されていないじゃありませんか。もしや箝口事件は現実に存そん在ざいし、あなたのご子息が関わった事件こそ、箝口事件なんじゃありませんか？」

「くだらぬ推すい論ろんだ」

「噂は、さらに続きます。その箝口事件を封ふう印いんしているのは、他ほかならぬ九領域を束ねる者たち……九軍帥ストラテゴ・ナインだと言うんですよ。つまり……宇牙神さん、あなたです」

　ゼクウは、遂ついにソファから身を乗り出した。

「あなたも九軍帥のお一人です、宇牙神さん。日本が誇ほこる最強の領域士……いや史し上じよう希まれなる異相からの生せい還かんを果たしたあなただ。九軍帥に選ばれるのは当然……しかしそのあなたが、もしやご子息の事件隠いん蔽ぺいに関わっているのではありませんか？」

「…………」

「いったい、何があるんです？　なぜ宇牙神リョウトは狙ねらわれ、彼のかしずきは死んだのです？　そして今また狙われる理由を、お教えいただきたい。我われ々われが西浜を守るには、真実が必要なのですよ」

　ゼクウの指が、ぎりっとテーブルを搔かく。

　しかし五秒……一○秒……偉い丈じよう夫ふは答えない。何者をも寄よせ付けぬ殺気と、諦てい観かんにも似にた表情が硬かたく張り付いている。

　すると唐とう突とつに、入口の扉とびらが開かれた。

「相変わらず強ごう情じようだナ、宇牙神の」

「《なめ……》いや、弥勒寺の叔父おじ貴き」

　咄とつ嗟さに、偉丈夫が席から立ち上がる。

　現あらわれたのは、小こ柄がらな老人。杖つえをつき、くしゃくしゃの皺しわ深ぶかい笑えみを浮うかべていた。頭は禿はげ上がり、丸まった背せは、非ひ力りきそのもの。しかし老人は、矍かく鑠しやくとした足取りでゼクウの傍そばに立った。

「諦あきらめナ、聖護院の。この男は、ガキん頃ころからこうだ。自分の覚かく悟ごは、絶ぜつ対たい変えねェよ」

「しかし弥勒寺のご隠いん居きよ……」

「そもそも箝口事件って言うぐらいだ。たとえ本当にあったとしても、喋しやべるはずがねェ。喋るような奴やつが関わってたら、とっくに消されてるだろうヨ」

　かかかと笑って、老人も席に着いた。

「しかしお前さんが口を割わらない以上、この件は聖護院に任まかせるんだナ」

「叔父貴……！」

「気持ちは分かる……けどリョウの字を巻まき込むのは、止やめとくんだナ。また妙みような事になりゃア、孫のユリも悲しむ」

「…………」

「西浜に宇牙神の連中も送り込むんじゃねェぞ。リョウトの護ご衛えいとして、かしずき一人いれば十分だァな」

　そして老人は、歯の欠けた口で笑った。

「リョウの字に伝えナ。明日一日、外出は罷まかりならねェ。学校だけじゃねェ。街にも出るんじゃねェぞ」

「何をするおつもりか」

「明日が大おお捕とり物ものになるノよ」

　言われて、偉丈夫の髪かみが逆さか立だった。

「聖護院、貴様……」

「さっき言ったでしょう。我々は、居場所の特定に入ったと」

　ゼクウは、悠ゆう然ぜんと細い指を組んだ。

「明日、介罪人のアジトに踏ふみ込みます。事が済すむまでリョウトには、おとなしくしていただきましょうか」

「宇牙神を愚ぐ弄ろうする気か」

「真実をお話しくだされば、話は別です。しかしそうでないなら、我々だけで誅殺するしかありません。それが一番安全なんですよ。西浜市民にとってね」

　老人も、杖の先で偉丈夫の足をつついた。

「聞いた話じゃあ、リョウの字の奴、学校帰りに喫きつ茶さ店てんに寄ったってナ。狙われてる身でなに考えてやがンだ。他人ひと様さまの迷めい惑わくになるような真似まねは、この俺おれが許ゆるさねェぜ」

「これは全部、叔父貴の仕切りか」

「そうよ。否いなやは言わせねぇぜ。なァに明日一日のガマンだ。それくらい辛しん抱ぼう出来なきゃ、宇牙神の名は継つげねェよ」

　老人の目に猛たけ々だけしさはない。しかし何者にも動じぬ強さがある。偉丈夫は、憤ふん然ぜんと長なが煙管ギセルを取り出し、未点火のままくわえた。

「鋼こう帝ていの跡あと継つぎは、《独どく断だん戦せん巧こう》だと言っておく」

「それがどうしたィ」

「根回しや取り決めは枷かせにならない……鋼帝同様にな」

　ゼクウも肩かたをすくめるしかない、無ぶ頼らいの王者であった。
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　西浜の街に、夜の明かりが灯ともった。駅前商店街は、家路を急ぐ人や買い物客でごった返してる。その雑ざつ踏とうの中、森北さんは小さく手を振ふってくれた。

「宇牙神くん……また学校で……」

「ああ、またね、森北さん」

「うん……コーヒーも飲みに来て」

　結局、俺たちは夕方まで『ラピスラズリ』の修しゆう理りを手伝い、森北さんお手て製せいのオムライスをいただいた。食後には勿もち論ろん、沙織さんの淹いれたマンデリン……その後味を含ふくみながら、俺は森北さんに手を振り返した。

　──ありがとう。

　──迷惑かけたのは、俺なのに。

　俺が、命を狙ねらわれてると知って、また店に入れてくれた。もしかしたら今日も介罪人に襲おそわれて、巻まき添ぞえになるかもしれなかったのに……

　──どう応こたえればいい。

　──森北さんの……沙織さんの好意に……

　──領域士として……俺は……

　しばらく思いを巡めぐらせ、俺は口を開いた。

「今朝は、すまなかった……小春。ミィさんとお前の言う通りだよ。俺は学校に行くべきじゃなかった」

「若わかさま……」

「それどころか……今、街を歩くのも許ゆるされない存そん在ざいだよ」

　俺は、小春の顔を見ないまま続けた。

「お前に説教しておきながら、このザマだ。俺は、この街の人たちに迷惑かけてる」

「…………」

「今夜はさっさと部屋に帰って、おとなしく寝ねるよ。お前も病やみ上がりだろ。今夜は、早く休めよ」

　自分では、自然に言ったつもりだった。だが言い終えると……

「え……小春？」

　突とつ然ぜん、俺の手が、小春の指に握にぎられた。柔やわらかな感かん触しよく。しかし有う無むを言わせぬ力がこもっている。

「なんだよ、いきなり……」

　しかし抗こう議ぎにも応えず、小春は俺の手を引っ張ぱり、駅前公園の木立に誘さそった。まだ時間が早いとは言え、あちこちで睦むつみ合うカップルの姿すがたがある。

　暗がりの中、小春は俺の背せを大木に押おし当てた。

「ここなら結けつ構こうです」

「小春、お前……」

「お静かに。聖護院の領域士に聞かれては困こまります」

　確たしかに、監かん視しの気配はまだある。あまりにも長く続いているので、俺も存在を忘わすれていたほどだ。夜風が木立をざわめかせると、小春は俺を見上げた。

「……分かりやすい噓うそは困ります、若さま」

「なんだと」

「見くびらないでください。もうずっと一いつ緒しよにいるのです。それくらい見み抜ぬけます」

　動どう揺よう。押し隠かくして、俺は顔を背そむける。だが小春の視し線せんは、また真っ直すぐだった。

「俺が、いつ噓をついた」

「たった今です。おとなしく眠ねむるおつもりは無いはず……」

「部屋から出やしないよ。俺はもう、誰だれにも迷惑かけたくないんだ」

「逆ぎやくに申せば……迷惑さえかからなければ、戦いたいはずです。介罪人と」

　頭上で、梢こずえがざわめく。小春の金きん髪ぱつが夜風になびいた。

「西浜の街は、広うございます。街中や学校を避さけ、深夜を選べば、人ひと気けのない場所もあるでしょう。そこを今夜一人で巡めぐり、敵てきを誘おびき寄よせる……あるいは、介罪人のアジトを探さがす……若さまは、そうお考えのはずです」

　俺は、夜空を仰あおいだ。驚おどろくほど、今夜は星がよく見える。

「……それも戦せん略りやく思考の結けつ論ろん？」

「若さまのお考えが読めぬようでは、かしずきは務つとまりませぬ」

「だったらどうすればいい。俺の事じ件けんだぞ。俺が片かた付づけなくてどうする」

　思わず、苛いら立だつ。小春にぶつけても仕方ないのに……

　すると小春は、静かに告げた。

「やはり敵の最終戦略から考えるべきです。恐おそらく若さまを、この西浜で討うつ計画……その準じゆん備びを、台無しにすればよいのです」

「どうやってそんな……」

「今こ宵よい、若さまと私が西浜を出ればよいのです。桜野に帰る振ふりをすれば……」

「そうか、追ってくるな」

「若さまに桜野に逃にげ込こまれては困こまるでしょう。宇牙神家の皆みな様さまがいては、敵も手を出しづらいはず」

　言われて、俺は地図を思い浮うかべた。

　西浜市から桜野市まで、私し鉄てつ桜野線で約三○分……無論、電車は使えない。だが俺たち領域士の脚きやく力りよくなら歩いていける。

　──しかも桜野に達するには、国道二○四号線の峠とうげ道みちを越こえなければならない。

　──敵が待ち伏ぶせるには、絶ぜつ好こうの地形。

　──逆に、その峠道に敵を誘き寄せる。

　──深夜なら交通量も少なく、誰かが巻まき添ぞえになる可か能のう性せいも少ない。

　──聖護院の監かん視しも、俺が桜野へ帰る事は阻そ止ししないだろう。むしろそれを望んでいるのだし……

　俺は、小春の双そう眸ぼうと向き合った。

「……いつ、思いついた？」

「先日から、ずっと思案しておりました」

「やっぱお前、軍ぐん師しだな」

「では、ご裁さい可かくださいますか？」

「ああ。ただし作戦は、確かく実じつにすべきだ」

　俺は、学校のカバンを小春に押しつけた。

「今から俺一人で峠に向かう。お前は西浜に残れ」

「そんな若わかさま！」

「俺一人なら、奴やつらは絶対に食いつく」

「策さくだけお採とり上げになるなど……！」

　小春は、俺のカバンを抱だいたまま、唇くちびるを嚙かんでいる。こんな間近で、小春と接せつするのは初めてだ。瞳ひとみが揺ゆれているように見えるのは、気のせいかな。

　──でも受け入れちゃだめだ。

　──かしずきの思いだけは……二度と……

　自分に言い聞かせ、そっと離はなれた。

「……わがままな若さまだと諦あきらめろ」

「若さま……」

　別べつ離りのつもりで、俺は小春に背を向けた。

　▼領域因子ポテンシア、活かつ性せい化か完かん了りよう。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動。

　▼▼〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉自動発動。

　術光オーラに包まれ、俺は戦せん闘とう態たい勢せいに入った。

　──これでいい。

　──もう小春にも甘あまえてはいけない。

　──好意に応こたえるには、これしか……

　俺は、答えを出したつもりだった。誰も傷きずつけず、みんなを守る答えを。

　けど俺の背せ中なかに、小春の声が刺ささった。

「若さま、私は……」

　思わず振り返る。一いつ瞬しゆんかいま見えた小春の瞳。その輝かがやきはどこか……




　瞬間、俺たちは、無数の人ひと影かげに包囲されていた。全員、襟えりに聖護院家の家か紋もんバッジ。一人進み出たショートカットの女は、慇いん懃ぎんに会え釈しやくをした。

「推すい参さん。聖護院家筆ひつ頭とう領域士、榊さかき原ばらキルカと申します。宇牙神リョウトさまの身み柄がらは、これより我われら聖護院家が預あずかります。何なに卒とぞ、ご了りよう承しようください」

「なんだと……」

「厳げん命めい。明日いっぱい自じ宅たくに籠こもり、外出は一いつ切さい罷まかりなりません。聖護院家が、介罪人を誅殺するまでのご辛しん抱ぼうです」

　聞いた瞬間、俺は、キルカに詰つめ寄よった。

「見つけたのか！　どこにいる！」

「拒きよ絶ぜつ。あなたさまに、介罪人の情じよう報ほうはお教えできません」

「馬ば鹿かな！　狙ねらわれたのは俺なんだぞ！」

「拒絶。これは聖護院、宇牙神両家統帥の合意によるもので、あなたさまに拒きよ否ひする権けん利りはございません」

「馬鹿な！　そんな勝手な話を親父おやじが吞のむはずが……」

「追記。弥勒寺の長老もご同意されております。宇牙神の統帥はいたくご立りつ腹ぷくでしたが、最終決けつ裁さいは事実」

　キルカは、無む機き質しつな声で続けた。

「結けつ論ろん。勝手な行動はお控ひかえくださいますよう。今回の件けんで、あなたさまの出る幕まくはございません」

　あからさまな見下し。だが抗こうするより、啞あ然ぜんとして声が出せない。

　──俺には、何も許ゆるされないのか。

　──報むくいる事も……応える事も。

　唐とう突とつな宣せん告こくに、思考が空転する。しかし侮ぶ蔑べつからかばうように、小春が俺の前に立ってくれた。

「お待ちください！　若さまにも戦う機会をお与あたえください！」

「小春……」

「お願いいたします！　もう誰一人として西浜の皆みな様さまにご迷めい惑あくはおかけしません！　今度こそ必ず……」

　すがるように、小春は俺の自由を叫さけんでくれた。

　だが懇こん願がんの途と中ちゆうで……ぶんっ！とキルカの姿すがたが消えた。一瞬見えた残光は水色。《流りゆう刻こく》の領域色シエイド……と思った刹せつ那な、キルカは小春の目前に現げん出しゆつ。同時に、血を吐はくような叫きよう喚かんを発した。

「戯ざれ言、言ってんじゃないよ、かしずき風ふ情ぜいが！」

　無機質をかなぐり捨すて、キルカは鬼き面めんに変じた。

「戦いたいのは、あんたの独善エゴ！　介罪人に報いたいのもあんたの独善だ！　でもそんなわがままに、つき合っちゃいられないんだよ！」

「…………！」

「誰が介罪人を殺やろうが、関係ないだろ！　この街の平和だけ、考える心はないのかい！」

　小春は微び動どうだにしない。俺おれも、キルカの叫びに貫つらぬかれていた。

　──敵てきに固こ執しつしてたのは、聖護院じゃない。

　──この俺だったんだ。

　介罪人が倒たおれ、西浜の平和が守られればそれでいい。たとえ俺が狙われていようと、より力ある者がそれを為なせば、領域士として満足すべき。なのに俺は……

　キルカは、ゆっくり俺に視し線せんを向けた。その顔は、無機質を取り戻もどしてる。

「真実。あなたさまは二度、介罪人に敗やぶれた。実戦のブランクは三年間……そんな領域士に誅殺を任まかせては、聖護院家は西浜に顔向けできない」

「榊原、俺は……」

「結論。あなたさまには、敗北要よう素そが多すぎる。それが信ずるに足らぬ理由です」

　俺の身体からだから術じゆつ光こうが失うせる。

　脱だつ力りよくした俺は、背はい後ごの大木によりかかった。

　──これが、俺への現げん実じつ的評ひよう価か。

　──森北さんみたいな優やさしさは例外。

　──親父も、戦崎も……

　──アッシュも、ミィさんも……

　──学校のみんなも……弥勒寺の爺じいさんも……

　──信しん頼らいを取り戻す機会すらくれないんだ。

　──信頼を失った俺に……

　不意に、今朝の感覚が甦よみがえった。

　俺は日にち常じようだけでなく、領域士の世界からも隔かく離りされたのだ。見えない獄ごく舎しやに繫つながれ、罪つみを償つぐなう機会も奪うばわれ、永えい遠えんに罰ばつを受け続けるだけの存そん在ざい……そう、まるでギリシア神話の不死巨神プロメテウスのように。

　そしてこの世界に、俺を救える英雄ヘラクレスはいない。







　　　【Phase.5　作戦開始時刻ゼロアワー一八○○】







　目覚めた時、もう太陽は高く昇のぼってた。

　ソファで寝ねるのは慣なれたけど、昨夜は深しん刻こくなやり取りをしたばかりだ。熟じゆく睡すいなんてできない。

　土曜日、午後一二時○○分。服に着き替がえ、体内の領域因子ポテンシアを確かく認にんする。あふれるほど四し肢しに充じゆう満まん。体調だけは、すこぶる良い。

　──だけど今日、術じゆつを使う必要はない。

　──修しゆ行ぎようにも学校にも行く必要はない。

　──何も……してはいけない。

　俺はベランダへ出て、外気を吸すってみた。二七階から見える東京湾わんは静かで、西にし浜はまの街は春はる霞がすみにけぶってる。

　──この街のどこかで……

　──今日、決着がつく。

　どうしても考えてしまう。『何もしないをする』のが、こんなに辛つらいなんて……

　すると背はい後ごに、小こ春はるの気配が立った。

「おはようございます……若わかさま」

　エプロン姿すがたの小春も、どこかよそよそしい雰ふん囲い気き。それも仕方ない。昨夜あの一いつ件けんがあってから、お互たがい口をきいてないし。

　でも俺は、無理して会話を始めた。

「アジトに攻せめ込こむの、何時いつ頃ごろだろうな」

「恐おそらく日にち没ぼつ後ごでしょう」

「この時間が、あと半日も続くのか……」

　思わず、愚ぐ痴ちめいた事を言ってしまう。

　けど小春の顔にも憂うれいがあった。辛いのは、俺だけじゃない。

「小春……今日は、荷物の整理、手伝ってくれないか」

　俺は、ベランダからリビングを指した。そこには、まだ梱こん包ぽうされたままの私し物ぶつが山と積まれてる。小春は、軽くうなずいた。

「承しよう知ちしました。夕方までかかりそうですね」

「ああ。作業に没頭してれば、余よ計けいな事は考えずに済すむだろ」

「若さま、私は……」

「今日は止やめとこう、な」

「……はい……」

「それに、飯も食いたいし」

「私もご一いつ緒しよいたします」

「え、お前、まだ食べてないのか？」

「若さまをお待ちしておりましたので」

「そんな気き遣づかい……」

「若さまより先に、かしずきは箸はしを付けぬものです」

　小春は会え釈しやくして、キッチンに戻もどっていく。

　その姿が傍そばにいる事に、俺はもう慣れ始めていた。なのにまだ、かしずきと認みとめてないなんて、なんだか変だ。

　結局、これも俺の独善エゴなんだろう。
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「今日も休みだな、宇う牙が神じんと松まつ下した」

「……うん」

　エルヒコの言葉に、ユリは肩かたを落とした。

　土曜日の授じゆ業ぎようは昼前に終わったが、一年Ａ組にはほとんどの生徒が残っている。みな教室で弁べん当とうを食べ、午後から学がく斗と隊たいでの訓練に行くらしい。

　だがユリは、そんな目的もないまま、イチゴ牛ぎゆう乳にゆうをちゅーっとストローですすった。

「リョウちゃんと小春ちゃん……大だい丈じよう夫ぶかしら。聖しよう護ご院いんくんちの監かん視し付きじゃ、街にも出られないだろうし……領域士イグザルタスが戦えないのって、ストレス溜たまるのよね」

「そのストレス、ベッドで解かい消しようしてんだろ」

「ぐ、ぐ、ぐぬううううううううっっ……」

　イチゴ牛乳をすする音が、ずずずーっに変わった。

「噓うそよ噓。リョウちゃんと小春ちゃんがそんな関係になるなんて絶ぜつ対たいありえない。そうよあれはきっと聖護院くんの聞き間ま違ちがい。だってほら聖護院家の領域士は質しつが低いってリョウちゃんも言ってたし、伝言ゲームみたいに会話の内ない容ようも変わったんだわ、そうよそうよ、落ち着けユリ落ち着けー」

「自じ己こ暗あん示じは見苦しいぜ、弥勒みろく寺じさん」

　エルヒコに看かん破ぱされ、ユリ撃げき沈ちん。

　するとユリの周囲に、数人の女子が集まってきた。

「でも弥勒寺さんって、本当に宇牙神くんオンリーよね？」

「幼おさななじみから恋こいに発はつ展てんパターン？」

「子こ供どもの頃ころに『お嫁よめさんにしてあげる』的な約束した？」

　するとユリは、前まえ髪がみをちょちょいと直した。

「や、約束はしてないけど……どうしても気になる人なのよ。昔は一いつ緒しよに修しゆ行ぎようしてて、リョウちゃんは怪け我がすると『ユリちゃーん、治してよー』とかって甘あまえてきて……治ち癒ゆしてあげると、にこにこ笑って『ありがとー、ユリちゃん大好きー』って……」

　その瞬しゆん間かん、クラスは爆ばく笑しように包まれた。

「噓だろ！　あの宇牙神がにこにこ笑い？」

「信じらんない！　笑え顔がおなんか見た事ないし」

「つーか、いつも殺気一○○％」

「イイ奴やつだけど、顔は怖こわい」

「いつも怒おこってるみたいだよな」

　しかしユリは、左右の拳こぶしを握にぎった。

「違うのよ！　本当はリョウちゃん、優やさしい人なんだってば……そりゃあ私も再さい会かいしてから、一度も笑顔、見てないけど」

「弥勒寺さん、理由って分かる？」

「多分、三年前の事じ件けん……詳くわしくは知らないけど、リョウちゃんの最初のかしずきさんが亡なくなった事かな」

　ユリが言うと、笑いも収まった。

「私、リョウちゃんには、昔みたいに笑ってほしいの。なのに学校からも拒きよ絶ぜつされて……どう励はげましていいか分かんないし」

　その時、気の利きく星ほし村むらまなみが、ぽんと手を叩たたいた。

「だったらみんなで、宇牙神くんにメール送ってみない？」

「え？」

「一年Ａ組は彼の味方だって伝えるの。私たちに、何かできる事はないか訊きいて……まずはそこから」

　すると、一年Ａ組の面々が結集した。

「いいじゃん。それ」

「そうかな？　宇牙神、きっと遠えん慮りよするぜ」

「だとしても意思表示にはなるよ」

「このままじゃ宇牙神、学校を嫌きらいになるかもしれないしな」

「宇牙神も、メールなら笑顔マークで返信してくれるんじゃね？」

「じゃあ最初に笑顔マーク受け取った奴やつが優ゆう勝しようね。なんの？」

「あたし、松下さんにも送っちゃおーっと」

「待てよ。俺、二人のメアド知らねえぞ」

「俺も知らねー」「あたしも」「俺も」

「弥勒寺さん、知ってる？」

　ユリは、首を横に振ふった。

「ごめん。まだ私も聞いてなくて……あ、でもミィさんなら学級委員だからきっと……」

「あれ、ミィさんいないわよ」

「あいつ、帰りやがった！」

「使えねーな！　学級委員のくせに！」

「よし、先せん輩ぱいたちに当たろう。宇牙神が体験入隊した学斗隊なら、もしかしてメアド聞いてるかも！」

「それよ！　手分けして聞き込み開始！」

　一年Ａ組は、脱だつ兎との如ごとく教室から飛び出した。現げん在ざい、一三時○○分……
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　西浜の中心部から、内陸へ向かう国道二三号線。その幹線道路から脇わき道みちに入ると、林間に巨きよ大だいな倉庫群ぐんがある。聖護院引っ越こしセンター第六営えい業ぎよう所しよ……

　だが倉庫内には、巨大な作戦テーブルが据すえられ、無数の領域士が立ち働いている。表面が立体ディスプレイ化されたテーブルに浮うかぶは、西浜の市街地図。図上を動き回る光点は、現場の領域士を示しめし、その色は領域色シエイドに等しい。そして光点は、西浜市辺へん境きようの一区画を遠とお巻まきに包囲していた。

「ここが介罪人クリミナルのアジトだ。西浜市環かん境きよう事業局・第六焼しよう却きやくセンター跡あと地ち」

　聖護院アッシュは、領域士たちに告げた。

「取り壊こわしが決まった西浜市の施し設せつだ。最近は人ひと気けが途と絶だえ、その隙すきに介罪人が潜もぐり込んだらしい。すでに捜そう索さく班はんが、一八名の出入りを確かく認にんしている」

　テーブルの周囲をゆっくり歩き、アッシュは尖とがった顎あごを撫なでた。

「恐おそらく首しゆ謀ぼう者しやの介罪人が一名……その他は配下の怨痕者アンガーだろう。だが虚力ネガスペルを与あたえられた戦せん闘とう要員など恐るるに足らん。現在、目標内には一二名を確認……残る六名は二手に分かれて、西浜市内を移い動どう中ちゆうだ。これは別班が追つい尾びしている」

　アッシュは、腕うで時ど計けいを見た。

「特に支し障しようがなければ、作戦開始時刻ゼロアワーは一八○○時……あと五時間でアジト内外の介罪人を同時に誅ちゆう殺さつする」

　聖護院家の《神しん智ち》領域士たちは、観かん測そく術じゆつによって目標を監かん視しし、遠えん隔かく思考伝達術によって現場の領域士と連れん絡らくを取っている。これぞ領域士を直結させた聖護院家の作戦管理システム。

「監視第一班から報ほう告こく、突入目標バツドハウスに変化無し」

「監視第二班、標的集しゆう団だんアルファは西浜七丁目交差点を北上中」

「監視第三班、西浜インター出口、あと三○分で偽ぎ装そう交通規き制せいを始めます」

　状じよう況きよう報告を聞くアッシュに、気弱そうな少年が歩み寄よった。

「なぜアジトが分かったんですか」

「不思議かね、片かた岡おか候こう補ほ生せい」

　アッシュは、地図を見下ろして笑った。

「介罪人も怨痕者も、体内の領域因子をすべて捧ささげて、虚力を得ている。つまりこの西浜市内にいる人間、すべてを走査スキヤンし、まったく領域因子を持たぬ者を突つき止めただけだ」

「すべて……と仰おつしやいますが、西浜市の人口は五○万人以上ですよ」

　ミィさんは、顔半分を引きつらせた。

「さらに市外からの通つう勤きん・通学者、周辺町村を含ふくめれば、走査対象はその倍にも膨ふくれあがります。まさかそれを……」

「ああ、調べ尽つくした。たった二、三日でな。多数の領域士を抱かかえる、我わが聖護院家ならではの緻ち密みつな人海戦術だ」

　アッシュは、歌うように続けた。

「私が《鎮ちん守じゆ》と《神しん智ち》を学んだ理由がこれだ。広域走査術を極きわめれば、我われ々われは管かん轄かつの平和を完全に維い持じできる」

「それでは一いつ般ぱん市民の了りよう解かいなしに、あらゆる個こ人じん情じよう報ほうが取得でき……」

「そうとも。もし望むなら、我々は西浜市民の情報をＤＮＡレベルから性せい癖へきまで入手できる。それどころか《心しん魂こん》の読心術をも組み合わせれば、街を飛び交かう思考すら読み取れるだろう。誰だれが誰を憎にくみ、誰がどんな妄もう想そうを楽しんでいるか……」

「領域憲けん章しように抵てい触しよくするのでは？」

「人類総そう動どう員いん法は、いかなる人じん権けん保ほ護ご法にも優ゆう先せんする」

　青ざめるミィさんに、アッシュはカップを掲かかげた。

「些さ細さいな偽ぎ善ぜんは捨すてるのだ、片岡候補生。これが異相戦争ネガテイヴ・ウオーの新たな形だ。個人を捨て、組そ織しき戦せんに徹てつせねば、人類は異相ネガスフイアに敗やぶれる」

「はい……」

「それより問題は、なぜ介罪人がリョウトを狙ねらったかだ……奴やつらいったい、何を知っているのか……」

　呻うめくアッシュを、ミィさんは黙だまって見つめた。現げん在ざい、一三時二○分……
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「それにしても若わかさま……ずいぶん、ご本が多いのですね」

　段だんボール箱を開けつつ、小春が驚おどろく。俺おれも、我ながら呆あきれてた。

「まあな。ずいぶん集まっちまった。この三年間、本を取り寄せて読むくらいしか娯ご楽らくがなかったから」

「歴史、科学、文学……いろいろですね」

「俺、本に関しては雑ざつ食しよくなんだ……あ、棚たなには適てき当とうに入れちゃっていいぞ。後でヒマな時に整理するから」

　俺のマンションには、午後の陽光が射さし込こんでた。しかし小春と二人、静かに本を整理していれば、焦しよう燥そうも薄うすまっていく。

　やがて小春が、一冊さつの本を手にした。

「これは、私も読みました」

　本のタイトルは、『ヘレン・ケラーはどう教育されたか』。

　ヘレン・ケラーは一九世紀末に生まれた《霊れい命めい》の領域士で、幼おさなくして視し聴ちよう力りよくと会話能のう力りよくを失った人だ。

　だがこの本の著ちよ者しやは、アン・サリバン……つまりヘレンに術じゆつを教えたかしずきアテンドである。会話もままならぬヘレンと心を通わせ、術を教育したサリバン師しは『奇き跡せきの人』とも呼よばれている。

　小春は、その本をじっと見つめた。

「この方は、かしずきの理想です。わがままだったヘレンを立りつ派ぱな領域士に導みちびいたのですから……私も、この方のようになりたく思います」

「サリバン先生は、ヘレンを二七階から突つき落としたりしないと思うぞ」

「いいえ。サリバン先生の生徒が若さまだったら、そう為なされるでしょう……でも若さま、どうしてこの本を？」

「……読めって言う奴がいたからな」

「どなたです、それは」

「……スコットランド人の独どく身しん男おとこだ」

　自分でも意外に思う。けど、あいつが勧すすめてくれた本は、未いまだに忘わすれられない。ただそれ以上の回想は抑おさえ、俺は頭を搔かいた。

「もう、どんな奴かも忘れたよ。ずいぶん会ってないし」

「そう……でしたか」

「あ、その本、こっちに入れてくれ」

「……はい、若さま」

　俺は手を動かしながら、時計を見た。現在、一五時二○分。
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　西浜市の公共スピーカーから、『遠き山に日は落ちて』が流れる。時報代わりの曲を聞きながら、伊い坐ざ凪なぎレイラはクラス名めい簿ぼを差し出した。

「どうぞ、弥勒寺さん。宇牙神くんと松下さんのメアドならこれに載のってるわ。この名簿は、個こ人じん情じよう報ほう保ほ護ご法の適てき用よう外がいだから」

「あ、ありがとうございます、先生……なにしろリョウちゃんたちの連れん絡らく先さき、誰も知らなくて……」

　何時間も校内を走り回ったユリは、ぜえぜえと息を切らせている。それでも手早くそれを携けい帯たいに打ち込み、転送。

　伊坐凪レイラは、職しよく員いん室しつの席に座すわったまま、その様子を眺ながめた。

「クラス全員に送ってるの？」

「あ、はい。それと先せん輩ぱいにもかなり」

「宇牙神くんを学斗隊に勧かん誘ゆうした子たちね」

「そうなんです。実はみんな第一統とう轄かつの処しよ置ちに不満持ってたみたいで……リョウちゃんに応おう援えんメール送るって言ったら、賛さん同どう者しやが増ふえちゃいました」

「そういう優やさしさ、宇牙神くんには迷めい惑わくかもしれないわよ」

　レイラは、尖とがった顎あごに指を乗せた。

「彼は、あなたたちを巻まき添ぞえにする事を恐おそれてる。だから第一統轄の処分に従したがったんでしょう。わざわざ距きよ離りを置いたのに、接せつ近きんしたら困こまるのは彼よ」

「分かってます。だから今は気持ちを伝えるだけでガマンするんです。でも本当は……」

「巻き添えになると分かってても、宇牙神くんの力になりたい？」

「全員じゃありませんけど……一年Ａ組のほとんどがそう思ってます」

　それは《心しん魂こん》領域士としての確かく信しん。教室で感じた熱気に、偽いつわりはなかった。

　レイラも、しばし沈ちん黙もくし……不意に机つくえの引き出しを開けた。取り出したのは、細長い酒さか瓶びん。ラベルには鹿しか角つの。琥こ珀はく色の液えき体たいを、とくとくとマグカップに注いでいく。

「せ、先生、それってまさか本物の……」

「バーボンの最さい高こう峰ほう、ジョージ・Ｔ・スタッグ。東部アメリカ深蝕エロード前に輸ゆ入にゆうした物よ」

「い、いくら先生でも学内で飲酒は……」

「野や暮ぼな事言わないで。今はあなたたちに乾かん杯ぱいしたい気分なんだから」

　ユリの狼ろう狽ばいも気にせず、一気にあおり、レイラは熱い息を吐はいた。

「……いい目標ができたわ」

「え……」

「卒業までに、あなたたち一年Ａ組を、学内最強に育ててみせる。全員、宇牙神くんにひけをとらぬ領域士にね」

「……先生」

「彼と一いつ緒しよにいたいなら強くなるしかない……今その資し格かくを持つのは、松下さんとあなただけよ、弥勒寺さん」

「……はい」

「行きなさい、宇牙神くんの所へ。どうせあなたも、巻き添えを恐れない一人でしょ」
















　ユリは、力強くうなずいた。

「恐れません、絶ぜつ対たいに」

　それだけ言って一礼し、身をひるがえす。

　だがその時、唐とう突とつに職員室の扉とびらが開いた。

「ここにもいるぜ、宇牙神の味方が！」

「ああ、びっくりした！　威おどかさないでよ、エルヒコくん！」

　ユリの叫さけびも無む視しし、エルヒコは職員室に踏ふみ込んできた。

「聞いたぞ、弥勒寺さん。宇牙神の家に行くってな。俺も一緒に連れてけ」

「やだ、立ち聞きしてたの？」

「俺もメールだけじゃガマンできねーんだよ。それに休んでる仲間を心配するのは、当然だ」

「え、まだリョウちゃんと学斗隊組む気？」

「と言うより、俺的にはもう組んでいる。俺と宇牙神は一心同体・学斗隊なのだ」

「やめて、なんか××っぽい……」

　だがエルヒコは、ふと首を傾かしげた。

「そう言えば、森もり北きたさんも休んでるよな……店、壊こわれたらしいし」

「あ……そっか」

　するとエルヒコは、ユリの腕うでを急に引き寄よせた。

「よし、宇牙神んちに行く前に、森北さんちを家庭訪ほう問もんだ！」

「なんでそーなるのよ！　私は先に……」

「いいから行くぞ！」

「エルヒコくんは、沙さ織おりさんが気になるだけじゃないの？　あ、ちょっと！　手ぇ繫つないでたら誤ご解かいされるー！」

　叫ぶユリは、強ごう引いんに職員室から連行された。

　後に残されたのは、超ちよう然ぜんと微笑ほほえむ伊坐凪レイラだけ。現在、一七時一五分……
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「やれやれ、やっと片かたづいたな」

　俺は、疲つかれ切った身体からだをソファに沈めた。

　リビングの荷物は、すべて収しゆう納のうされ、部屋はすっかり見晴らしが良くなってる。外は、もう夕ゆう暮ぐれだ。

　──アッシュの奴やつ……

　──今いま頃ごろ、始めているのかな。

　思った時、小春がコーヒーを差し出した。

「若わかさま、どうぞ」

「あ……ああ」

「これから夕食にいたします。買い物には出られませんので、余あまり物になりますが宜よろしいでしょうか」

「う、うん」

　小春はエプロンを身につけ、オープンキッチンに入っていく。小春も俺同様に疲れているはずなのに、もう夕食の準じゆん備び……それでいいのか？

　──だめだろ、やっぱり。

　──小春の気き遣づかいに、甘あまえまくりなんて。

　──これじゃ本当に領派のお坊ぼつちゃんだ。

　急に湧わいた自じ己こ嫌けん悪お。俺はソファから立ち、キッチンに入った。

「小春、お前は休んでろよ。夕飯は俺が作る」

「え……」

「まだ病やみ上がりだしな。ソファに座すわってお茶でも飲んでてくれ」

　だが小春は、頑がんとしてキッチンに佇ちよ立りつした。

「いいえ、料理は私が作ります。休むなど以もつての外ほかです」

「たまにはいいんじゃね？」

「ありがたいお言葉ですが、お受けするワケには参りません。どうか私を、甘やかさないでください」

「甘やかされてるのは、俺だろーが」

　思うに、これほどかしずきの任にん務むに忠ちゆう実じつな者も珍めずらしい。まるでかしずきマニュアル（そんな物は実じつ在ざいしないが）を丸暗記して、一言一句、実じつ践せんしてるみたいだ。

　まして俺は……決して未来を嘱しよく望ぼうされた跡あと取とりじゃない。かつて事じ件けんを起こし、今もこうして疎うとまれている。その俺に尽つくす小春が、今いま更さら不思議に思えた。

「なあ、小春……なんでお前、そんなに熱心なんだ。俺には、勿もつ体たいないよ」

「かしずきとしての役目を、果たしているだけにございます」

「にしても……何か他ほかに理由でもあるのか」

　何気なく、問うた一言。けどそれを聞いた小春の返事が、ほんの少し……悟さとられぬほどの一いつ瞬しゆん、遅おくれた。

「……いえ、あくまで統とう帥すいのご命令に従したがい、若さまを思うだけです」

　小春の声に微び妙みような動どう揺ようを感じた。同時に思い出したのは、昨夜の台詞せりふ。

『見くびらないでください。もうずっと一いつ緒しよにいるのです。それくらい見み抜ぬけます』

　小春は、目を伏ふせてる。いつも俺に向ける真っ直すぐな視し線せんはない。つまり……

　──俺だって小春とずっと一緒にいる。

　──それくらい見抜けるさ。

　確かく信しんを得て、俺は小春に詰つめ寄よった。

「小春……お前、やっぱり何か……」

　だがその時……不意に、インターホンが鳴った。

『こんにちはー、若さま、いますかー』

「だ、誰だれだ、こんな時に気安く呼よぶのは」

　詰きつ問もんを中断され、俺は壁へき面めんを睨にらんだ。液えき晶しようモニターに映うつるのは、マンションのエントランス。けど画面の来らい訪ほう者しやに、見覚えはない。

「……誰？」

　映っているのは、三人の子こ供ども。小学生らしき男の子と女の子、そして幼よう稚ち園えん服ふくの女の子だ。年長の二人は、背せ中なかに大きなリュックを背せ負おい、両手にカバンも提さげている。大荷物を抱かかえたまま、二人は画面に近づいた。

『ねえ、陽よう太た兄ちゃん、本当にこの部屋で合ってるの？』

『大だい丈じよう夫ぶだよ、二七七号室って聞いたぜ』

『あ、今、男の人の声がしたよ』

『よし……若わかさまー、入れてくださいー、若さまってばー』

　そこへ背はい後ごから複ふく数すうの大人たちが駆かけつけてきた。襟えり元もとには聖護院家のバッジ。どうやら俺の監かん視し役やくらしい。

『君たち、その部屋になんの用かね』

『うるさいなあ。宇牙神の若さまに会いに来たんだよ』

『陽太兄ちゃん、この人たち、聖護院家の人よ』

『あんだと！　あのいけすかねえ聖護院の！』

『しーっ、本音は言っちゃだめ』

『ちょっとこっちに来なさい、君たち』

『うるせえ、放せ！　若さま、助けて！　若さまあ！』

　画面内の騒そう動どうに、俺の口は開きっぱなしだ。

「なんなんだ、こいつら……」

　すると背後で、小春が一礼した。

「すみません、若さま。あの子たちを通していただけますでしょうか」

「知ってるのか、小春、あいつらを」

「はい……私の弟妹きようだいにございます」




　　　　＊　＊　＊




　ユリは、『ラピスラズリ』のカウンター席に着いた。

「良かったわ、森北さん。お店、直ったみたいで」

　土曜日だというのに店内に他の客はいない。それでも森北美み空くは、にこやかに微笑ほほえんでいた。

「ありがとう、弥勒寺さん。昨日、宇牙神くんと松下さんにも手伝ってもらったの」

「え！　あの二人、来たの！」

「うん。うちで夕飯も食べて……」

「どんな様子だった？　前より親しん密みつだった？　見つめ合いながら、ひとつのクリームソーダをふたつのストローで飲んだりしてた？」

「そりゃ前世紀のカップルだろーが」

　言いながらエルヒコも、カウンターに着ちやく座ざした。当然、正面には洗あらい物をする沙織。

「あら、矢や野のくんいらっしゃい」

「お、俺おれの名前、覚えててくれたんですか」

「勿もち論ろんよ、今日もコーラでいい？」

「前回、頼たのんだモノまで！　そうか……それほど俺の存そん在ざいは、沙織さんの心にインパクトを与あたえていたんですね。いや言い換かえればそれは一ひと目め惚ぼれ。くくく……さすが俺！　大人の女じよ性せいを一いち撃げきでモノにするとはな」

　呆あきれるユリは、目を細めた。

「誰が誰のモノだか……それより森北さん、商店街、あんまり人がいなかったわね」

「うん……虚攻体ラガマフイン騒さわぎのせいもあるけど……聖護院家の人たちが動いてるって噂うわさよ」

「つまり介罪人誅殺……」

「だと思う……それって宇牙神くんが戦った相手なの？」

「らしいのよ。で、その誅殺に、リョウちゃんも小春ちゃんも関かん与よできないみたい」

「そんな……」

「だから昨日から登校も禁きんじられて……え、この話、本人から聞かなかった？」

「……うん……」

　美空は絶ぜつ句くして、皿を洗あらう手を止めてしまった。惑まどう視し線せん。布ふ巾きんを握にぎる指は、小さく震ふるえている。

　ユリは、あわてて声をかけた。

「心配しないで。事じ件けんが解かい決けつすれば、リョウちゃんだって……」

　その時、からころと入口の鈴すずが鳴った。すぐに沙織がカウンターから迎むかえに出る。

「いらっしゃいませ。お一人さまですか」

　入店したのは、何の変へん哲てつもない仕事帰りのサラリーマン……に見える。だが男の声には嘲あざけりが含ふくまれていた。

「……一人だ。けどこの店、しばらく貸かし切らせてもらおうか」

「え？」

「それから……あんたの心も」

　不ふ審しんに思ったユリが振ふり返る。その瞬しゆん間かん、《心しん魂こん》領域士は、男の正体に気づいた。

「沙織さん、そいつは……！」

　だがユリの警けい告こくより早く……

　98463946296464286349278642976964184612879634217893692864218793468796……

　現げん在ざい、一七時五五分。




　　　　＊　＊　＊




「標的集しゆう団だんアルファ、西浜北中学脇わきの駐ちゆう車しや場じように入りました。襲しゆう撃げき準じゆん備びよし」

「標的集団ブラボー、市し営えい第一霊れい園えん内ないを移い動どう中ちゆう。襲撃準備よし」

「突とつ入にゆう目標内には依い然ぜん、標的一二名。全突入班、襲撃準備よし」

　報ほう告こくを受け、聖護院アッシュは顎あごを撫なでた。

「作戦開始時刻まであと二分か……さあ始めるぞ、片岡候こう補ほ生せい。聖護院家の戦争をしっかり学ぶのだ」

　だがミィさんは、不安そうに震えた。

「ですがこの二つのグループは、いったい何をしていたのでしょうか。アジトから出て、特に目立った動きもせず、市内を周回しただけのようですが」

「分からん。リョウトを捜さがしていたか、何かの下調べか……まあ、誅殺すれば分かる。死体からでも、奴やつらの記き憶おくは読み取れるからな」

　しばし腕うで時ど計けいを見つめ、アッシュは咽いん頭とう式しきマイクに告げた。

「一分前だ。予定通り、誅殺作戦開始」

　地図ディスプレイの光点が、第六焼しよう却きやくセンター跡あと地ち目指して進んでいく。包囲の輪が狭せばまり、ミィさんの喉のどがごくりと鳴った。

　だがその時、一人の領域士がアッシュに駆かけ寄よった。手には紙し片へんの束。

「若わか、これをご覧らんください！」

「今いま頃ごろ、なんだ」

「突入目標内の標的全員を、ようやく個こ体たい特定できました」

　個体特定……つまり細さい密みつな走査術じゆつによって介罪人のＤＮＡを取得し、全世界的な介罪人・怨痕者データベースと照合して、どこの誰かを判はん別べつする事。もし犯はん歴れきがあれば、どんな虚力を使うのか、どこの罪閥シンジケートに属しているかも理り解かいできる。

　だがアッシュは、不満そうに顔を歪ゆがめた。

「遅おそいではないか、どうしてこんなに時間がかかった？」

「それは……」

「早く突入部隊に送信しろ。でないと……」

「違ちがうんです、奴らは……」

　領域士の声に、ミィさんの悲鳴が重なった。

「聖護院隊長、地図に……！」

　呼よばれて、アッシュは地図ディスプレイに視し線せんを落とした。驚きよう愕がく。叫さけびが喉に詰つまる。

　次の瞬しゆん間かん、その場は……

　00947216434679462176437285642345044123842378547213812384602754610235……

　現在、一七時五九分五○秒……五一秒……五二秒……五三秒……五四秒……




　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊




　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件けん名めい・作戦開始。

『お疲つかれ様です。ただ今、一八○○時。予定通り、始めてください。何かあれば、ヘルプしますので』




　送信者・錆びた釘ラステイネイル。件名・Re[image: ：]作戦開始。

『お気き遣づかい、恐きよう縮しゆくです（顔文字で平伏）。もう店は、貸かし切りました。宇牙神リョウトにもメール打ったとこです。これで奴も安心するでしょう』




　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊




「松下陽太、八歳さいです。宜よろしくお願いします」

「松下楓かえで、六歳です。若さま、初めまして」

　年長の二人は、リビングに手をつき、きちんと挨あい拶さつした。幼よう稚ち園えん服ふくの女の子も、それを真似まねして頭を下げる。

「（ぺこり）」

「これは一番下の妹の雪ゆき美み、三歳です。少しおとなしい子でして……」

　小春に紹しよう介かいされ、俺はあらためて三人の子こ供どもを観察した。

　陽太は、勝ち気そうな顔。楓は、如じよ才さいない雰ふん囲い気きだ。しかし二人とも、金きん髪ぱつではない。雪美だけが栗くり色いろがかった髪かみをしており、小春に一番よく似にている。

「四人姉弟きようだいなんて、珍めずらしいなー。桜さくら野のから来たのか？」

「はい。姉ちゃんに荷物を届とどけに」

　陽太は、リュックとカバンを指した。

「母さんに言われたんです。姉ちゃんは、若わかさまのかしずきになったから、しばらくうちには帰ってこないって」

「だから着き替がえとか持ってきたの」

　楓も、リュックをぽんぽんと叩たたいた。

「小春姉さま、服はこっちに入ってるからね。あと、修しゆ行ぎようの道具はそっち」

「ありがとう、楓」

「でもびっくり。若さまのお部屋って広いなー。私もこんなお部屋に住みたいー」

　楓の甘あまえた声に、俺は眉まゆをひそめた。

「ちょい待ち。悪いけど、俺まだ……」

　と突とつ然ぜん、雪美が立ち上がった。とてとてとてと歩み寄より、俺の腕うでにしがみつく。

「（ぎゅむ）」

「な、なんだよ、おい……」

　問われても、雪美は返事をしない。すると楓が、にっこり笑った。

「ふふふ……雪美ったら、若さまにお礼を言ってるのね」

「（こくん、こくん）」

「どういう意味だ？」

「それはねえ、若さまあ……ふがっ！」

　言いかけた楓の口を、小春が手で塞ふさいだ。

「楓、若さまに余よ計けいな話はしなくていいのです。さ、荷物を置いたら帰りなさい」

「で、でもおー」

「いいから帰るのです。ここは若さまの修行の場。子こ供どもが長なが居いする所ではありません」

　小春の声は、俺に接せつするより厳きびしく聞こえた。やはり子細ありげな様子……

「待てよ、小春。そりゃあんまりだろ」

「若さま……」

「この子たちだけで、お前のために桜野から電車に乗って来たんだぞ。それを用事が済すんだからすぐ帰れってのは、いくらなんでも冷たいじゃないか」

　すると楓が、嬉うれしそうに笑った。

「わあ、若さまってば優やさしー」

「それにこの子の行動もよく分からん」

　俺おれは、しがみつく雪美を指さした。

「お礼ってどういう意味だよ。俺、お前たち家族に何かしたか？」

「かしずきという名めい誉よをくださいました。それだけで十分にございます」

　すると、陽太が座ざしたまま前に出た。

「若さま、俺が言います！」

「陽太！」

　小春の声が強まる。それでも陽太は、姉の制せい止しをはねのけた。

「若さまのおかげで、雪美は幼よう稚ち園えんに入れたんです」

「俺の？　いや、俺は雪美に会うのは初めてだし、何かした覚えもないぞ」

「そうなんですけどぉー、若さまが姉ちゃんをかしずきに選んでくれたから、うちは助かったし、雪美も幼稚園に入れたんです」

「さっぱり話が見えねー」

「だからその……姉ちゃんがかしずきになったおかげで、領派からの給金が増ふえたんです。うちには、雪美を幼稚園に入れるお金も無かったんで……」

　俺は、小春に視し線せんを向けた。だが顔を伏ふせた小春の表ひよう情じようは見えない。

「本当か、小春？」

「…………」

「本当です、若さま」

　代わって、楓が答えた。

「領派からお給金はいただいてますけど、正直、四人姉弟きようだいが学校に行くのって大変なんです。だから小春姉ちゃん、中学ん時は修しゆう学がく旅行にも行かなくて、そのお金で私たちの給きゆう食しよく費ひとか払はらってくれたんです」

　六歳とも思えぬ現げん状じよう把は握あくに、俺も感心するしかない。

「……お前たち、小春の給金だけで生活してるのか。親はどうした」

「父さんは、亡なくなりました。領域士だったけど、異相と戦って死んじゃって……」

「お母さんは？」

「はい、元気でいます。でも家事で手一杯で仕事にも出られないんです」

　陽太は、冷静に告げた。今時珍めずらしい境きよう遇ぐうだが、一いち因いんは俺の家にもある。宇牙神家が出す給金は、決して高こう額がくではない。

　俺は、しがみつく雪美を見つめた。

「雪美……幼稚園、行きたかったか？」

　尋たずねると、小さな妹は首を横に振ふる。だがすぐに、陽太が口を開いた。

「違ちがいます、若さま。雪美も無理してるんです。俺も楓も、もちろん姉ちゃんも幼稚園には行かなかったから」

　楓も、大きくうなずいた。

「でも幼稚園はうちの近くで、雪美、いつもそこを通るたび、園内の子を見てたんです。うらやましそうに……」

「そうか……」

「お遊ゆう戯ぎの歌も振りつけも覚えて……一人で庭で遊んでたんです。ね、雪美？」

　それでも、雪美は答えない。ただ俺の腕うでを、ぎゅうっと握にぎるだけだ。俺は、その髪かみを撫なでると、黙だまりこくる姉に呼よびかけた。

「小春……」

「若わかさま、私は……！」

「腹はらが減へったよ、俺」

　戸と惑まどう小春に、俺は視線を向けた。

「せっかくこの子たちも来たんだ。どこか外で食おうか」

「いけません。外出は禁きんじられております」

「うん……さっきまではな」

　俺は、携けい帯たいを開いて、今届いたばかりのメールを読み直した。送信者は聖護院アッシュ。居い丈たけ高だけな文面が画面に映うつる。

『無事に誅殺完かん了りよう。監かん視しの者は引き上げさせた。外出してもかまわんぞ』

　それを小春に見せ、納なつ得とくさせる。表情には安あん堵どと寂さびしさ……きっと俺も同じような顔をしてるんだろう。

　──終わっちまったな。

　──俺の知らない所で全部……

　だが鬱うつ憤ぷんを払はらい、俺は雪美を抱だき上げた。

「よし、『ラピスラズリ』にでも行くか。みんな、ついて来い」

　だが陽太と楓は、顔を強こわばらせた。

「だ、だめです、そんなの！」

「私たち、帰りの電車賃ちんしかないし！」

「あのな。誰だれがワリカンって言った。飯代ぐらい俺が払うよ。心配するな、好きなモノ食っていいから」

　俺がそう言うと、ガッツポーズの陽太に楓が飛びついた。

「わーい、やったー、外食久ひさしぶりー」

「ほ、本当にいいんですか、若さま！」

　その姿すがたに、小春は何か言いたげだったが……




『ラピスラズリ』は、土曜日の夜なのに閑かん散さんとしていた。客は俺たちだけ……きっと虚攻体騒さわぎのせいだろう。

　けど沙織さんは、にこやかな顔で俺たちに料理を振る舞まってくれた。

「さあどうぞ。お口に合えばいいけど」

「いっただきまーす！」

　元気よく、陽太は和風ハンバーグを、楓はトマトのリゾットを食べ始めた。子こ供ども用の椅い子すに座すわった雪美は、勿もち論ろんお子様セットだ。

　俺もペペロンチーノを食べながら、雪美の口元を拭ふいてやった。

「ほら、ケチャップがついてるぞ、雪美」

「（こくん……もぐもぐ）」

　無口だが妙みように可愛かわいい雪美に、沙織さんも微笑ほほえみを抑おさえられないようだ。

「ふふっ、一生懸けん命めい食べてるわね。でも小春ちゃんにこんな弟妹きようだいがいたなんて……」

「……はい」

　小春は、さっきから言葉少なだ。注文したオムライスにも、あまり手をつけていない。

　けど俺は、あえて声をかけなかった。話せば深しん刻こくになりそうな気がするし、今はこの時間を壊こわしたくない。

　話題を変えようとして、俺は沙織さんに視し線せんを向けた。

「あの、今日は森北さんは……」

「ええ、ちょっと買い物にね」

　沙織さんは、すぐにカウンターへ戻もどる。でも俺には、沙織さんが急に青ざめたように思えた。食器を洗う横顔も妙みように……

　俺は、腕うで時ど計けいを見た。現げん在ざい、一八時三○分。

「小春、食事が終わったら、こいつら桜野まで送って行けよ。今夜はお前も、そのまま実家に帰っていいから」

「それでは若さまの護ご衛えいが……」

「事じ件けんは終わったんだぞ、小春」

「…………」

「さっきマンション出る時も、聖護院家の監かん視しはいなかっただろ。もう俺は安全なんだよ。一ひと晩ばんぐらい問題はない」

「ですが……」

「それに……俺も、一人になりたいしさ」

　本音を漏もらして、少し気が楽になる。俺は食事の手を止めた。

「今夜はここでコーヒー飲んで、部屋に帰るよ。それぐらいの時間、許ゆるしてくれないか」

　小春は、しばし黙だまり、やがてうなずいてくれた。俺もほっとして、水を飲み干ほす。

　けど今夜の小春に、真っ直すぐな視線はどこにもなかった。




　　　　＊　＊　＊




　送信者・錆びた釘ラステイネイル。宛あて先さき・冥界神エル・デイアブロ。件けん名めい・決行。

『手間が省けましたよ。まさか向こうから店に来るとはねー。しかもかしずきと別れる模も様よう。これで仕事がはかどります（笑）』




　　　　＊　＊　＊




　一九時一○分。辺りは、もうすっかり暗くなっている。俺は、小春たちを見送るため、いったん『ラピスラズリ』の外へ出た。

　駅前通りは、やけに寂さびしく、人ひと気けもほとんどない。陽太たち三人は、その通りに出て、他愛たわいもなくはしゃいでいた。

　すると小春が、緊きん張ちようした面おも持もちを見せた。

「今日はありがとうございました、若さま。弟たちの分まで……」

「いいよ。あいつら、可愛いし……俺、一人っ子のせいかな。ああいう子、見ると弟や妹が欲ほしくなる」

「…………」

「大切にしてやれよ。じゃあな」

「あの……若さま！」

　小春が、切せつ迫ぱくした瞳ひとみを向けてきた。唇くちびるは、心なしか震ふるえてる。

「私は決して……」

「分かってる。金のためじゃないんだろ」

　俺は、陽太たちを眺ながめつつ言った。

「手当欲しさに、お前はかしずきにこだわってるんじゃない。それぐらい分かるよ」

「若さま……」

「そりゃそうだよな。うちから出す手当は、たかが知れてる。金目当てなら、もっと割わりのイイ仕事するだろ。それに……」

　──金のために命は投げ出さない。

　──まして俺なんかのために……

　また嫌けん悪おが滲にじむ。どうしても消せない苛いら立だち。あがくような焦しよう燥そう……

　その時、雪美がとてとてと近づいてきた。

「どうした、雪美？」

「（にいーっ）」

「？」

「（にいーっ）」

　雪美は黙だまって、左右のほっぺを横に引っ張ぱっている。俺を見上げ、何度も何度も繰くり返すように……

「……もしかして、笑えって言うのか？」

「（こくん、こくん）」

「じ、じゃあ、こうか？　（俺的には笑え顔がおのつもり）」

「（ぷるん、ぷるん）」

「う……じゃあこうか？　（俺的には最高の笑顔のつもり）」

「（ぷるん、ぷるん）」

　雪美のダメ出しに、俺は自分の顔を撫なでてみた。やっぱり表ひよう情じよう筋きんは、ガチガチに固まってる。こんな小さくて可愛かわいい子を前にしても、笑えないなんて……

　すると雪美の手を、小春が引き寄よせた。

「雪美。それ以上、若さまを困こまらせてはなりません」

「ごめんな。雪美のリクエストに応こたえられなくて……でも俺、本当に笑うの、苦手なんだ」

「若さま……」

「だけど今度会う時には、ちゃんと笑顔見せるよ。約束。指切りな」

　俺は、雪美と小指を結び、げんまんを交かわした。あどけない瞳ひとみとの初めての約束……すると小春が、不意に口を開いた。

「若さま……その約束、きっとでございますよ」

「え……」

「いいえ、なんでも……お休みなさいませ、若さま」

　ごまかすように、小春はお辞じ儀ぎする。けど俺の心には、小春の願いがこびりついてた。

「小春、今のは……」

　しかし小春の姿すがたは、もう通りの向こうに消えていた。弟妹きようだいの手を引く背せ中なかには、長い金きん髪ぱつが揺ゆれてる。

　今いま頃ごろになって、見覚えのある色に思えた。




　　　　＊　＊　＊




　送信者・錆びた釘ラステイネイル。宛あて先さき・冥界神エル・デイアブロ。件けん名めい・決行・二。

『じゃ、始めます』




　　　　＊　＊　＊




「沙織さん……？」

　俺おれは、店内に戻もどって驚おどろいた。

　沙織さんは、『ラピスラズリ』の窓まどにシャッターを下ろしてる。店の照明も、半分消していた。

「閉へい店てんするんですか？」

「ええ。今夜はもう仕事する気分じゃなくて……ちょっと気分が……」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ちょっと疲つかれてるだけよ。あ、リョウトくんのコーヒーは淹いれてあるから」

　テーブルには、湯気の立つマンデリン。俺はそこに着き、食後の一服を口に含ふくんだ。なぜかこの前より、苦く感じる……

「やっぱり俺、帰ります。いつまでも居いちゃ迷めい惑わくだろうし」

「そんなに気を遣つかわなくてもいいわ。今、美空が薬を買いに……」

　言いかけて……沙織さんが俺の視し界かいから消えた。遅おくれて皿の割われる音。沙織さんが、カウンターの中でうずくまってる。

「さ、沙織さん！」

　あわてて駆かけ寄ると、沙織さんの表ひよう情じようは血の気を失っていた。身体からだには冷や汗あせ。清せい潔けつなタオルを探さがし、水で濡ぬらして額ひたいを拭ふいた。

「沙織さん、もしかしてさっきからずっと具合が……」

「……でも……ただの貧ひん血けつだから……」

「無理しちゃだめですよ。きっと過か労ろうだ。いろいろあったのに、俺たちに食事まで作ってくれて……」

　俺は、床ゆかに倒たおれたままの沙織さんを見つめた。今にも折れてしまいそうな華きや奢しやな姿すがた。

　──気き丈じように見えたけど……

　──きっと沙織さんも、辛つらかったんだ。

　店を経けい営えいするって、大変なんだと思う。そのうえ虚攻体騒さわぎで、心労が重なったんだ。俺にも責せき任にんの一いつ端たんがある……

　だけどいつまでも、沙織さんを床に寝ねせてはおけない。俺は、ぐったりする身体に手をかけた。

「沙織さん、寝しん室しつまで運びます。ここじゃ身体が休まらない」

「……ええ、そうね……」

「立つのは、無理ですよね。じゃあ抱かかえますから」

「リョウトくん……」

　だが俺が沙織さんの肩かたを抱だき、脚あしを持とうとした時……細い指が、俺の頰ほおに触ふれた。

「優やさしいのね、リョウトくん」

「え……」

　突とつ然ぜん、俺は、沙織さんに抱き寄よせられた。顔が近づく。甘あまい息づかい……そして俺の唇くちびるは、柔らかな感触で塞ふさがれた。

「………………！」

「……んんっ……」

「…………………」

「……んふ………」

　──俺、キスしてる。

　──沙織さんと、今。

　意い識しきはすべて、沙織さんに奪うばわれてる。口に滑すべり込こんだ舌した。俺を求めるそれは、コーヒーの苦みがした。

　沙織さんは急せくように、身体をおしつけてきた。感じる体温は、やけに熱い。ようやく唇を離はなし、沙織さんは微び笑しようした。

「……ここに寝て、リョウくん」

　優しげな命令。だけどいくら目を凝こらしても、沙織さんの姿しか見えない。それどころか、起き上がる力さえ湧わいてこなかった。

　──なんでだ……

　──身体が動かない……

　闇やみに横おう臥がした俺の身体は、熱病の如ごとく火ほ照てっている。その俺に、沙織さんが身体を重ねてきた。

「……もう一回、しよ」
















「………………」

「……今度は、もっと……」

「……………！」

「……れろ……」

「……………！」

「……あふ……」

「………………」

「……ちゅ……」

　長くて、甘かん美びな時が続いた。正直、ずっとこれを続けたい。しかしわずかに残った理り性せいが、邪じや心しんを感じていた。

　──沙織さん、どうして急にこんな……

　──それに俺の身体は、なぜ……

　熱に冒おかされた俺は、自分がどこかへ墜おちていくのを覚えた。

　深い深い闇へ。暗い暗い穴あなの中へ。

　その底に溜たまる汚お泥でいに埋うまり、呼こ吸きゆうが詰つまる。だめだ。息ができない。もがこうとしても、身体が動かない。

　それでも手を伸のばす。誰だれか、俺を……




「若わかさま！」

　唐とう突とつに、小春の声が聞こえた。

　どこか遠く……まるで高い壁かべの向こうから叫さけんでいるように。

「若さま、返事をなさってください！　若さま！」

　その声で、俺は小春の凜りんとした顔を思い出した。取り戻もどしたのは理性。身体を覆おおう熱が一気に冷める心地ここちがした。

　──何してるんだ、俺は……

　──沙織さんとこんな事してちゃ……

　だが身を起こそうとする俺に、沙織さんが腕うでを絡からめた。

「どうしたの、リョウトくん？」

「い、今、小春の声が……」

「だめ、離はなさない！」

　沙織さんは何かに取り憑つかれたように、俺にしがみついた。

「リョウトくんは私のものよ！　お願い、行かないで！　ね、リョウトくん！　リョウトくん！」

　髪かみを振り乱みだす姿すがたは、尋じん常じようではない。しかし小春の声も、次し第だいに近づいた。

「若さま！　お気を確たしかに！　若さま！」

　すると暗くら闇やみが、強きよう烈れつな衝しよう撃げきに叩たたかれ、激げき震しんした。絶ぜつ叫きようめいた軋あつ轢れき音おん。何かが壊こわれる感覚が伝わる。

　やがて、暗闇に赤しやつ光こうが射さした。暗黒の壁を断たち、現あらわれたのは金きん髪ぱつの少女。瞳ひとみには闘とう志し、唇には覚かく悟ごを備そなえ、一人立つ。全身から《苦く行ぎよう》の赤い術光オーラを立ち上らせる姿に、俺は声を振り絞しぼった。

「小春！」

　金髪の少女は、俺めがけてまっしぐらに駆かけてきた。腕には、黒い術光。小春は、上向きにした拳こぶしを沙織さんの背せ中なかに叩きつけた。

「ご無礼っ！」

「あうんっ！」

　俺の上で、沙織さんがびくびくっと痙けい攣れんする。小春の術が俺にも及およぶと、肉体の呪じゆ縛ばくが解とけた。

「うっ……！」

　俺は、どっと汗あせを搔かき、我われに返った。小春が放ったのは、第二難なん度どの《滅めつ殺さつ》接せつ触しよく退たい虚きよ術じゆつ、〈ベレスの情なさけ深き拳けん撃げき〉……狂きよう気きの王と呼よばれた精せい神しん領域士ベレスが用いた、異相の力を人体から駆く逐ちくする術である。その効こう果かによって目覚めたって事は……

「沙織さん！」

　俺は、意い識しきのない沙織さんを抱だきとめ、白い首くび筋すじに歪ゆがんだ紋もん章しようを見つけた。吸魂者プリズナーの印……小春の術によって焼かれたそれは、ぶすぶすと音を立てて焦こげ、やがて消えていく。介罪人によって精せい神しんを操あやつられてた証あかしだ。

　小春も、安あん堵どの息を吐つく。

「感かん染せん型の虚力です。恐おそらく沙織さまを媒ばい介かいにして、若さまを捕とらえる策さく謀ぼうかと」

「また助けられたな……けどお前、桜野に帰ったんじゃなかったのか」

「若さまが心配で戻って参りました。弟たちを電車に乗せ、母に桜野駅まで迎むかえに来るよう連れん絡らくして……」

　小春は、ぎゅっと拳を握にぎった。

「でも森北さんのお店に来たら、中から異相の気配が……お店のシャッター、壊して入りました。また森北さんと沙織さまに謝あやまらねばなりません」

「俺も謝るよ……それより……」

　俺は、周囲に視し線せんを放った。

　小春の術光によって、ようやく周囲が露あらわになる。俺はいつの間にか、直径三○メートルほどの半球形けいの暗くら闇やみに囚とらわれていたのだ。

　半球の床ゆかと内ない壁へきには……

　0523615476456877846784521785306902363627634275634786347236476490864……

　何億もの数字がびっしりと走り、一字一字が意味不明な増ぞう減げんを繰くり返す。数字群ぐんは、小春が開けた裂さけ目を塞ふさぐと、それぞれ勝手な色に瞬またたいた。まるでこの空間を維い持じする、呼吸する数式……

「疑似異相パラスフイアか！」

　ここは、介罪人が作り出した一時的な異相空間なのだ。虚力によって維持される隔かく離り世界。異相と直結しているため、介罪人の虚力を増ぞう幅ふくさせる。

　──どういう事だ、アッシュは介罪人を誅殺したはず……

　──それとも介罪人が他ほかにも……

　思ううち、床の数字がざわざわと集まり始めた。それはさざ波のように沙織さんを覆おおい、吞のみ込んでいく。

「沙織さんっ！」

　だが数字は、彼女をどこかへ連れ去ると、今度は盛もり上がり、見る見るうちに何かを形作った……それは等身大の人間……

　小春が、かしずきの位置につく。だが数字で出来た人型は、乾かわいた男声を響ひびかせた。

「惜おしいな。あと数秒あれば、あの女を使ってあんたを堕おとせたものを……わざわざ戻もどってきたかしずきに感かん謝しやしな」

「お前は……」

「だがようやく、あんたを追い詰つめたってワケだ。ずいぶん手間取ったが、これでサシで話ができる」

　実体化した男は、満面の笑えみで言った。

「三年間、この時を待ってたぜ」







　　　【Phase.6　彼らにとって最良の時ゼア・フアイネスト・アワー】
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　ようやく、聖しよう護ご院いんアッシュは意い識しきを取り戻もどした。

　身体からだには、まだ痺しびれ。上体を起こすにも苦く痛つうを感じる。

「失しつ態たい……」

　アッシュたちがいた倉庫は突とつ如じよ、数字の洪こう水ずいに吞のまれたのだ。虚力ネガスペルで出来た閉へい鎖さ空間に囚とらわれ、その場にいた全員が昏こん倒とう。

　だが仰あおぎ見れば、悪あしき数字も次し第だいに消え、周囲の領域士イグザルタスたちも目を醒さましていた。しかし彼らの顔に、血の気はない。

　アッシュは、後こう輩はいを助け起こした。

「片かた岡おか候こう補ほ生せい、立てるか」

「なんとか……でも……」

「分かっている。この疑似異相パラスフイアには、領域因子ポテンシアを吸きゆう収しゆうする虚力が付ふ与よされている」

「では隊長も……」

「私だけではない。ここにいる全員、領域因子を奪うばわれたはずだ。違ちがうか！」

　うなずく気配に、アッシュは歯は軋ぎしりした。

「領域因子が無ければ、我われ々われはただの一いつ般ぱん人じんに過すぎない。完全回かい復ふくには八時間かかるぞ。直ちに後方で待機中の《霊れい命めい》領域士に回復術じゆつを……」

　だが立ち上がったアッシュは、西にし浜はまの市街地図を見て驚きよう愕がくした。作戦に参加した領域士を表す光点はすべて、残ざん余よ領域因子ゼロを指している。全員、無力化。やがて回線に、無数の悲鳴がなだれ込こんできた。

「若わか、待機中の《霊れい命めい》班はんからです！　疑似異相に襲おそわれ、回復術を施ほどこせる領域士は皆かい無む！」

「突とつ入にゆう第一班、残余領域因子ゼロ！」

「しかも突入目標内の敵てきは……」

「もういい。かまうな」

　拳こぶしを握にぎり、アッシュは唸うなった。

「この虚力は、リョウトを襲ったものと同じだ。敵は領域因子を奪う虚力を使い、聖護院家の捜そう査さ網もうにもかからず、我々を誘おびき出して一気に無力化するほどの奴だ。侮あなどるな、恐らく介罪人クリミナルの位階レベルは一五以上……」

　そしてアッシュは、立体ディスプレイに残った唯ゆい一いつの疑似異相を指した。西浜駅前商店街……カフェ『ラピスラズリ』……

「私はここに向かう！　幸い、領派本部は無事だ。至し急きゆう、本部の榊さかき原ばらに連れん絡らく！　非ひ番ばんの者に非ひ常じよう呼こ集しゆうをかけろ！」

　駆かけるアッシュに、ミィさんが追いすがった。

「ではアジトにいた一二人は、何者なんですか……それから他の六人は……僕ぼくたちは、いったい誰だれを追っていたんですか！」

　するとアッシュは、突入間ま際ぎわに持ち込まれた個こ体たい特定データを振ふり回した。

「擬体ダミーだよ」




　　　　＊　＊　＊




　目の前で、その男は笑っていた。

　外見は、どこにでもいる中年男。くたびれた背せ広びろ姿すがた。髪かみの手入れは悪い。肌はだは浅黒く、体たい格かくは瘦やせ気味だ。

　だが胡う乱ろんな視し線せんと、ふてぶてしい嘲ちよう笑しようは、虚力を手に入れた者に共通の慢まん心しんを漂ただよわせている。俺おれは、小こ春はるの肩かた越ごしに男を睨にらんだ。

「……貴き様さまが介罪人か」

「失礼だな、その呼よび方は」

　男は、両手を後ろに組んだ。

「悪印ネガテイヴ象・操作キヤンペーンにも困こまったものだ。九領域グイザルト・ナインの連中は、俺たちにそんな名前を付けて悦えつに入ってる。正式に名乗るなら……攪乱戦用・変容型虚力使いアルタード・ネガ・ウイザード、篠しの島じまゲイク……名式コードは《錆びた釘ラステイネイル》」

　言うと介罪人……《錆びた釘ラステイネイル》は、ばちんと指を鳴らす。その合図と共に、疑似異相が消え、風景が一変した。

　そこは、夜の海岸。月明かりに照らされた海面まで、真っ直すぐコンクリート製せいの岸がん壁ぺきが伸のびてる。そして建けん造ぞうドックの錆さびたクレーンの根本に……

「逃にげて、宇う牙が神じんくん！　逃げて！」

　悲痛な声。まさかと思う。あのおとなしい子が出せる声じゃないと。

　けどクレーンには、確たしかに森もり北きたさんが縛しばり付けられてた。巻まき付いてるのは、船を係けい留りゆうする太い鎖くさり。それでも森北さんは、身をよじって叫さけんだ。

「お願い、松まつ下したさんと一いつ緒しよに逃げて！　今すぐ、早く！」

　慄りつ然ぜんとした。森北さんの瞳ひとみには、ただ恐きよう怖ふがある。頰ほおには打たれた跡あと……

　その姿すがたに、我知らず咆ほう吼こうがほとばしった。

「貴き様さまあああっっ！」

　俺は髪かみを逆さか立だて、領域因子を覚かく醒せいさせた。〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉が《錆びた釘ラステイネイル》を捕ほ捉そくし、〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉による疾しつ走そうで、一気に間合いを詰つめる。

　だが《錆びた釘ラステイネイル》も、黒光りするＰ一六─四○自動拳けん銃じゆうを抜ぬき放った。分ぶ厚あつい銃じゆう把はには、一六発装そう塡てんのダブルカラム・マガジン。しかも左右の手に二丁。どごんっ！　どごんっ！　と立て続けに銃じゆう撃げき。その閃せん光こうに、小春が反はん応のうした。

「お下がりください、若わかさま！」

　小春に突つき飛ばされ、俺はかろうじて銃撃をかわした。その代わり、小春の肩かた先さきを銃じゆう弾だんがかすめる。しぶく鮮せん血けつ。俺は、よろめく小春を受け止めた。

「大だい丈じよう夫ぶか、小春！」

「……油ゆ断だんはなりません、若さま……この介罪人、銃弾も虚力に変えています」

　確かに、小春は、第二難なん度どの《苦く行ぎよう》肉体硬こう化か術じゆつ〈アガレスの強きよう堅けんなる鎧よろい〉をまとっていた。並なみの銃弾なら十分に耐たえられる術……となると、《錆びた釘ラステイネイル》の虚力は小春の術じゆつ力りよくを上回っている。

《錆びた釘ラステイネイル》は、俺たちの恐きよう慌こうを嘲あざ笑わらった。

「さすが《苦く行ぎよう》の領域士だな。いい反はん射しや神しん経けいしてる」

「貴様……！」

「褒ほめてるんだ。今ので仕し留とめたかった」

　すると小春も、体たい勢せいを立て直した。

「手て強ごわい相手です、若さま……」

「無理するな、小春」

「無理をせねば……倒たおせぬ敵てきです」

　肩からは、どす黒い出血。それでも双そう眸ぼうには戦意。決して俺の前から退ひこうとしない。そこが自分の居い場ば所しよでもあるかのように……

《錆びた釘ラステイネイル》も、弾倉を再装塡した。

「その通りだ。あんたらに術を惜おしむ余よ裕ゆうはない」

「なんだと」

「ああ、すまん。教えてなかったな」

《錆びた釘ラステイネイル》は、呆ほうけた表ひよう情じようで告げた。

「こっちには、まだ人ひと質じちがいるんだ」




　　　　＊　＊　＊




　国道を南下する車には、聖護院家の家か紋もん。

　後席に陣じん取どったアッシュは、土曜日の渋じゆう滞たいに苛いらつきながら爪つめを嚙かんだ。

「介罪人クリミナルは、擬体を用いたのだ。聖護院家が徹てつ底てい的な捜そう索さくを行うと予よ測そくし、あらかじめ介罪人に見える奴やつを用意した」

「介罪人に見える……と申されますと？」

　隣りん席せきのミィさんに、アッシュは唸うなった。

「死体だ。人間、死んだ後は、領域因子も無くなる。道理でデータベースにないはずだ。介罪人は、その死体を生者に見せかけ、我われ々われを誘おびき寄よせた……」

「ならこの事じ件けんは……」

「ああ、恐おそらく介罪人はたった一人だ。しかも相当な腕うでだぞ。我々を何人無力化したと思う？　六八人だぞ！　六八人！」

　アッシュは、端たん整せいな顔を怒いかりに歪ゆがめる。

「しかも介罪人クリミナルは、不死を操あやつる第Ⅴ系統と、物質を操る第Ⅵ系統に通じた位階一五以上。それに比べてリョウトは、三年のブランクを持ち、《苦く行ぎよう》を第一難度しか修おさめていない許容度スロツト七の領域士イグザルタス……勝てるはずがないだろう！」




　　　　＊　＊　＊




　一いつ瞬しゆん、俺の呼こ吸きゆうが止まった。

《錆びた釘ラステイネイル》が指す方向には、何本かのクレーンが並へい立りつしている。その根本にも誰だれかの影かげ……一○メートル近く離はなれた虜りよ囚しゆうを、〈ヴァインの賢しき耳目〉が視し認にんした。

「リョウちゃん！　小春ちゃん！」「宇牙神！」

「ユリ……エルヒコ……なんでお前たちまで……」

　二人は、別々のクレーンに鎖くさりでくくられてる。ユリは悔かい恨こんを滲にじませ、身み悶もだえた。

「ごめん、リョウちゃん……」

「すまねえ、領域因子、全部奪うばわれた……」

　俺には、事じ態たいがまるで吞み込めない。ただ一人、《錆びた釘ラステイネイル》だけが俺に笑えみを向けていた。

「あんたを追い詰つめるのには苦労したぜ。なにしろ邪じや魔まな奴が多い。かしずき、宇牙神家、聖護院家、学校の生徒……だがそれを逆手に取れば、簡かん単たんに人質が取れる」

「貴き様さま……」

「友達が多いのは結けつ構こうだが、それは一いつ般ぱん人じんの話だぜ。領域士なら、こういう足あし枷かせは増ふやさないのが賢けん明めいだろ」

　俺は、じりっと間合いを詰めた。

「入学式に俺を襲おそったのも貴様か」

「ああ。俺は、現げん実じつを変える変容型虚力使い……ゴールポストや窓まどガラスを変えてあんたを襲い、沙さ織おりとか云いう女の心を変えてあんたを誘ゆう惑わくした。たった一人って事も隠かくし、聖護院家も欺あざむいた」

「するとアッシュから来たのは……！」

「あれは俺が放った偽にせメール……つまり欺ぎ瞞まん型情じよう報ほう虚力だ。聖護院家が追ってたのはただの擬体……俺に操あやつられた死体だよ。それが誰だれだか、教えてやろうか」

　くくくっと、《錆びた釘ラステイネイル》の喉のどが鳴った。

「世の中にはな、たとえ殺されても誰にも気にされない奴って結けつ構こういるんだぜ。ホームレス、一人暮ぐらしの年とし寄より、家出少女、自殺志し願がん者しや……そいつら全部、俺の虚力の練習台にしてさ」

「貴様ああああっっ！」

　叫さけんだ途と端たん、俺の領域因子が勝手に沸ふつ騰とうした。体内を駆かけ回り、早く術じゆつを打てと急せかすように。

　しかし《錆びた釘ラステイネイル》は、ため息を吐ついた。

「さて、俺はこんなに努力しましたと。今度は宇牙神の坊ぼつちゃん、あんたの番だ」

「俺の……だと」

「聖護院家も宇牙神家も、もう助けには来ない。そのうえこっちには人質が三人もいるんだ。もうあんたの負けだ。だから頼たのむ……俺の欲ほしいモノを差し出してくれ」

《錆びた釘ラステイネイル》は、指を引き金にかけた。小春が、ばっと両りよう腕うでを広げる。俺も銃じゆう口こうに向き合ったまま、身み構がまえた。

「……俺の命が欲しいのか」

「違ちがう。あんたの過か去こが欲しいんだ」

　思わぬ答え。だが《錆びた釘ラステイネイル》の顔から、嘲ちよう笑しようが消えていた。

「教えてくれ。世界が失った二秒はどこにある」




　瞬しゆん間かん、《錆びた釘ラステイネイル》の声が響ひびいた。

「教えてくれ……みんな、知りたがってる。あんたは三年前、何をしたんだ……それを訊きくために、俺はここに来た」

　問われて、俺の身体からだが硬こう直ちよくする。だが《錆びた釘ラステイネイル》の声は、拷ごう問もんのように俺の心に突つき刺ささった。

「最初に気づいたのは、ごく少数の虚力使いだった。あの宇牙神家の息子むすこが、病院送りになったと聞き、何が起きたか、調べ始めたんだよ。俺もその一人……けどいくら調べても分からねえんだ。あんたが三年前、どこで、誰と戦ったのか……なんにも痕こん跡せきが残ってねえ。記録されてるのは、あんたのかしずきが死んだって事だけ。そうだろ……宇牙神リョウト？」

　俺は、否いなすらも言えない。

　一方ユリたちも、縛しばられたまま呆ぼう然ぜんと俺を見つめていた。

「リョウちゃん、この話って……」

「さっぱり話が見えねーよ！」

「……宇牙神くん……」

　だが《錆びた釘ラステイネイル》の声は、さらに強まる。

「やがて、疑ぎ惑わくが広まった。あんたは、領域公文書館アーカイヴにも残せないような事じ件けんを起こした……人類を守るにふさわしくないスキャンダルを起こしたってな。しかもこんな噂うわさもあるんだぜ。その事件に要した時間は、たった二秒だと……」

　介罪人は、手入れの悪い髪かみを撫なでた。

「知りたいじゃねえか、その二秒に何があったのか……それに異相事件ネガクライムを揉もみ消せるのは、九軍帥ストラテゴ・ナインしかいない。あの九軍帥がわざわざ動くなんざ尋じん常じようじゃねえ。つまりこれは、古くから噂される箝かん口こう事件なんだろ？」

「…………」

「ああ、分かってる。何も言えないって言うんだろ。箝口事件だもんなあ。けどあんたの噂は、もう世界中に広まっちまったぜ。そして事件の真相を、世界中の虚力使いが知りたがってる。九軍帥がひた隠す事件……何かあると誰もが思ってる。それはきっと九領域の弱点……いや、もしかしたらそれは……」

　よろめく俺に、《錆びた釘ラステイネイル》は黄色い歯を見せつけた。

「……世界最強の領域士、九軍帥の弱点なんじゃねえか？　だとしたら、箝口事件を暴あばいた奴やつこそ、九軍帥を倒たおせるかもしれねえ。そんな力があるなら、異相ネガスフイアの王として世界に君くん臨りんする事だってできる。世界中の虚力使いが知りたがるのも当然だろ？」

《錆びた釘ラステイネイル》の笑えみが、欲よく望ぼうに歪ゆがんだ。

「あんたが失った二秒は、異相の玉ぎよく座ざに等しいんだ……だから俺は何ヶ月も前から準じゆん備びを始め、誰よりも早く、あんたの元にたどり着いた。是ぜが非ひでも思い出してもらうぜ」




『思い出してもらおうか』

『あの時、何があったんだね？』

　一いつ瞬しゆん、心理療りよう法ほう士しの言葉が甦よみがえる。

　だが振ふり払はらい、俺おれは声を放った。

「俺は、何も覚えちゃいない……」

「ほう、記き憶おく喪そう失しつか。言い訳わけにしちゃあ、ありきたりだな」

「本当だ、俺は……！」

「まあいい。箝口事件だからな。口止めされて当然だろう。だがこういう場合、無む意い識しきに働きかけるのが一番だ。もっとも虚力も、女の誘ゆう惑わくも効こう果かはなかった。だから……」

《錆びた釘ラステイネイル》は、声を強めた。

「今から人ひと質じちとかしずきを殺す……親しい者の死を見れば、あんたの本ほん性しようを引きずりだせるかもしれない」




　本性……俺の本性……

　牢ろう獄ごくで繰くり返した自問を思い出す。

　あの時、何が起こったんだ。あの日、事件を起こした何かは、まだ俺の中に巣くってるのか。

　だが俺も、《錆びた釘ラステイネイル》に吼ほえた。

「かもしれないだと……ふざけるな！」

「若わかさま！」

　心配する小春から離はなれ、俺は《錆びた釘ラステイネイル》に視し線せんを刺さした。

「そんな生ぬるい治ち療りよう、いらねえんだよ！　どうせやるなら確かく実じつにやれ！　過か去こを一番知りたいのは、この俺なんだ！」

　残ざん虐ぎやくな介罪人ですら、俺の本性に苦戦している……その頼たよりなさに憤いきどおり、俺は硬直を振り払った。再ふたたび、領域因子が活かつ性せい化かする。

　すると《錆びた釘ラステイネイル》も、右手の銃じゆうを小春に、左手の銃を森北さんに向けた。

「俺を止められるかな、宇牙神の坊ぼつちゃん」

「小春と俺が術じゆつを打てば、お前は自分の身を守るはずだ。みんなを撃うつ余よ裕ゆうはない！」

　しかし《錆びた釘ラステイネイル》は、嘲あざけりを見せた。

「だったら……現実を変えよう」

　瞬しゆん間かん、べごおっ！　と音を立て、《錆びた釘ラステイネイル》の後頭部が膨ふくらんだ。破は裂れつするように、頭が内側から盛もり上がる。後頭部に現あらわれたのは、新しい顔面だった。

「な……！」

　俺も小春も驚きよう愕がくする。

　さらに《錆びた釘ラステイネイル》の背せ広びろが、見る間に変形した。肩かたから新しい袖そでが伸のび、その中から拳けん銃じゆうを握にぎった腕うでが飛び出してくる。

　わずか一秒。《錆びた釘ラステイネイル》は、自分自身が背中合わせになったように、二面四腕わんの異い形ぎようへと変へん容ようしたのだ。

「思い出せよ、宇牙神の坊ちゃん！」

　二つの顔が、同じ声で合唱した。

「俺の荒あら療りよう治じで、過か去こに向き合いな！」

《錆びた釘ラステイネイル》は、まったく別方向に四つの銃を向けた。四つの腕が、四つの引き金を引き絞しぼる。狙ねらいは森北さん、ユリ、エルヒコ、そして小春……だが……




　介罪人の動きより速く、小春の右腕が震ふるえた。《苦く行ぎよう》領域士にしか為なし得ぬ神速。けど俺の〈ヴァインの賢さかしき耳じ目もく〉は、小春が投じた赤い術じゆつ光こうを捕ほ捉そくしていた。

　──紅煉獄三叉剣トライブレード！

　巨きよ大だいな三つ叉またの刃やいばが、術光を巻まき上げ旋せん回かいする。小春の膂りよ力りよくによって、三叉剣は彗すい星せいの如ごとく、術光の尾おを引いた。

「かしずき、何を……！」

《錆びた釘ラステイネイル》には、小春の狙いが読めなかっただろう。だが三叉剣は、空中を猛もう速そく度どで飛ひ翔しようし、《錆びた釘ラステイネイル》の銃じゆう撃げきより早く、エルヒコの縛いましめに届とどいたのだ。

　手元がわずかに狂くるえば、エルヒコ自身を傷きずつけかねない一投。しかし紅煉獄三叉剣は、彼には触ふれもせず、鎖くさりを一撃で断たち斬きった。途と端たんに火花。転がるように、エルヒコが逃にげる。銃じゆう弾だんは、虚むなしくクレーンにぶち当たった。

「すまねえっ！」

　自由を取り戻もどし、エルヒコが叫さけぶ。

　だが紅煉獄三叉剣は、さらに数メートルを飛翔した。物理法ほう則そくを無む視しし、ユリへ向かう銃弾を後ろから追い抜ぬく。

　そしてユリの呪じゆ縛ばくを切せつ断だん。これもまたミリ刻きざみの命中精せい度ど。拘こう束そくを脱だつしたユリは、頭を低めてコンクリートに伏ふした。

「間かん一いつ髪ぱつ！」

　叫んだユリの頭上で、銃弾が炸さく裂れつする。

　しかし三発目の弾丸は、すでに森北さんの目前に迫せまっていた。割わり込こむのは不ふ可か能のう……と思われた時、紅煉獄三叉剣が銃弾そのものを弾はじき飛ばしたではないか。

「きゃあっっ！」

　動けない森北さんの足あし下もとで、一弾が跳はねる。しかし紅煉獄三叉剣は、森北さんの縛めも断たち、ようやくコンクリートに突つき刺ささった。

　領域兵器アームズを完全に使いこなせねば、為し得ぬ技わざ……しかし小春は、自分の得え物ものを放ほうり出し、ユリたちを救ったのだ。だったら、誰だれが小春を守るんだ！

「下がれ、小春！」

　叫んでも、遅おそすぎた。しかも小春は、防ぼう御ぎよ術じゆつすら張はらずにいる。《錆びた釘ラステイネイル》の虚力弾が、易やす々やすと小春の腕を撃うち抜き、華きや奢しやな身体からだを大きく錐きりもみさせた。

「小春ちゃん！」「松下さん！」

　ユリと森北さんの悲鳴が虚むなしく響ひびく。

　さらに次弾が、小春の太ふと腿ももを撃ち抜いた。金きん髪ぱつに血がしぶき、脚あしがくの字に折れる。小春は力なく……くたっとくずおれた。俺は、その身体を抱だきとめ……

　──あ。
















　──同じだ……三年前と。

　夢ゆめならいいのに、と俺は思った。しかし小春は、本当に鮮せん血けつに染そまっていた。信じられぬほど酷こく似じした風景。血の臭においが、嫌いやでも俺を過か去こへ引きずり込む。

「どうして避よけないんだ、小春！　せめて防御術ぐらい張れよ！」

「それでは皆みなさんを助けられない……」

「小春……」

「ユリさまたちの位置を見て、すぐ気がつきました。あまりにも離はなれすぎている……あれでは、一度に全員を助けられない……」

「あまりしゃべるな、血が……」

「逆ぎやくに言えば、ユリさまたちを離れた位置に置いても、介罪人は一度に抹まつ殺さつできる術を持つと予よ測そくしました。だから……」

「だからって、また俺の盾たてになんか……」

　だが《錆びた釘ラステイネイル》は、俺に侮ぶ蔑べつの視し線せんを向けた。

「あんた、気づいてないだろ」

「どういう意味だ」

「そのかしずき、もう枯こ渇かつしてるぜ」

　俺は、小春の顔を凝ぎよう視しした。血に染まりながらも、うめき声ひとつ漏もらさない。

「馬鹿な、まだ小春は……」

「たいして術を使ってないと言うのか。やはり領派のお坊ぼつちゃんは、自分の事だけで精せい一いつ杯ぱいで、かしずきの不調になぞ気がつかなかったようだな。その娘むすめの領域因子は、数日前から減へったままだ。もっともそうし向けたのは、俺なんだが」

「じゃあ小春、お前……」

「あの時、俺の虚攻体ラガマフインは、接せつ触しよく打撃を通じてそいつの領域因子を奪うばった……しかも残り少ない領域因子を、今の一撃で使い果たしたんだよ」

　そんなはずはないと何度も思う。だが脳のう裏りには、小春の言動がゆっくり再さい生せいされた。

『昨日一日休ませていただいたおかげで、だいぶ良くなりました』

『料理は私が作ります。休むなど以もつての外ほかです』

『どうか私を、甘あまやかさないでください』

　──あれが全部、噓うそ。

　──俺に心配かけないための芝しば居い……

《錆びた釘ラステイネイル》のはったりであってほしかった。しかし小春は沈ちん黙もくを貫つらぬく。反はん駁ばくしないのは真実と云いう事……しかも遠くで、ユリがうなずいている。《霊れい命めい》の領域士には、小春の残ざん余よ領域因子が分かるのだ。

　俺は、小春を地面に座すわらせた。

「やせ我が慢まんして喜ぶと思ったのか、俺が……」

「若わかさま……」

「それでお前を死なせたら、俺は陽よう太たたちになんて言えばいいんだよ！」

　けど小春は、血に濡ぬれた顔で応こたえた。

「その時は、かしずきの役目を果たしたと伝えてください……」

「小春……」

「そうでもしなければ、若さまの時間をお守りできなかったのです……」




　その言葉を受け止めた時。

　──知ってたのか、お前。

　──俺が一番、守ろうとしたものを。

　小春は、敵てきだけじゃなく、俺の心も読んでたんだ。だから俺の大切なものを、ずっと守ってくれてたんだ。

　それは俺が学校にいる時間……

　俺が友達と話してる時間……

　俺が一人でコーヒーを飲む時間……

　そして俺が失った二秒も……

　だから学校のみんなを遠ざけようとした。だから先生や学がく斗と隊たいを遠ざけようとした。俺の巻まき添ぞえにならないように……

　──大切なものを守るために、大切なものを遠ざける。

　──それが小春の最さい適てき戦せん略りやく。

　──小春は、分かってくれてた。

　──俺が一番、望んでた事を。

　──なのに、俺は……




　ずっと、思ってた。

　俺には、かしずきなんて必要ない。

　俺には、守ってもらうほどの価か値ちもない。

　だけど小春は、俺を……




「……ふざけんな」

　俺は、腕うでの中の小春につぶやいた。

「……いくらかしずきだからって、そこまでする必要ないだろ。そんな命令、親父おやじだって出してないはずだ」

「……ですが若さま……」

「……なのに、みんなまで守りやがって」




　無む性しように悔くやしかった。

　俺は、守られるために帰ってきたんじゃない。

　誰かを守るために帰ってきたんだ。

　なのに、ずっと守られてばかり……




「思い出せ、いい加か減げん！」

《錆びた釘ラステイネイル》の声が、再ふたたび届とどいた。

「見ろ、かしずきは死にそうじゃねえか！　あんたはこれが一番怖こわいんだろ！　身近な人間を失うのが怖いんだろ！」

　叫さけぶや、俺の周囲が歪ゆがみ始めた。

　ごぅん、ごぅんと地じ響ひびきを発し、異相空間から巨きよ体たいが現あらわれる。機き関かん砲ほうとチェーンソーを備そなえた虚攻体……しかも五体、一○体と急速に群むれをなし、俺おれと小春に迫せまる。

《錆びた釘ラステイネイル》は、怒ど声せいを発した。

「今こそあんたにとって最悪の時だろ！　何もできず、ただ仲間を看み取とるなんてな！　けど最悪の向こうに何がある！　それを思い出せ！　思い出せ思い出せ思い出せ！」

　強きよう制せいの言葉が、破われ鐘がねのように響ひびく。

「もうあんたを守ってくれる奴やつは、いねえんだよ！」




『もう君を守ってくれる人はいない』

　再び甦よみがえる、心理療りよう法ほう士しの言葉。

　けど俺は、小春をその場に残し、《錆びた釘ラステイネイル》に向き直った。

「……それでいい」

「んだと？」

「……最悪の時じゃない……大切な時なんだよ！」

　吼ほえるほどに、憤ふん激げき。

　介罪人に、剝むき出しの叛はん意い。

　俺の声が、海鳴りの如ごとく轟とどろいた。

「ずっと思ってた！　もう誰も失いたくないってな！　かしずきも友達も！　だから守るって決めてたんだ！　その時が来たら！　また誰かを失いそうになったら！」

　虚攻体が急きゆう迫はく。それでも叫さけびは止やまない。




「こんな大切な時に、壊こわれてたまるか！」




　ぎぎ。ぎぎ。ぎぎぎ。

　俺の中で、何かが軋きしんだ。それは鋭えい利りな金きん属ぞくがこすれる音。自らの出番を感知し、その時が来たと俺に告げている。事前設定プログラミングされた自じ律りつ起動型の……

《錆びた釘ラステイネイル》も異い変へんに気づいた。

「何をするつもりだ、今いま更さら！」

　俺は応こたえずに、右みぎ腕うでから《苦く行ぎよう》の術光を、左腕から《滅めつ殺さつ》の術光をほとばしらせる。唸うなりを上げる術光に、俺の髪かみが逆さか立だち、大気が震ふるえる。起動した術の大きさに、小春も気づいた。

「若さま！」

　俺も、大きく深呼吸した。




「今度は、俺が守る番だ！」




　これが小春への報むくい。俺を理り解かいしてくれた事への感かん謝しや。

　瞬しゆん間かん、俺の身体からだから、竜たつ巻まきじみた術光が巻まき起こる。だがそれは赤でも黒でもない……眩まぶしいほど輝かがやく、黄金の術光だった。

「なんであんたがその色を……！」

　右腕の赤、左腕の黒……それに黄金が加わり……どりゅうっ！　と延えん伸しんした。海風が吹ふきすさび、波動が広がる。《錆びた釘ラステイネイル》が後こう退たいするほどの圧あつ力りよく。

　そして、俺の体内に領域因子化クローズドされていたモノが雄お叫たけびを上げて実体化した。

「な……な……！」

《錆びた釘ラステイネイル》も、ユリもエルヒコも、小春ですら絶ぜつ句くする。

　俺の手に、異い様ようにして長大、凶きよう悪あくにして荘そう厳ごんな武ぶ器きが現れた。

　柄つかの長さ一メートル、刀身二メートル、全長三メートルにも及およぶ人外の直刀。幅はば広ひろの刃やいばは、希レア・重金ヘヴイ・属メタルの厚重ね。刀身は分ぶ厚あつくふくらみ、切っ先はギロチンの如ごとく広い。刺し突とつ・斬ざん撃げき・殴おう打だ、いずれにも対たい応おうできる漆しつ黒こくの刀だ。

　柄と刃を固定するボルト周りの装そう飾しよくは、赤と黄金。〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉を帯びてこそ使える……これが俺の業わざ物ものだった。

「第五難なん度どの《滅めつ殺さつ》＋《苦く行ぎよう》＋《創そう成せい》の複合領域兵器クロス・アームズ、実体化完かん了りよう」

　告げると、俺は《錆びた釘ラステイネイル》に切っ先を向けた。

「こいつの名は、殺戮神影刀デア・ジエノサイド」

　小春は、呆ぼう然ぜんとそれを見上げている。

　ユリも、エルヒコも、森北さんも……夜風をはらんで震える刃が、血肉を求める魔ま神じんに見えたかもしれない。

　だが《錆びた釘ラステイネイル》は、四つの腕を一いつ閃せんした。

「たかが第五難度で驚おどろくかよ。俺の位階レベルは一五だぜ。俺の虚攻体ラガマフインも、あんたの武器とは桁けた違ちがいだぜ！」

　その声と同時に、虚攻体が襲おそい来る。

　しかし肉にく薄はくする敵てきめがけ、俺は殺戮神影刀を横に薙ないだ。その刹せつ那な……

　うおおおおおおおおんんんんんんっっ！

　大気を斬きり裂さいた殺戮神影刀が、奇き怪かいな唸りを発した。俺にとっては、闘とう志しを鼓こ舞ぶする雄叫び。だが敵にとっては、死神の哄こう笑しように聞こえたはずだ。

　同時に、黒い波動が刃やいばから飛び出す。

　それは、刃に圧あつ縮しゆく注入された第三難度の《滅めつ殺さつ》個こ体たい攻こう撃げき術じゆつ〈アスモデイの残ざん虐ぎやくなる刃〉。地じ獄ごくの王と恐おそれられた殺さつ戮りく領域士アスモデイの術だ。

　しかしあくまでも低位の攻撃術。それを悟さとって、《錆びた釘ラステイネイル》が微笑ほほえむ。

「その程てい度どで、潰つぶれるはずが……」

　だが直後に、爆ばく風ふう。術をくらった虚攻体が、為なす術すべなく粉ふん砕さいされた。

「馬ば鹿かな！」

《錆びた釘ラステイネイル》が怯ひるむ間に、俺は殺戮神影刀を旋せん回かいさせた。右に斬り、左に薙ぐ。その度たびに、雄叫び。刀身から〈アスモデイの残虐なる刃〉が噴ふん出しゆつし、虚攻体を撃げき破はした。

「そんな！　そんな！」

　あえぐ《錆びた釘ラステイネイル》は、四つの腕うでで召しよう喚かんを続けた。だが異相から出る間もなく、虚攻体は俺の一撃に吹き飛ばされた。

　そして遂ついに包囲が消しよう滅めつした時……俺は《錆びた釘ラステイネイル》めがけ跳ちよう躍やくし、殺戮神影刀を振ふり下ろした。

「ああああああっっ！」

〈アスモデイの残虐なる刃〉が、《錆びた釘ラステイネイル》の右みぎ肩かたにめり込こむ。しかも術の威い力りよくは衰おとろえず、勢いきおい余あまって背せ中なかへ抜ぬけた。同時に、《錆びた釘ラステイネイル》の右腕を根本から断たち、ぶしゅーっっとどす黒い血を撒まき散らした。

「ぐぎいいいいいっっっ！」

《錆びた釘ラステイネイル》は、泣き、喚わめき、悶もだえ苦しむ。

　その様子を見下ろしながら、俺は殺戮神影刀をごとりと地に付けた。

「俺を狙ねらうなら、もっと調べるんだったな。三年間、新たな修しゆ行ぎようを始めてた事も」

「あ……あがああああっっ……！」

「第三難度の術にしては、効いただろ。けど実際は、第五難度の《創そう成せい》武器×第三難度の《滅めつ殺さつ》術……掛けて第一五難度だ」

「か、掛けるだと……!?」

「ああ、一般的な加法式じゃない。乗法式の術修正ブーストシステムだ。だから位階レベル一五のお前とも、互ご角かくに渡り合える」

《錆びた釘ラステイネイル》の顔が、啞あ然ぜんと歪ゆがむ。無理もない。領域兵器の手助け無しに、許容度スロツト七の俺が打てるはずもない術難度だからだ。

　俺は、腕を失った男にとどめは刺ささず、ユリに視し線せんを向けた。

「聖護院家の電話番号、知ってるか」

「う、うん、一応」

「かけてくれないか。介罪人一名、生きたまま捕ほ縛ばくしたってさ」

　ユリがうなずくと、恐おそる恐るエルヒコも前に進み出た。

「宇牙神、お、俺はなにを……」

「その男、見み張はっててくれ。あれだけ虚攻体を召しよう喚かんしたんだ。逃にげる余よ力りよくは、残ってないと思うけど」

　言って、俺は小春に歩み寄よった。その腕の中では、森北さんが震ふるえている。

「ありがとう、宇牙神くん……けど……」

「心配ないよ。沙織さんの虚力なら、小春が解といてる。介罪人も力尽つきた以上、きっと無事でいるはず……それより、また迷めい惑わくかけちゃったね」

　俺は頭を下げた後、森北さんの顔を見つめた。森北さんの顔は、涙なみだでぐしゃぐしゃになってる。多分、安あん堵どだと思う。その表ひよう情じようを見て、小春がささやいた。

「若わかさま、お願いがございます」

「なんだ？」

「森北さんが震えているのです。私の抱ほう擁ようだけでは足りぬようで……」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよ。だけど俺は跪ひざまずき、殺戮神影刀を地に置いた。

「……変な意味じゃないから」

「宇牙神くん……」

「巻まき添ぞえにしてごめん。もう森北さんのお店、行かない方がいいよね」

「そんな……」

　森北さんが俺の腕をつかむ。けど彼女のセリフは、唐とう突とつに遮さえぎられた。

「宇牙神リョウトおおおおっっ！」

「があっ！」

《錆びた釘ラステイネイル》がやおら立ち上がり、背中の腕二本でエルヒコを突つき飛ばしたのだ。介罪人は、たった一本残った左腕を、俺に突きつけた。

「そうだよ、あんたは世界に帰ってくるべきじゃなかった！　あんたはこれから世界中の虚力使いに狙われる！　三年前を思い出すまでな！」

「おのれっ！」

　小春が身み構がまえるが、《錆びた釘ラステイネイル》はさらに吼ほえた。

「それでもこの街で生きるのか！　周囲の好意に甘えて、巻き添えにしてもかまわねえってのか！　そいつぁ凄すげえ！　あんた人間じゃねえよ！　人の命を何とも思わねえ独善エゴの塊じゃねえか！」

　独善。独善。独善。榊原キルカにも痛つう罵ばされた言葉が、耳に刺さる。だが俺も、殺戮神影刀を握にぎりしめた。

「ああ、生きてやる！　けどそれは独善じゃない！　《独どく断だん戦せん巧こう》の独断だ！」

「誰だれも望んでねえ偽ぎ善ぜんを……！」

「たとえ信しん頼らいされなくてもかまわない！　守りたいから、俺おれは戦う！」

　瞬しゆん間かん、揺ゆるがぬ思いがほとばしった。




「このわがままだけは、譲ゆずれない！」




　だが《錆びた釘ラステイネイル》も、残った腕うでに虚力を灯ともした。

「あんたの過か去こを、あんたの現在いまを、受け入れる奴やつなんか、世界中のどこにもいねえんだよ！　虚むなしいな、《独どく断だん戦せん巧こう》！」

　突きつけられたのは、現げん実じつ。

　否ひ定ていする言葉なんて、俺は持ってない。

　だが答えを見つけるより早く……

「伏ふせて、宇牙神くん！」

　森北さんが立ち上がり、指で印を結んだ。両腕からほとばしる術光は、淡あわい緑。惑わく星せいを司つかさどり、元げん素そと自然を操あやつる《星せい練れん》の術を、彼女は唱えた。

「〈フルフールの雷天使エレンジエル！〉」

　叫さけびと共に、緑の術光が《錆びた釘ラステイネイル》へ走り、翼つばさ持つ天使に変へん容ようする。それは、天てん候こうの伯はく爵しやくと呼よばれた気候領域士フルフールが編あみ出した、最も威い力りよくの低い第一難なん度どの個こ体たい攻こう撃げき術じゆつ。

　しかし《錆びた釘ラステイネイル》には、もはやその術を回かい避ひする力は残っていなかった。ただ術に心しん臓ぞうを撃うち抜ぬかれ、仰あお向むけに倒たおれていく。

　ぐちゃりと《錆びた釘ラステイネイル》の後頭部……いや後ろの顔面がコンクリートに当たって潰つぶれ、血ち潮しおが広がる。介罪人が事切れると、森北さんは俺に振ふり返った。

「……まだこんな術しか使えない。でも私、宇牙神くんと一いつ緒しよにいたいです。これから先もずっと……」

「森北さん……」

「これも私のわがままだから……それからずっと言いそびれてたけど……助けてくれて、ありがとう……宇牙神くん」

　正直、信じられなかった。

　森北さんの言葉が。そのわがままが。

　それでも俺は、森北さんから退しりぞいた。

「いや、無理だよ。こんな事じ件けんを起こした以上、俺はもう学校にも……」

　すると俺のポケットで携けい帯たいが震ふるえた。いったん無む視しすると、なぜかユリが微笑ほほえんだ。

「見てみなさいよ、リョウちゃん。多分、みんなから」

「みんなって誰だよ？」

「みんなは、みんなだ」

　エルヒコにも言われ、俺は携帯を取り出した。誰にもメアド教えてないのに、いつの間にか一○○件けん以上のメールが入ってる。その文面は……

『ちょりーす。宇牙神、元気かー』

『早く登校できるといいね。星ほし村むらまなみ』

『第一統とう轄かつなんか気にすんな』

『処しよ分ぶんが解とけたら、カラオケ行こー』

『巻まき添ぞえ上等。第三二抜ばつ刀とう学斗隊、近こん藤どう』

『なんか手伝える事ある？』

『松下さんにもよろしくね』

　……俺は、視線を上げた。

　ユリとエルヒコは、笑ってる。森北さんは唇くちびるを嚙かんだまま。

　そして小春は……小春も携帯を握りしめている。やはりメールが来ているらしく、しばらく熟読。やがて目を上げ、黙だまって俺にうなずいた。

　俺も、ぱちんと携帯を閉とじる。

　御お礼れいはメールでも良いかもしれないけど、どうせなら登校して、みんなに会って何か言おう。そんな事を心配する俺って、やっぱり対人関係ぎくしゃくな奴やつなんだろうな。




　でも一番、感かん謝しやを伝えたい人は、目の前にいる。

《錆びた釘ラステイネイル》も心理療りよう法ほう士しも間ま違ちがってた。

　俺を守ってくれる人は、ここにいる。




　　　　＊　＊　＊




『ラピスラズリ』周辺には、すでに聖護院家によって封ふう鎖さ線せんが張はられていた。こういう場合の野や次じ馬うまは、ごく少ない。自分たちに危き害がいが及およぶのを恐おそれているのだ。

　それでも道路にはみだした人々をクラクションで下がらせ、聖護院アッシュは黒くろ塗ぬりのバンから降おりた。

「榊原、状じよう況きようは！」

「報ほう告こく。すでにこの地ち域いきの疑似異相は、消失しました」

　本部から先行していた榊原キルカは、冷れい徹てつな声こわ音ねで報告する。

「店内にて女じよ性せい一名……この店のオーナー森北沙織氏を病院に搬はん送そうしております。意い識しき不明ですが、命に別べつ状じようはなく……」

「リョウトのマンションを監かん視ししていた者は？」

「六名……全員、殺害を確かく認にん」

　瞬しゆん間かん、アッシュは咆ほう吼こうを発した。拳こぶしに青い《鎮ちん守じゆ》の術光を灯ともし、自分が乗ってきた車を殴おう打だする。フロントガラスが粉こな微み塵じんに砕くだけ、車体がひしゃげた。

「聖護院隊長……」

　同乗してきたミィさんは、苦く悶もんを見守る。だがアッシュは冷静さを取り戻もどし、榊原に問いかけた。

「リョウトは、今どこにいる……」

「生せい存ぞん。先ほど弥勒みろく寺じのお嬢じよう様さまから、連れん絡らくが入りました。海岸沿ぞいの大おお滝たき造ぞう船せん所じよ跡あと地ちにて、介罪人一名、誅ちゆう殺さつしたと……」

　一瞬、アッシュは何かをこらえた。

「片岡候こう補ほ生せい、リョウトの携帯番号を知ってるか」

「はい、学級委員ですから」

「礼を言っておいてくれ。この借りは必ず返すと……」

「分かりました……」

「そして私は必ず、お前の……いや、いい。なんでもない」

　言い残し、アッシュは静かに立ち去った。

　ミィさんはそれを見送り、携帯電話のメモリを呼び出す。だが彼が最初にかけたのは、宇牙神リョウトの番号ではなかった。







　　　【Extra.Phase　小春日和びより】







「覚えてますか、あの時の事……」

　西にし浜はま中央病院の一室。俺おれが問いかけると、ベッドの沙さ織おりさんは首を横に振ふった。

「いいえ……私、リョウトくんにどんな事したの？」

「あ……いや、それは……」

　無様なほど、俺は動どう揺ようを隠かくしきれなかった。病院の医い療りよう領域士によると、沙織さんがどんな術じゆつにかけられたか、伝えていないそうだ。

　でも、それでいいと思う。沙織さんの心に、これ以上の傷きずは必要ないし。

「……気にしないでください。俺、忘わすれますから」

「ありがとう、リョウトくん……また、コーヒー飲みに来てくれる？」

「いいんですか？　だってまた迷めい惑わくかけるかもしれないのに」

「かまわないわ……それにリョウトくん、頼たよりにしてるから」

「……ありがとうございます」

　頭を下げて、俺は思った。ここにも、一人いてくれたと。

　そしてもうひとつのベッドに目を向ける。

　森もり北きたさんは、午後の陽ひ射ざしを浴びながら、ずっと眠ねむっていた。怪け我がの程てい度どは軽いけど、疲ひ労ろうが重なったらしい。

　起こさないように見み舞まいの花束を置き、感かん謝しやは心の中で。ありがとう。またおいしいコーヒーよろしく。

　すると沙織さんは、窓そう外がいを指さした。

「それより、ほら、早く行ってあげなさい」

「あ……」

「私には、美み空くのように領域士の才さい能のうはないけど、リョウトくんが、この病院に来た本当の理由ぐらい、透とう視しできるのよ」

　指さしたのは、病院の中庭。そこには桜さくらの大木が一本そびえてる。

　見み抜ぬかれて、俺はうなずいた。

「その術、いつか教えてください」

「大人になったらね」

　沙織さんのウィンクを受け止め、病室を出る。そして心を落ち着かせ、中庭に向かおうとした時……

「な、なんだ、お前らああっっ！」

　驚おどろきのあまり、一メートル後こう退たい。

　病院の廊ろう下かには、ユリ、エルヒコ、ミィさん、伊い坐ざ凪なぎ先生が勢せい揃ぞろいしていた。しかも全員、沙織さんの病室に、ぴたりと耳を密みつ着ちやく。

　まずユリが、怪け訝げんそうな顔で接せつ近きんした。

「沙織さんのお見み舞まいに来たんだけど……リョウちゃん……なに、今の会話？　『俺、忘わすれますから』って？」

「いや別に」

「でもさ宇う牙が神じんくん……聖しよう護ご院いん隊長の話じゃあ、確たしか沙織さんは……」

「べらべら喋しやべんな、ミィさん！　学級委員のくせに！」

　そこへエルヒコが、割わって入った。

「待て、みんな。ここはひとつ、俺に素す晴ばらしい提てい案あんがある」

「絶ぜつ対たいに素晴らしくないと言い切れるが、一いち応おう聞こう」

「弥勒みろく寺じさんの《心しん魂こん》術で、宇牙神の記き憶おくを取り出す。それを俺に移い植しよくできない？」

　エルヒコは、ユリに突つき飛ばされ廊ろう下かの壁かべに激げき突とつ。そのままユリは、俺の胸むな倉ぐらをつかみ上げた。

「正直に言いなさい！　沙織さんはどんな術かけられてたの！　まさかリョウちゃん、精せい力りよく絶ぜつ倫りんにつけ込こまれて……」

「ちょい待ち。誰だれが精力絶倫だよ」

「わ、私は信じてないわよ！　でもクラスのみんなが、リョウちゃんと小こ春はるちゃんが二七回の仲だって言うし！」

「二七階の中？　それって俺の部屋の話？」

「やっぱり本当だったの！　ああもうだめ……私、今すぐここに入院する……」

「弥勒寺さん、しっかりしてよ！」

　……ワケ分かんねー。なんでユリが倒たおれるんだ？

　だが疑ぎ問もんに思う俺に、伊坐凪先生が術杖スタツフを抱かかえて歩み寄よってきた。

「宇牙神くん、これ」

「なんですか……統とう轄かつ指し示じ？」

「聖護院くんから。登校禁きん止し処しよ分ぶんの解かい除じよ。これであなたも今まで通り、学校に来られるわ」

「やっとか……」

「それから、あなたの功こう績せきを称たたえる一文も入ってるはず」

「アッシュの奴やつ、意外に丁てい寧ねいだな」

「その代わり、事じ件けんの経けい緯いは内ない密みつにって事でしょうね。なにしろ聖護院家の半数以上が、あの晩ばん、無力化されたし」

　俺は、渡わたされた封ふう筒とうをポケットにしまい、先生に向き直った。

「先生は、迷めい惑わくじゃないんですか……俺みたいな生徒を受け持って……」

「確かにあなたは、また介罪人クリミナルに狙ねらわれるかもしれない。でも使い手である以上、うちの生徒は全員、襲おそわれる可か能のう性せいがあるのよ」

「でもですね、俺は……」

「俺は俺はと、自分だけ特別に思わないで。私も特別扱あつかいはしない。あなたには、一生徒として生活してほしいんだから」

　……後頭部をがつんと殴なぐられた感じ。

　言われてみれば、その通りだ。俺は自分の事しか考えてなかったのか。やっぱり独善エゴ。

　すると先生は、術杖に腕うでをからませた。

「ま、確かにあなたが狙われる確かく率りつは、学内一でしょうね。でもみんなもそうと知って受け入れてくれたのよ。誰にでもできる決けつ断だんじゃない」

「……感かん謝しやしてます」

「だったらその感謝、まず弥勒寺さんに伝えたら？」

「？」

「知らなかったの？　彼女、あなたの力になりたくて、Ａ組のみんなや上級生に声かけてくれたのよ」

「え……」

「あの晩も、あなたの部屋を訪おとずれるつもりが……先に森北さんのお店に寄よって、事件に巻まき込まれたんだから」

　……自分に呆あきれた。ようやく、ユリが捕とらわれた理由が分かった。俺の携けい帯たいに、みんなのメールが届とどいた理由も……なのにユリの奴、何も言わず……

　俺は、幼おさななじみに歩み寄った。

「なあ、ユリ」

「なによリョウちゃんのバカ。エッチ。女殺し。いくら思春期だからって、なにも二七回なんて……」

　無む視しして、手を伸のばす。

　俺は、ユリの黒くろ髪かみに掌てを置き、ぐしゃぐしゃぐしゃっと搔かき乱みだした。

「な、何すんのよ、リョウちゃ……」

　言いかけたユリと一いつ瞬しゆん、目が合う。けど俺おれは無言。《心しん魂こん》の領域士には、それで通じるだろ。

　俺は、みんなに背せを向けた。

「じゃあ、俺、行く所があるから」

「ま、待って、リョウちゃん！　今のってもしかして……」

「静かにしないと士し名めいで呼よぶぞ。《なめ××××》ってな」

「ねえ、今のもう一回！　もう一回してー！」

　▼領域因子ポテンシア、活かつ性せい化か。

　▼▼〈サロスの勁けい悍かんなる四し肢し〉自動発動。

　俺は、中庭に走った。




　中庭の大木は、もう葉は桜ざくらになってる。

　根本には桜さくら色いろの花か弁べんが敷しき詰つめられ、陽よう太たと楓かえではそれを手ですくって遊んでいた。

「凄すげえよ、こんなにいっぱい！」

「小春姉さま、見て見てー。ほら、きれーでしょー」

　楓の手が、花弁を風に舞まわせる。それを浴びながら、小春は静かに座ざ禅ぜんを組んでいた。

　俺も、そっとかしずきの前に歩み寄る。

「よくこの状じよう況きようで、瞑めい想そうできるな」

「弟妹きようだいに心乱みだされるようでは、一人前の領域士とは申せません」

「けどその格かつ好こう……お釈しや迦か様さまか、お前は」

「これが今、私の為なすべき事です。安静に過すごし、領域因子さえ回かい復ふくすれば、かしずきの任にん務むに戻もどれます」

「医者は、まだだめだってさ」

「傷きずは、もう治っております」

「お前の自じ己こ申しん告こくは信用できない。枯こ渇かつしてた事、隠かくしてたし」

「ですが若わかさまとて……」

　言いかけて、小春は座禅から正座に脚あしを組み変えた。つい口走った、かしずきにあるまじき反はん駁ばく。けど言い返された方が、俺には気楽だよ。

「殺戮神影刀あれ、黙だまってて悪かったな。南極監かん獄ごくにいる間、作ったんだ」

「…………」

「この三年、《創そう成せい》を一から学んでさ。練習として作った武ぶ具ぐは、外部の領域士に販はん売ばいした。刑けい務む作業による社会貢こう献けんって奴やつ。おかげで一人暮ぐらしの資し金きんも貯たまったよ」

「……それであのようなお部屋に……」

　小春がうつむくと、俺は一ひと呼こ吸きゆう置いた。

「俺の事件、知ってたんだな」

「……はい」

「俺がそれを覚えてない事も」

「……はい」

「俺がそれを思い出せない事も」

「若わかさまは、思い出したいのですか……その事を……」

「ああ、そうだよ。大切な人を失った刹せつ那な……それを忘わすれたなんて酷ひどいと思う。思い出すのが、俺の責せき任にんじゃないかな」

　初めて、心の重荷を口にした。誰にも言えなかった覚かく悟ご。だけどなぜ小春には、言えたんだろう。

　すると小春が、背せ筋すじを伸のばした。

「そのお手伝い、させてください」

「小春……」

「私にも何ができるか分かりません。ですが若さまの過か去こ、私もお探さがしいたします。たとえそこに何があろうと……」

　そして小春は、言ったんだ。




「私は、いつまでも若さまのかしずきにございます」




　俺は、頭を搔かき、息を鎮しずめた。

　応こたえられるのかな……そう不安になるほどのぬくもりは、初めて。

　でもせめて、感かん謝しやは伝えようと思う。

　小春がいなければ、この戦いには勝てなかった。ユリや森北さんも救えなかった。何より俺自身……

　けど今いま更さら伝えるのが、たまらなく恥はずかしい。喉のどにつかえてるのは、たった五文字。それがやけに言いづらい。

　深しん呼こ吸きゆう。ようやく俺は、最初の一文字を声にした。

「小春、あ……」

「（ぎゅむ）」
















　言葉が途と切ぎれる。見下ろせば、俺の右みぎ脚あしに雪ゆき美みがしがみついてた。ちょっと怒おこったような顔で、げんこつから小指を伸ばして。

「あ、もしかしてこの前のげんまん？」

「（こくん、こくん）」

　……タイミング悪いけど、約束は守らないとな。

　だけど雪美を見た途と端たん、俺の心は強こわばってた。正直、笑え顔がおを見せる自信はない。三年かけて失ったものを、たった数日で取り戻もどせるとも思えない……。

　それでも俺は、さりげなく自分の顔を撫なで、表ひよう情じよう筋きんをマッサージする。大だい丈じよう夫ぶ。鏡の前で少し練習したし、雪美の前なら笑顔、できる気がする。

「じゃあ、これでどうだ？　（にこっ）」

「（ぷるん、ぷるん）」

　うっ……雪美は、速そつ攻こうでダメ出し。それどころか、口をへの字に曲げ、ぷんすか怒おこる気配すらある。

「おかしいな……これでどうだ？　（にかっ）」

「（ぷるん、ぷるん）」

「こ、これもだめか……なら、これは？　（にまっ）」

「（ぷるん）」

「こんなのどうだ？　（にやっ）」

「（ぷるん）」

「これならどうよ？　（にまっ）」

「（ぷるんぷるんぷるん）」

　……もう笑顔の引き出しがありません。

　やっぱり三年前を取り戻すには、もっと時間が必要なんだろうな……

　けど雪美は不満を露あらわにし、俺の顔に向かって両手を伸ばす。しょうがねーな。届とどくように屈かがんであげよう。

　すると雪美は、俺の頰ほおを思いっきり左右に引っ張ぱったのだ。

「（ぎゅううううううう────っっ）」

「いへへへへへへへへへへへへへへ！」

　我われながら、間ま抜ぬけな悲鳴。でも雪美は、俺の表情筋をぐいぐい引っ張り、何とか笑顔を作ろうとしてる。や、やめなさい、雪美、俺の顔は粘ねん土どじゃないんだから！

　その時、小春の様子が変わった。

　呆ぼう然ぜんと、信じられぬものでも見たかのように、小春は俺の表情を凝ぎよう視ししてる。確たしかめるように何秒も……何十秒も……

　そしてようやく、夢ゆめから醒さめたみたいに、小春は声を絞しぼり出した。

「初めて見ました、若わかさま」

「な、なにをだ」

「……若さまの笑顔をです」

「……！」

　あわてて、自分の顔に触ふれてみた。本当に、顔が緩ゆるんでる。雪美に引っ張られたせいでもなく、作り笑いでもない。俺は、本当に……そしてこの笑顔をくれたのは、きっと……

　足あし下もとでは、雪美がぱちぱちと拍はく手しゆしてる。

　そして小春の声も、かすかに和やわらいだ。

「約束……守ってくださいましたね」

　桜さくら色いろの絨じゆう毯たんの上、金きん髪ぱつの少女はまだ俺を見つめてる。その視し線せんは、まるで……




　俺は、忘わすれない。

　この記き憶おくだけは、失いたくない。

　俺のかしずきの瞳ひとみは、うららかな小春日和びよりそのものだった。




　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊




　深夜。ホテルの一室。

　戦せん崎ざきツカサは、熱いシャワーに打たれていた。その水音に混まじって、扉とびらが軋きしむ。

「ツカサさん、背せ中なか流すわね」

「かしずきじゃあるまいし」

「いいでしょ。たまには」

　女は、戦崎の引き締しまった背中に指を這はわせた。

「どう、あの二人」

「うまくいくといいがな」

「大丈夫よ。私たちだって……」

「俺たちは、比翼連理おしどりだ。かしずきとは比ひ較かくにならない」

「結局、男と女よ」

「それより気になる事がある」

　戦崎は、濡ぬれた前まえ髪がみを搔かき上げた。

「今回の一いつ件けん、あまりに《錆びた釘ラステイネイル》の策さくが決まり過すぎてる。単たん独どく犯はん行こうとは思えない」

「誰だれか、協力者がいると？」

「恐おそらく。しかも、ごく身近に」

　けぶる湯気の中、戦崎の声が低まった。

「いずれにしろ、もう少し様子を見る。若は煙けむたがるだろうが、離はなれるワケにはいかん」

「それがツカサさんの仕事だものね。でも、小春も気にかけてあげて。あの子は……」

「分かってるさ」

　戦崎は、女を抱だき寄よせた。

「《神しん智ち》は、すべてを見通してる」

「そればっかり」

　笑って、《流りゆう刻こく》の女は口づけた。




　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊

　　　　＊　＊　＊




　送信者・冥界神エル・デイアブロ。件けん名めい・釘ネイルさんご逝せい去きよ。

『お久ひさしぶりです。すでに御ご存ぞん知じと思いますが、釘さんが亡なくなられました。しかし囮おとりとしての役目は、立りつ派ぱに果たされたので、作戦を第二段だん階かいに進めたいと思います。そちらの状じよう況きよう、ご連れん絡らくください』




　送信者・ものまね鳥モツキンバード。件名・潜せん伏ぷく中ちゆう。

『釘さん、残念でしたね。一いち応おう、並へい行こう作戦は成功しています。みんな釘さんに気を取られて、私を警けい戒かいしてる者は皆かい無むです。もちろん宇牙神リョウトも……』







　　　あとがき







　初めまして＆ご無ぶ沙さ汰たしてます。市いち川かわ丈たけ夫おです。

　今回の作品「刹せつ那なのイグザルト」を書くにあたり、最初に頭に浮うかんだのは『少年少女が武器を持ったまま、学校に通かよったりファミレスに寄り道する』絵でした。

　異質な戦時下の異能力高校生たち……とくればシリアス一いつ辺ぺん倒とうでまとめても良さそうなものですが、たとえ戦時下であっても『それはそれ、これはこれ』とばかりにごく普ふ通つうに（ある意味たくましく）高校生活を楽しむ物語が書きたいなと思いまして。




　そして若わかさまとかしずきというコンビを核かくに、大勢のキャラクターをちりばめた『人間模様』も書きたくて、幼稚園児からお爺じいちゃんまで脇わき役やくを配してみました。主人公を巡めぐる謎なぞは勿もち論ろん、その辺りのやりとりも楽しんでいただければ幸いです。




　さて主人公・宇う牙が神じんリョウトは、コーヒー好きって設定ですが、実は僕、コーヒーを全然、飲まないんです。基本、紅茶派。

　しかしコーヒーを飲まない作家がコーヒー好きを書くのは無理があるだろうと思い、そもそも美味うまいコーヒーとはなんぞや、ってとこから知るために、ネットで調べたこだわりの素す敵てきカフェに行こうと決めました。

　でもですね、よく考えたらコーヒーを飲まない僕には、美味いかどうかが判断できないんですよ。そこでコーヒー通の友人をその素敵カフェに連れていったところ「俺おれ、この店の近所に住む！」と言い出すほどの好反応で、以来、僕もその店にちょくちょく通いつつ、あちこちの美び味みコーヒーを巡めぐるようになりました。我ながら変わったなあ。




　ヒロイン・小春の役職『かしずき』と云うネーミングは、決まるまでに時間がかかりました。従者、護衛、お目付役などの言葉から類語を探すうち、『かしずく』に巡り会い、どこか控ひかえめで優やさしげな言葉の響きに惹ひかれたのです。

　Exertus も、英和辞書を延々と読んで見つけた言葉で、本来の『力を外に押し出す・行使する』が異能力バトルに合いそうだなと。九領域イグザルト・ナイン、異相ネガスフイア、介罪人クリミナルなどの造語は、悩み、楽しみつつひねり出しました。




　他にも《聖地救主エルサレム・スリム》と同名のハードロック・バンドの悲話とか、小春のキャラ作りの参考にしたロシアのチェス王者の話とか、ユリの士し名めいはお爺じいちゃんの元ネタに関係してますとか、名前しか出られなかった相そう馬まのおっさんとか、Phase.6 のタイトルはチャーチル首相のセリフかつウォーゲーム名ですとか書きたい話は尽つきませんが、今回はここまで。




　最後にイラストを描かいてくださったＳＡＴＯさんにも感謝を。

　ラフイラストを拝見した際、すべてのキャラが、あまりにも僕のイメージにぴったりだったので驚きました。本当にありがとうございます。




　それでは皆みなさんと再び二巻でお目にかかれますように……





二○○九年　五月　深川の素敵カフェにて　　　　




市川丈夫　　
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